
近
年
ド
イ
ツ
に
お
け
る
、「
大
学
自
治
」
の
判
例
法
理

―
ま
た
は
学
問
の
自
由
と
組
織
に
つ
い
て
―

小

貫

幸

浩

は
じ
め
に

理
念
と
し
て
は
恐
ら
く
、
教
職
員
と
学
生
と
が
各
々
の
立
場
と
役
割
と
を
尊
重
し
つ
つ
、
知
性
と
真
理
を
追
求
す
る
共
同
（
協
働
、

協
同
）
の
場
が
大
学
で
あ
る
、
と
言
う
の
は
今
日
尚
も
妥
当
す
る
命
題
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
、
大
学
が
大
学
で
あ
る
限
り
、

大
学
に
身
を
置
く
者
が
各
人
の
心
に
と
ど
め
て
お
く
べ
き
、
言
わ
ば
北
極
星
の
如
き
理
念
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
永
続
的
な
未
完
の
プ

ロ
セ
ス
で
あ
る
真
理
追
求
の
場
に
、
垂
直
的
な
命
令
・
指
示
と
服
従
の
関
係
こ
そ
、
ふ
さ
わ
し
く
な
い
も
の
は
な
い
。
こ
と
を
大
学
運

営
の
側
面
に
限
っ
て
言
う
の
だ
が
、
団
体
的
意
思
形
成
の
あ
り
方
と
し
て
は
、
当
事
者
に
よ
る
民
主
的
な
代
表
も
し
く
は
合
議
制
こ
そ

が
、
ふ
さ
わ
し
い
。

だ
が
、
周
知
の
様
に
、
大
衆
社
（
１
）

会
化
、
教
職
員
組
織
の
肥
大
化
、
国
内
外
で
の
生
き
残
り
を
賭
け
た
競
争
の
激
化
、
大
学
の
社
会
的
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役
割
の
変
容
な
ど
諸
々
の
事
情
の
下
に
、
必
ず
し
も
現
代
の
大
学
は
、
民
主
的
代
表
と
合
議
制
の
原
理
だ
け
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
大
学
の
組
織
と
し
て
の
、
団
体
と
し
て
の
一
体
性
を
維
持
す
る
た
め
に
、
多
か
れ
少
な
か
れ
行
政
機
構
的
な
意
思

形
成
の
あ
り
方
と
服
務
関
係
の
浸
透
も
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
あ
る
い
は
経
営
戦
略
の
視
点
か
ら
、
現
代
企
業
法
的
な
意
思
形
成

の
あ
り
方
も
、
観
取
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
言
わ
ば
、
理
念
的
に
は
合
議
制
原
理
が
妥
当
す
る
と
し
て
も
、
現
実
に
は
、
多
か
れ
少

な
か
れ
の
独
任
制
原
理
が
―
―
行
政
評
価
的
に
で
あ
れ
、
企
業
戦
略
的
に
で
あ
れ
―
―
不
可
避
的
に
顔
を
出
し
て
い
る
。
こ
の
両
原
理

の
不
断
の
緊
張
関
係
こ
そ
が
、
現
下
の
大
学
組
織
の
あ
り
方
を
刻
印
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
の
こ
と
は
、
勿
論
、
大
学
組
織
だ

け
に
と
ど
ま
る
問
題
で
は
な
い
。
国
・
公
立
、
私
立
を
問
わ
ず
、
大
学
及
び
大
学
人
に
と
っ
て
の
生
命
線
で
あ
る
学
問
の
自
由
―
―
研

究
・
教
授
の
自
由
、
及
び
こ
れ
ら
の
客
観
的
側
面
と
し
て
の
大
学
の
自
治
―
―
も
、
右
の
如
き
組
織
の
あ
り
方
に
よ
っ
て
大
き
な
影
響

を
逸
れ
え
な
い
の
で
あ
る
。

我
が
国
の
大
学
も
既
に
そ
う
で
あ
る
が
、
最
近
ド
イ
ツ
の
大
学
も
新
し
い
顔
を
見
せ
つ
つ
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
古
典
的
な
「
正
教
授
中

心
型
」
大
学
か
ら
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
「
グ
ル
ー
プ
型
」
大
学
を
経
て
、
今
日
、
良
か
れ
悪
し
か
れ
、「
経
営
型
」
大
学
が
注
視

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
平
仄
を
合
わ
せ
る
か
の
如
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
を
背
景
と
す
る
社
会
的
要
請
を
受
け
て
、
連

邦
・
諸
ラ
ン
ト
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
い
て
大
学
関
連
諸
法
が
既
に
数
次
に
わ
た
る
改
訂
を
経
て
い
る
。
そ
の
こ
と
の
委
細
は
、
若
干
の

憲
法
裁
判
例
に
こ
と
寄
せ
て
小
稿
で
述
べ
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
極
く
大
雑
把
な
動
向
を
指
摘
す
れ
ば
、
こ
う
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
―
―
。

経
営
の
論
理
と
業
績
向
上
、
効
率
追
求
の
た
め
に
、
大
学
・
学
部
（
専
門
領
域
）
い
ず
れ
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
も
執
行
部
の
権
限
が
強
化
さ

れ
、
そ
の
こ
と
と
平
行
し
て
、
同
僚
教
授
団
を
中
心
と
す
る
合
議
制
原
理
か
ら
独
任
制
原
理
へ
の
重
心
移
動
が
、
ま
ず
、
顕
著
に
観
取

さ
れ
え
よ
う
。
さ
ら
に
、
従
前
よ
り
も
一
層
強
く
、
学
外
の
声
―
―
と
り
わ
け
、
財
界
の
声
―
―
を
大
学
運
営
に
反
映
さ
せ
る
仕
組
み

が
採
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
、
一
つ
の
特
徴
と
な
っ
て
い
よ
う
。
こ
れ
ら
の
点
は
、
若
干
の
変
更
付
き
で
、
日
本
の
大
学
に
も
妥

（
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当
す
る
は
ず
で
あ
る
。

既
に
示
唆
し
た
様
に
、
こ
と
は
大
学
組
織
の
問
題
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
現
代
ド
イ
ツ
で
は
諸
々
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
「
（
２
）

評
価
」（
例
え

ば
連
邦
大
学
大
綱
法H

ochschulrahm
engesetz

＝
H
R
G

６
条
、
及
び
こ
れ
を
受
け
た
諸
ラ
ン
ト
の
大
学
関
連
法
で
）
シ
ス
テ
ム
が
、

教
授
・
研
究
の
質
の
向
上
を
目
指
し
て
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
に
連
動
し
て
、
研
究
資
金
配
分
の
仕
組
み
の
制
度
化
も
進
行
し
て

い
る
。
ま
た
、
大
学
と
国＝

ラ
ン
ト
と
の
言
わ
ゆ
る
「
協
働
」K

ooperation

現
象
の
一
つ
の
現
れ
で
あ
る
が
、
両
者
間
で
業
績
に
つ

い
て
の
「
目
標
協
定
」
が
結
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
（
日
本
の
場
合
、
独
立
行
政
法
人
と
な
っ
た
国
立
大
学
の
「
中
期
目
標
」
を
想
起
さ

れ
た
い
。）
そ
れ
な
ら
ば
一
層
、「
学
問
の
場
に
ふ
さ
わ
し
い
」
手
続
的
条
件
と
対
話
構
造
と
が
し
っ
か
り
と
確
保
さ
れ
ね
ば
な
る
（
３
）

ま
い
。

か
よ
う
に
、
大
学
組
織
・
運
営
の
問
題
、
大
学
の
意
思
形
成
の
編
成
の
問
題
が
、
学
問
の
自
由
、
つ
ま
り
教
授
・
研
究
の
自
由
の
問
題

に
跳
ね
返
る
。

以
下
、
こ
の
小
稿
で
は
、
ま
ず
、
近
年
ド
イ
ツ
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
で
大
学
組
織
の
あ
り
方
が
争
点
と
さ
れ
た
主
要
事
例
を
大
き
く

眺
め
渡
し
た
い
（
１
、
２

．
）
次
い
で
、
連
邦
憲
法
裁
で
の
右
の
判
例
動
向
の
意
味
を
明
ら
か
に
す
べ
く
、
同
裁
判
所
と
は
異
な
る
別

系
列
の
裁
判
所
で
取
り
扱
わ
れ
た
著
名
事
例
に
も
視
線
を
延
ば
し
た
い
。
一
つ
は
、
ラ
ン
ト
・
レ
ヴ
ェ
ル
の
憲
法
裁
で
の
事
案
で
あ
り
、

も
う
一
つ
は
連
邦
行
政
裁
判
所
で
取
り
扱
わ
れ
た
事
件
で
あ
る
（
３
�
、
�

．

）
当
然
、
こ
れ
ら
の
事
案
で
は
、「
大
学
自
治
」akade-

m
ische

Selbstverw
altung

の
意
味
と
内
容
を
め
ぐ
る
議
論
が
な
さ
れ
よ
う
。
ボ
ン
基
本
法G

G

に
は
、
大
学
自
治
に
つ
い
て
の
明
文

の
保
障
規
定
が
な
く
、
連
邦
憲
法
裁
も
そ
の
根
拠
に
つ
い
て
は
明
確
に
は
答
え
て
い
な
い
。（E

35,79

（116f.

））
こ
れ
に
対
し
、
学
説

で
は
、「
芸
術
及
び
学
問
、
研
究
及
び
教
授
」
の
自
由
を
保
障
し
た
基
本
法
５
条
３
項
か
ら
大
学
自
治
が
導
か
れ
る
と
い
う
見
解
が

（
４
）

強
い
。
現
在
１６
を
数
え
る
ラ
ン
ト
憲
法
の
う
ち
、
１２
の
憲
法
に
は
大
学
自
治
の
明
文
規
定
が
あ
る
。
ま
た
、
連
邦
大
学
大
綱
法H

R
G

で
は
「
大
学
は
法
律
の
枠
内
で
自
治
権
を
も
つ
」（
５８
条
１
項
）
と
し
て
い
る
（
尚
、
こ
の
法
律
が
適
用
さ
れ
る
「
大
学
」
と
は
、
諸
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ラ
ン
ト
が
設
立
し
た
、
つ
ま
り
国
立＝

ラ
ン
ト
立
大
学
と
、
ラ
ン
ト
の
承
認
し
た
大
学
の
こ
と
で
あ
る
。
同
１
条
。）

さ
て
、
右
の
法
律
で
は
、
こ
の
意
味
で
の
大
学
の
法
的
性
格
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
原
則
と
し
て
「
公
法
上
の
社
団
」Körperschaf-

ten
des
öffentlichen

R
echts

で
あ
り
、「
同
時
に
」und

zugleich

「
国
の
施
設
」staatliche

E
inrichtungen

と
さ
れ
て
い
る
（
但

し
「
別
の
法
形
態
」
で
も
あ
り
う
る
と
さ
れ
て
い
る
。
同
５８
条
１
項
。）
勿
論
、
こ
こ
で
「
国
の
施
設
」
と
は
、
伝
統
的
な
行
政
法
学

の
用
語
に
よ
れ
ば
「
営
造
物
」A

nstalten

と
言
う
べ
き
側
面
で
あ
ろ
う
。
筆
者
の
手
許
に
あ
る
、
や
や
古
い
ド
イ
ツ
語
圏
の
行
政
法

教
科
書
二
（
５
）

、
三
に
当
た
っ
て
み
る
と
、
中
世
の
大
学
は
「
社
団
」
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
幾
分
の
留
保
付
な
が
ら
、
２０
世
紀
の
大

学
は
そ
の
社
団
性
を
大
き
く
失
っ
て
、
国
の
造
営
物
で
あ
る
と
す
る
記
述
が
目
に
つ
く
。
こ
の
点
、
大
学
は
二
つ
の
顔
を
同
時
に
併
せ

も
つ
と
い
う
の
が
―
―
さ
ら
に
「
別
の
法
形
態
」
も
採
り
う
る
―
―
今
日
の
大
学
大
綱
法
に
よ
る
性
格
規
定
で
あ
っ
て
、
特
徴
的
で
あ

る
。
こ
こ
で
特
徴
的
だ
と
言
う
の
は
、
大
学
が
単
な
る
「
施
設
」「
制
度
」
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
何
よ
り
も
学
問
の
「
自
由
」
―
―

そ
の
実
質
は
教
授
・
研
究
の
自
由
と
い
う
主
観
的
公
権
に
よ
っ
て
裏
打
ち
さ
れ
た
場
で
あ
る
べ
き
こ
と
が
、
そ
れ
な
り
に
強
調
さ
れ
て

い
る
、
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
何
と
す
れ
ば
、
か
か
る
主
観
的
公
権
に
よ
り
適
合
的
な
の
は
、
構
成
員
の
主
体
性
を
溶
解
し
て
し
ま

う
傾
向
を
も
つ
「
営
造
物
」「
施
設
」「
制
度
」
で
は
な
く
、
構
成
員
の
自
由
を
基
盤
と
す
る
自
立
的
団
体
と
し
て
の
「
社
団
的
」
構
成

で
あ
る
か
ら
で
（
６
）

あ
る
。
で
は
、
大
学
大
綱
法
が
許
容
す
る
「
別
の
法
形
態
」
は
ど
う
か
。
こ
の
点
で
、
３
�
で
取
材
さ
れ
る
連
邦
行
政

裁
で
の
事
案
で
は
、
第
三
の
形
態
と
し
て
の
「
公
法
上
の
財
団
」Stiftungen

des
öffentlichen

R
echts

へ
の
国
立
大
学
の
移
管
を

め
ぐ
る
問
題
が
争
そ
わ
れ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
論
脈
で
も
興
味
を
引
く
で
あ
ろ
う
。

と
ま
れ
、
以
下
で
は
ド
イ
ツ
に
お
け
る
最
近
約
１０
年
程
の
主
要
（
７
）

事
例
を
俯
瞰
し
て
、
大
学
自
治
の
法
意
に
つ
き
、
な
に
よ
り
も
、
大

学
と
い
う
現
場
で
学
問
に
従
事
す
る
者
達
の
主
体
的
自
由
の
視
点
か
ら
検
討
し
た
い
の
で
あ
る
。

（
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注（
１
）

ボ
ン
基
本
法
１２
条
１
項
、
３
条
１
項
及
び
「
社
会
国
家
原
理
」
か
ら
、
一
定
の
条
件
を
満
た
す
志
望
者
に
大
学
入
学
す
る
権
利
を
認
め

た
の
が
、E

33,
303

（332

）＝
num

erus
clausus

（
定
員
判
決
）
で
あ
っ
た
。
エ
リ
ー
ト
だ
け
を
入
学
さ
せ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
い
う

重�

し�

が
、
連
邦
憲
法
裁
に
よ
っ
て
課
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

（
２
）

連
邦
大
学
大
綱
法H

R
G

で
の
評
価
対
象
は
、
研
究
・
教
授
、
後
進
育
成
及
び
両
性
の
対
等
性
で
あ
る
。「
教
授
」
評
価
に
つ
い
て
は
学
生

も
関
与
す
る
と
こ
ろ
が
特
徴
的
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
学
生
の
「
学
習
権
」
の
視
点
か
ら
正
当
化
す
る
見
解
と
し
て
、M

.F
ehling,D

ie

V
erw
altung

35

（2002
）S.399ff.

（413

）.

ま
た
、
今
日
で
は
研
究
・
教
授
は
個
々
の
大
学
だ
け
で
完
結
的
に
な
さ
れ
る
わ
け
で
な
い
の
で
、
当
の
大
学
の
外
部
者
が
評
価
に
参
加
す

る
こ
と
も
、peer

review

と
し
てscientific

com
m
unity

の
視
点
か
ら
正
当
化
で
き
る
と
い
う
見
解
と
し
て
、M

.
F
ehling,

a.a.O
.,
S.

414.尚
、
日
本
も
含
め
た
ア
ジ
ア
・
オ
セ
ア
ニ
ア
諸
国
及
び
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
で
の
近
年
の
大
学
改
革
・
評
価
を
め
ぐ
る
比
較
研
究
と
し
て
、

シ
リ
ー
ズ
「
大
学
評
価
を
考
え
る
」
第
３
巻
編
集
委
員
会
編
、
大
学
改
革
・
評
価
の
国
際
的
動
向
、
参
照
。

（
３
）

H
.H
.T
rute,W

issR
33

（2000

）S.134ff.

（138,153,157

）.

（
４
）

基
本
法
５
条
３
項
を
根
拠
と
す
る
見
解
を
、
ア
ッ
ト
・
ラ
ン
ダ
ム
に
挙
げ
る
。R

.Scholz,in:M
aunz/D

ürig,R
n.4.,C

h.Starck,in:

von
M
angoldt/K

lein/ders.,R
n.382ff.,H

.Sculz- F
ielitz,in:H

B
dV
R
,R
n.6ff.,M

.F
ehling,in:B

K
,R
n.26,206,I.P

ernice,in:

D
reier

2,R
n.57.

そ
の
上
で
、
大
学
及
び
大
学
自
治
を
「
制
度
的
保
障
」
と
し
て
説
明
す
る
見
解
は
、
決
し
て
強
く
は
な
い
。
大
学
自
治
を
わ
ざ
わ
ざ
制
度

的
保
障
と
し
て
説
明
す
る
必
要
性
な
ど
な
い
、
と
断
定
す
る
の
はM

.
F
ehling,

a.a.O
.,
R
n.
32,
124.

シ
ュ
ー
タ
ー
ク
も
、
こ
の
観
念
に
は

懐
疑
的
で
あ
る
。C

h.
Starck,

a.a.O
.,
R
n.
382,

A
nm
.
285.

そ
こ
ま
で
行
か
な
く
と
も
、
大
学
及
び
大
学
自
治
の
制
度
的
保
障
は
学
問
の

自
由
と
い
う
主
観
的
自
由
に
対
し
て
「
部
分
的
」「
補
完
的
」
な
も
の
と
位
置
づ
け
る
の
は
、R

.Scholz,a.a.O
.,R
n.4,82.
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（
５
）

W
.Jellinek,V

erw
altungsrecht,1966,S.521,E

.F
orsthoff,L

ehrbuch
des
V
erw
altungsrechts,B

d.1
8,1961,S.428,443

A
nm
.2,W

.A
ntoniolli,A

llgem
eines

V
erw
altungsrecht,1954,S.185.

（
６
）

今
日
の
ド
イ
ツ
の
大
学
の
法
的
形
式
に
つ
い
て
、「
社
団
」
の
側
面
を
強
調
す
る
見
解
と
し
て
、T

h.
G
ro�
,
D
V
B
L
2006,

S.
721ff.

（724f.

）
グ
ロ
ス
に
よ
れ
ば
、
大
学
は
社
団
と
し
て
、
そ
の
任
務
履
行
に
際
し
、「
構
成
員
」
の
参
加
を
不
可
欠
と
し
て
お
り
、
こ
の
点
で
「
組

合
」
に
接
近
す
る
。
構
成
員
は
、「
施
設
」
の
単
な
る
「
利
用
者
」
で
は
な�

い�

。
ボ
ン
基
本
法
５
条
３
項
は
勿
論
、
大
学
の
法
形
態
に
つ
き

明
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
だ
が
、
立
法
者
は
同
５
条
３
項
の
諸
要
請
に
応
え
な
く
て
は
な
ら
ず
、
社
団
と
い
う
法
形
式
が
そ
れ
に
よ�

り�

適

合
す
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
、
と
オ
ッ
パ
ー
マ
ン
が
述
べ
る
の
も
こ
れ
と
同
旨
で
あ
ろ
う
。T

h.
O
pperm

ann,
in:
H
dSR
.,B
d.6

2

（2001

）,

S.809ff.,R
n.51.

同
旨
、M

.- E
.G
eis,in:H

dG
R
.,B
d.4

（2011

）,R
n.24.

社
団
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、「
構
成
員
」
が
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
、
団
体
の
重
要
事
項
に
十
分
な
影
響
力
を
も
つ
べ
き
こ
と
が
指
摘

さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
自
治
の
原
理
か
ら
し
て
、
団
体
内
部
の
民
主
的
構
造
が
要
請
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
施
設
」
の
人
的
要
素
は
「
利

用
者
」
で
あ
り
、
大
学
も
職
業
養
成
所
（
ボ
ン
基
本
法
１２
条
１
項
）
と
し
て
施
設
と
い
う
顔
を
も
つ
。
こ�

の�

側�

面�

で�

は�

、
学
生
は
利
用
者
で

あ
る
。V

gl.H
.M
aurer,A

llgem
eines

V
erw
altungsrecht

17,2009,§
23,R

n.40,41,47.

（
７
）

近
年
ド
イ
ツ
で
の
大
学
を
め
ぐ
る
憲
法
裁
判
例
を
あ
え
て
二
つ
に
分
類
す
れ
ば
、
一
つ
は
、
こ
の
小
稿
が
取
材
す
る
と
こ
ろ
の
大
学
組

織
の
あ
り
方
な
い
し
は
大
学
自
治
の
内
容
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
も
う
一
つ
が
、
古
典
的
な
意
味
で
の
研
究
・
教
授
の
自
由

（
学
問
の
自
由
）
の
内
容
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
問
う
事
例
群
で
あ
る
。
例
え
ば
、
担
当
講
座
な
い
し
科
目
の
変
更
を
命
じ
ら
れ
て
「
教
授
の
自

由
」
が
正
面
か
ら
問
わ
れ
た
裁
判
例
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を
放
棄
し
た
こ
と
を
著
作
等
で
公
言
し
た
神
学
部
教
授
が
、
担
当
講
座
の

変
更
を
命
じ
ら
れ
た
こ
と
を
め
ぐ
る
憲
法
異
議
事
件
と
し
て
、E

122,89.

工
学
系
専
門
大
学
の
教
授
が
担
当
科
目
の
変
更
を
命
じ
ら
れ
た
こ

と
に
関
す
る
憲
法
異
議
事
件
に
つ
き
、B

V
erfG
,B
eschluss

vom
13.A

pril
2010

―B
vR
216/07.

主
観
的
権
利
と
し
て
の
学
問
の
自
由
の
「
内
容
」
を
問
題
と
し
た
の
が
旧
拙
稿
「
現
代
ド
イ
ツ
に
お
け
る
、
教
授
の
自
由
」（
高
岡
法
学

２８
号
）
で
あ
っ
た
。
本
稿
は
、
第
一
次
的
に
は
大
学
組
織
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
た
憲
法
裁
判
例
を
対
象
と
す
る
も
の
で
、
こ
の
意
味
で
、
旧

（
六
）
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稿
と
姉
妹
編
を
成
す
。

１

ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
大
学
法
決
定
（E
111,333

）＝

’０４
・
１０
・
２６
連
邦
憲
法
裁
第
一
法
廷
決
定

�

多
く
の
諸
ラ
ン
ト
の
場
合
と
同
様
に
、
近
年
の
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
・
ラ
ン
ト
大
学
法
で
も
、
大
学
執
行
部
の
権
限
が
強
化
さ

れ
、
同
時
に
、
大
学
自
治
の
強
化
と
い
う
理
由
の
下
に
、
業
績
評
価
及
び
共
同
参
画
の
達
成
度
に
基
づ
く
大
学
助
成
・
資
金
配
分
が
規

定
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
見
る
様
に
、
そ
れ
が
本
当
に
大
学
自
治
の
強
化
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
が
問
題
で
あ
ろ
う
。
勿
論
、

こ
の
点
が
問
題
と
な
る
も
の
の
、
こ
の
法
律
で
は
尚
も
、
大
学
―
―
と
り
わ
け
研
究
・
教
授
事
項
―
―
に
関
す
る
規
範
定
立
権
・
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
権
が
合
議
制
機
関
に
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
、
後
述
２
で
と
り
あ
げ
ら
れ
る
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
法
の
場
合
（E

127,

87

）
と
の
顕
著
な
違
い
が
あ
る
。
尚
、
後
者
の
事
案
で
争
点
と
な
っ
た
の
は
「
学
部
」
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
法
律
の
あ

り
方
と
し
て
は
大
学
レ
ヴ
ェ
ル
で
も
甚
だ
問
題
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
（
１
）

い
た
。

さ
て
、
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
大
学
法
で
は
、「
教
授
の
自
由
」
に
関
し
、
講
義
の
内
容
的
・
方
法
的
構
成
、
学
問
・
芸
術
上
の
見
解
、

（
学
説
）
表
明
の
自
由
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
で
、
教
授
に
関
す
る
大
学
諸
機
関
の
決
定
は
、
教
授
運
営
の
組
織
及
び
修
学
・

試
験
規
則
の
作
成
・
遵
守
に
関
わ
る
事
項
に
限
定
さ
れ
る
。「
研
究
の
自
由
」
に
は
、
と
り
わ
け
問
題
設
定
、
方
法
の
原
則
、
研
究
成

果
の
評
価
、
研
究
の
公
表
が
含
ま
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
大
学
諸
機
関
が
決
定
権
を
も
つ
の
は
、
研
究
運
営
の
組
織
、
研
究
企
画
の
促

進
と
調
整
、
研
究
「
重
点
」
の
形
成
に
関
わ
る
限
り
に
お
い
て
で
あ
る
（
芸
術
の
発
展
計
画
に
つ
い
て
も
同
様
。）

ま
た
、
こ
の
大
学
法
で
は
、
修
学
・
試
験
規
則
に
も
拘
ら
ず
、
学
生
の
「
学
習
の
自
由
」
と
し
て
、
と
く
に
講
義
の
自
由
な
選
択
、

修
学
課
程
（
コ
ー
ス
）
の
枠
内
で
「
重
点
」
を
選
択
す
る
自
由
、
学
問
・
芸
術
上
の
意
見
形
成
・
表
明
の
自
由
が
含
ま
れ
て
い
る
。

３５２ 駿河台法学 第２６巻第１号（２０１２）
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「
評
価
」（
学
生
も
参
加
す
る
）
に
つ
い
て
は
、
学
部
長
は
「
専
門
領
域
委
員
会
」
―
―
こ
れ
は
、
日
本
の
大
学
の
学
部
教
授
会
に
相

当
す
る
が
、
し
か
し
そ
れ
と
は
組
織
原
理
が
同
じ
で
な
い
―
―
と
協
力
し
て
、
専
門
領
域
の
諸
部
門
を
評
価
し
、
二
年
ご
と
に
そ
の
報

告
書
を
作
成
し
て
学
長
に
提
出
す
る
。
学
長
は
評
議
会
と
協
力
し
て
、
右
の
報
告
書
を
参
考
に
し
て
専
門
領
域
及
び
主
要
な
施
設
に
つ

い
て
評
価
し
、
二
年
ご
と
に
全
体
報
告
書
を
作
成
し
、
ラ
ン
ト
政
府
の
担
当
大
臣
に
提
出
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

国
立＝
ラ
ン
ト
立
大
学
の
た
め
に
ラ
ン
ト
大
学
委
員
会
な
る
も
の
―
―
各
大
学
ご
と
に
大
学
委
員
会
も
―
―
が
設
立
さ
れ
る
と
い
う

点
は
、
本
件
法
律
で
の
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
��
学
長
・
評
議
会
に
対
し
原
則
問
題
に
つ
き
助
言
す
る
こ
と
、
��
大
学
の
発
展
計
画
決

定
に
参
与
す
る
こ
と
、
��
予
算
計
画
に
つ
き
担
当
大
臣
に
助
言
す
る
こ
と
、
��
評
議
会
と
協
力
し
て
学
長
候
補
を
提
案
す
る
こ
と
、
が

ラ
ン
ト
大
学
委
員
会
の
任
務
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
委
員
の
選
考
に
つ
い
て
は
、
ラ
ン
ト
首
相
が
担
当
大
臣
の
提
案
に
基
づ
き
、
大
学

か
ら
の
聴
取
の
後
、
ラ
ン
ト
議
会
の
担
当
委
員
会
と
協
力
し
て
、
決
定
す
る
。
少
な
く
と
も
１
／
３
は
、
女
性
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ち
な
み
に
、「
ラ
ン
ト
」
大
学
委
員
会
と
い
う
組
織
は
、
ド
イ
ツ
で
は
例
外
の
部
類
に
属
す
る
。

学
長
の
任
務
と
地
位
に
つ
い
て
は
次
の
如
く
規
定
さ
れ
て
い
る
。
学
長
は
大
学
を
「
指
導
」
し
、
外
部
に
対
し
て
大
学
を
「
代
表
」

す
る
。
と
り
わ
け
、
次
の
事
柄
に
つ
い
て
権
限
を
も
つ
（
例
示
。）
��
大
学
の
発
展
に
つ
い
て
の
構
想
を
準
備
す
る
こ
と
、
��
評
議
会

で
の
聴
取
の
後
に
、
専
門
領
域
、
主
た
る
部
門
、
企
画
組
織
、
修
学
課
程
を
設
置
、
又
は
閉
鎖
す
る
こ
と
、
��
専
門
領
域
、
主
た
る
部

門
の
活
動
、
と
り
わ
け
教
授
・
研
究
に
関
す
る
調
整
を
行
う
こ
と
、
��
研
究
報
告
書
に
基
づ
い
て
評
価
す
る
こ
と
、
��
予
算
を
作
成
し

管
理
す
る
こ
と
、
評
価
結
果
に
基
づ
き
資
金
・
ポ
ス
ト
を
配
分
す
る
こ
と
、
��
大
学
内
の
秩
序
を
維
持
す
る
こ
と
、
で
あ
る
。

学
長
は
、
ラ
ン
ト
大
学
委
員
会
の
提
案
に
基
づ
き
、
評
議
会
に
よ
っ
て
選
ば
れ
る
。
ラ
ン
ト
の
担
当
大
臣
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
る

（
任
期
６
年
、
再
任
可
。）
評
議
会
の
２
／
３
の
特
別
多
数
で
も
っ
て
、
学
長
は
解
任
さ
れ
う�

る�

。
そ
の
際
、
学
長
に
は
弁
解
の
機
会

が
与
え
ら
れ
る
。

（
八
）
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大
学
評
議
会
に
つ
い
て
は
次
の
如
く
、
で
あ
る
―
―
。
そ
の
権
限
と
し
て
は
、
��
大
学
の
基
本
規
則
、
そ
の
他
の
規
則
―
―
専
門
領

域
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
て
い
る
場
合
は
別
―
―
を
制
定
す
る
こ
と
、
専
門
領
域
の
規
則
に
対
し
見
解
を
表
明
す
る
こ
と
、
��
教
授
・
研

究
・
修
学
・
試
験
・（
学
問
・
芸
術
の
）
後
進
育
成
に
関
す
る
原
則
問
題
に
つ
い
て
決
定
す
る
こ
と
、
��
大
学
の
発
展
計
画
に
つ
き
決

定
す
る
こ
と
、
��
学
長
を
選
任
、
又
は
解
任
す
る
こ
と
、
��
教
員
任
用
に
関
し
専
門
領
域
か
ら
の
提
案
に
対
し
て
決
定
し
、
さ
ら
に
学

長
の
任
務
遂
行
を
監
督
す
る
こ
と
、
で
あ
る
。

評
議
会
の
構
成
は
、
��
教
員
か
ら
６
名
、
��
学
生
か
ら
２
名
、
��
学
問
的
共
同
者
か
ら
２
名
、
��
そ
の
他
の
共
同
者
か
ら
１
名
の
計

１１
名
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
教
員
が
絶
対
多
数
を
握
っ
て
い
る
。

学
部
長
に
つ
い
て
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
―
―
。
学
部
長
（
及
び
副
学
部
長
）
は
、
学
長
の
提
案
に
基
づ
き
、
専
門
領
域
委
員
会
に

よ
り
、
そ
の
委
員
会
に
属
す
る
教
員
の
な
か
か
ら
選
ば
れ
る
。
そ
の
選
任
に
は
、
右
委
員
会
の
多
数
決
、
そ
し
て
当
委
員
会
に
属
す
る

教
員
の
多
数
決
が
必
要
で
あ
る
。

学
部
長
は
専
門
領
域
を
「
指
導
」
し
、
そ
れ
を
「
代
表
」
す
る
。「
教
授
・
研
究
」
の
評
価
結
果
を
考
慮
し
つ
つ
資
金
・
ポ
ス
ト
を

配
分
す
る
の
は
、
学
部
長
で
あ
る
。「
教
授
」
報
告
書
、「
研
究
」
報
告
書
を
作
成
し
学
長
に
提
出
す
る
の
は
、
学
部
長
で
あ
る
。

次
に
、
専
門
領
域
委
員
会
の
任
務
と
し
て
は
、
��
専
門
領
域
の
規
則
を
策
定
す
る
こ
と
、
��
専
門
領
域
の
組
織
・
発
展
計
画
を
策
定

す
る
こ
と
、
��
任
用
提
案
を
決
定
す
る
こ
と
、
��
教
授
資
格
請
求
に
つ
き
決
定
す
る
こ
と
、
��
専
門
領
域
に
お
け
る
「
教
授
」「
研
究
」

の
評
価
・
調
整
に
協
力
す
る
こ
と
、
��
学
部
長
・
副
学
部
長
を
選
任
、
ま
た
は
解
任
す
る
こ
と
、
が
挙
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
学
部
長
の

任
務
遂
行
の
監
督
、
学
部
長
に
対
す
る
情
報
提
供
の
要
求
も
、
そ
う
で
あ
る
。

�

ラ
ン
ト
内
の
二
つ
の
大
学
の
法
学
部
・
哲
学
部
及
び
そ
れ
ら
の
教
授
達
に
よ
り
、
右
の
法
律
が
ボ
ン
基
本
法G

G

５
条
３
項
の

基
本
権
を
侵
害
す
る
と
い
う
憲
法
異
議
が
申
し
立
て
ら
れ
た
。
こ
れ
が
本
件
で
あ
る
。
主
と
し
て
次
の
様
に
申
し
立
て
ら
れ
た
―
―
。

３５０ 駿河台法学 第２６巻第１号（２０１２）
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こ
の
法
律
は
、
権
限
を
学
長
に
集
中
す
る
こ
と
で
、
学
問
の
自
由
と
専
門
領
域
の
独
立
性
を
侵
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
申
立
人
は

教
授
資
格
付
与
の
権
限
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
全�

て�

の�

専
門
領
域
か
ら
の
代
表
が
大
学
評
議
会
に
確
保
さ
れ
て
い
な�

い�

こ
と
も
、
基
本
法
５
条
３
項
に
違
反
し
て
い
る
。

何
故
な
ら
、
申
し
立
て
人
に
よ
れ
ば
、
大
学
に
と
っ
て
評
議
会
こ
そ
は
、
学
問
多
元
的
な
、
中
心
的
合
議
制
機
関
で
あ
り
、
各
専
門
領

域
が
、
学
問
に
と
っ
て
重
要
な
決
定
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
参
与
し
う
る
唯
一
の
機
関
だ
か
ら
で
あ
る
。

申
し
立
て
人
は
さ
ら
に
、
学
部
長
へ
の
権
限
集
中
に
つ
い
て
も
異
議
を
提
起
し
た
。
こ
の
法
律
で
学
部
長
に
与
え
ら
れ
た
権
限
―
―

右
に
見
た
様
に
、
研
究
・
教
授
の
調
整
、
資
金
・
ポ
ス
ト
の
配
分
な
ど
―
―
も
技
術
的
・
執
行
的
な
レ
ヴ
ェ
ル
を
超
え
て
お
り
、
本
来
、

こ
う
し
た
権
限
は
合
議
制
機
関
た
る
専
門
領
域
委
員
会
に
こ
そ
付
与
さ
れ
る
べ
き
だ
、
と
主
張
す
る
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
ラ
ン
ト
政
府
が
、
ラ
ン
ト
議
会
の
担
当
委
員
会
と
協
力
し
て
の
こ
と
と
は
い
え
、
法
規
命
令
で
大
学
及
び
そ
の
諸
部
門
を
閉

鎖
し
う
る
と
し
て
い
る
点
も
、
攻
撃
さ
れ
た
。

�

本
件
で
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
法
２７
ａ
条
に
よ
り
、
�
ラ
ン
ト
政
府
、
�
大
学
学
長
会
議
、
�
教
育
・
学
問
組
合
、
�
ド
イ
ツ

大
学
連
盟
、
�
大
学
教
員
連
盟
か
ら
各
々
見
解
が
述
べ
ら
れ
た
。
以
下
、
順
次
に
見
て
い
く
が
、
先
取
り
し
て
ま
と
め
る
と
�
�
�
い

ず
れ
も
大
学
「
経
営
」
の
視
点
を
強
調
し
て
い
て
、
�
―
―
恐
ら
く
�
に
対
し
て
も
―
―
の
見
解
と
真
向
か
ら
対
立
し
て
い
る
の
が
興

味
深
い
。
ま
た
、
�
�
の
見
解
に
は
、
国＝

ラ
ン
ト
と
自
治
団
体K

örperschaft

と
し
て
の
大
学
と
の
「
協
働
」K

ooperation

と
い

う
観
点
が
強
く
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
、
今
日
的
な
ド
イ
ツ
大
学
の
状
況
及
び
ド
イ
ツ
の
大
学
政
策
が
何
程
か
示
唆
的
に
、
良

か
れ
悪
し
か
れ
語
ら
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
興
味
深
い
。
こ
れ
ら
�
〜
�
は
、
後
に
２
で
と
り
あ
げ
る
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
法
事
件
に
お

い
て
も
―
―
但
し
、
�
は
当
然
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
政
府
と
な
る
が
―
―
見
解
を
述
べ
て
お
り
、
そ
の
分
布
状
況
が
二
つ
の
事
案
の
相
違
を

幾
分
、
反
映
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
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�

ま
ず
、
ラ
ン
ト
政
府
に
よ
る
と
、
本
件
異
議
は
多
く
の
点
で
そ
も
そ
も
許
容
さ
れ
な
い
。
と
く
に
大
学
・
専
門
領
域
が
閉
鎖
さ

れ
る
可
能
性
は
、
申
し
立
て
人
の
基
本
権
に
関
係
し
な
い
（
教
授
資
格
・
教
授
委
託
の
付
与
権
限
に
つ
い
て
も
同
様
。）
そ
の
他
の
点

で
は
、
異
議
は
理
由
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
。
大
学
組
織
の
諸
規
定
は
、
学
問
の
自
由
か
ら
導
か
れ
る
基
準
を
満
た
し
て
い
る
。

ま
た
、
ラ
ン
ト
政
府
の
見
解
で
は
、「
制
度
と
し
て
の
大
学
」
な
い
し
「
大
学
の
自
治
」
保
障
は
、
基
本
権
か
ら
は
導
か
れ
な
い
。

学
問
活
動
の
「
核
心
領
域
」
に
及
ば
な
い
限
り
、
立
法
者
は
大
学
組
織
を
裁
量
的
に
規
律
で
き
る
。

学
長
へ
の
権
限
強
化
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
ラ
ン
ト
政
府
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
「
学
問
経
営
」
モ
デ
ル
の
結
果
で
あ
り
、

憲
法
上
、
問
題
は
な
い
。
評
価
及
び
資
金
配
分
に
関
す
る
学
長
の
権
限
も
、
専
門
領
域
が
十
分
に
関
与
し
う
る
仕
組
み
に
な
っ
て
お
り
、

何
ら
広
す
ぎ
る
裁
量
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
学
部
長
（
及
び
副
学
部
長
）
の
選
任
に
つ
い
て
の
学
長
の
権
限
も
、
何
ら
問
題
は
な
い
。

と
言
う
の
も
、
学
部
長
と
し
て
選
任
さ
れ
る
者
は
、
そ
の
専
門
領
域
に
属
す
る
教
員
に
限
定
さ
れ
て
お
り
―
―
後
述
２
で
の
ハ
ン
ブ
ル

ク
法
の
場
合
と
顕
著
に
異
な
る
点
で
あ
る
―
―
、
し
か
も
、
最
終
的
な
同
意
権
が
専
門
領
域
の
手
許
に
残
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
と
主
張

す
る
。

本
件
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
法
で
の
一
つ
の
特
徴
と
も
な
っ
て
い
る
、
ラ
ン
ト
大
学
委
員
会
は
、
国＝

ラ
ン
ト
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
一

コ
ー
オ
ペ
ラ
チ
オ
ー
ン

種
の
参
与
的
審
議
会
だ
が
、
「
協
働
」
原
理
に
照
ら
し
て
何
ら
問
題
は
な
い
。

そ
の
他
、
ラ
ン
ト
政
府
は
、
学
問
の
自
由
か
ら
合
議
制
の
決
定
方
式
は
導
か
れ
な
い
。
学
部
長
の
資
金
配
分
権
限
は
評
価
結
果
に
拘

束
さ
れ
て
い
る
上
に
、
こ
の
権
限
は
「
学
問
経
営
」
モ
デ
ル
か
ら
の
帰
結
で
あ
る
。
専
門
領
域
委
員
会
は
評
価
そ
の
も
の
に
影
響
を
及

ぼ
し
う
る
の
で
、
そ
の
上
さ
ら
な
る
「
共
同
決
定
権
」
は
不
必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
述
べ
て
い
る
。

�

大
学
学
長
会
議
も
、
�
ラ
ン
ト
政
府
と
同
様
、
大
学
「
経
営
」
の
視
点
、
及
び
「
協
働
」
の
視
点
を
明
確
に
打
ち
出
し
て
い
る
。

国
際
競
争
の
時
代
に
大
学
に
は
「
指
導
」
機
能
の
強
化
、「
経
営
」
構
造
の
現
代
化
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
経
営
の
し
ろ
う
と
に
よ
る
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合
議
的
運
営
で
は
太
刀
打
ち
で
き
な
い
、
と
言
う
の
で
あ
る
。

ラ
ン
ト
大
学
委
員
会
の
大
学
発
展
計
画
へ
の
関
与
は
、
専
ら
補
助
的
な
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
、
そ
の
関
与
は
、
個
々
の
大
学
を
横

断
す
る
共
通
の
側
面
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
学
長
選
考
に
つ
い
て
の
、
こ
の
委
員
会
の
提
案
権
は
命
令
的
な
も
の
で
な
く
、「
協
働
的
」

な
も
の
で
あ
る
。

同
様
に
、
専
門
領
域
の
執
行
部
の
選
任
に
つ
い
て
も
「
協
働
」
の
視
点
が
強
調
さ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
専
門
領
域
は
自
治
団
体

と
し
て
の
大
学
の
一
部
で
あ
り
、
故
に
、
学
部
長
は
大
学
全
体
に
対
し
て
も
責
任
が
あ
る
。
こ
う
し
て
、
学
長
の
提
案
に
基
づ
き
、
最

終
的
に
は
専
門
領
域
委
員
会
の
同
意
の
下
に
学
部
長
が
選
任
さ
れ
る
仕
組
み
が
正
当
化
さ
れ
る
。

大
学
学
長
会
議
の
見
解
で
は
、
資
金
配
分
の
基
礎
デ
ー
タ
と
し
て
の
「
研
究
」
評
価
の
仕
組
み
は
、
非
合
理
的
で
も
学
問
外
在
的
な

も
の
で
も
な
い
。「
教
授
」
評
価
に
つ
い
て
の
法
律
の
手
続
は
、
既
に
定
着
し
つ
つ
あ
る
も
の
で
標
準
的
な
も
の
で
あ
る
。

�

ラ
ン
ト
大
学
委
員
会
の
委
員
の
資
格
要
件
が
該
法
律
で
規
定
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
任
用
手
続
の
側
面
か
ら
の
補
完
に
よ
っ
て

十
分
に
民
主
的
に
正
当
化
さ
れ
て
い
る
、
と
言
う
の
は
教
育
・
学
問
組
合
で
あ
る
。
言
わ
ゆ
る
「
民
主
的
正
（
２
）

当
化
」
と
い
う
ト
ポ
ス
に

言
及
す
る
の
で
あ
る
。

学
長
の
任
用
そ
れ
自
体
は
、
学
問
に
と
っ
て
何
ら
重
要
な
事
柄
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
の
任
用
プ
ロ
セ
ス
に
ラ
ン
ト
大
学
委
員
会

が
介
在
す
る
こ
と
で
、
ラ
ン
ト＝

国
か
ら
の
直
接
的
影
響
が
弱
め
ら
れ
る
。
決
定
的
な
の
は
、
大
学
評
議
会
に
包
括
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

権
限
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

教
育
・
学
問
組
合
も
ま
た
、
上
記
�
�
と
同
様
に
、
以
下
の
如
く
「
経
営
」「
協
働
」
の
視
点
を
強
調
す
る
―
―
。
大
学
「
経
営
」

の
た
め
に
は
、
合
議
制
か
ら
独
任
制
へ
の
重
心
移
動
が
許
容
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
執
行
部
の
構
成
が
、
外
部
者
の
関
与
を
排
し
て
専
ら

大
学
内
部
の
者
だ
け
で
決
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
は
、
基
本
法
５
条
３
項
か
ら
は
読
み
取
れ
な
い
。
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ま
た
、
該
組
合
の
見
解
で
は
、
専
門
領
域
指
導
部
の
選
任
に
つ
い
て
の
大
学
指
導
部
の
提
案
権
に
も
、
何
ら
憲
法
上
の
問
題
は
生
じ

な
い
。
む
し
ろ
、
大
学
と
専
門
領
域
と
の
「
協
働
」
関
係
は
、
こ
の
度
の
法
律
の
新
し
い
規
定
に
よ
っ
て
、
よ
り
一
層
、
順
滑
な
も
の

に
な
る
で
あ
ろ
う
、
と
述
べ
る
。
こ
れ
は
、
上
記
�
の
見
解
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。

次
に
、
専
門
領
域
指
導
部
の
権
限
に
は
、
確
か
に
、
学
問
に
と
っ
て
重
大
な
事
項
が
含
ま
れ
て
い
る
。
だ
が
、
指
導
部
は
該
専
門
領

域
に
属
す
る
教
授
の
な
か
か
ら
選
ば
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
で
帳
尻
が
合
わ
さ
れ
て
い
る
（
�
と
同
旨
。）

ま
た
、
大
学
指
導
部
の
調
整
権
限
は
、
典
型
的
に
、
各
専
門
領
域
を
横
断
す
る
と
こ
ろ
の
「
経
営
」
的
な
任
務
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

伝
統
的
な
合
議
制
原
理
に
固
執
し
て
い
て
は
果
た
せ
な
い
任
務
で
あ
る
（
�
と
同
旨
。）

右
に
見
た
様
に
、
該
組
合
の
見
解
は
、
上
記
�
�
に
同
調
す
る
と
こ
ろ
少
な
く
な
い
が
、
最
後
に
、
該
組
合
に
特
徴
的
な
主
張
と
し

て
、
二
点
、
挙
げ
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
件
の
法
律
が
定
め
る
大
学
指
導
部
の
評
価
権
限
に
つ
い
て
は
、「
憲
法
適
合
的
解
釈
」
が
な

さ
れ
る
べ
き
だ
、
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
学
術
的
探
究
の
結
果
に
つ
い
て
の
評
価
で
は
な
く
て
―
―
も
し
、
そ
れ
な
ら
ば
、

か
か
る
権
限
は
違
憲
で
あ
る
―
―
、「
学
問
的
共
同
体
」scientific

com
m
unity

に
お
け
る
生
産
性
・
受
容
性
に
つ
い
て
の
評
価
な
の

で
あ
る
。

第
二
、
各
専
門
領
域
全
て
か
ら
大
学
評
議
会
に
代
表
が
出
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
は
、
ボ
ン
基
本
法
か
ら
は
導
き
出
さ
れ
な
い
、

と
い
う
主
張
で
あ
る
。
評
議
会
で
問
わ
れ
る
の
は
、
学
問
専
門
的
な
学
識
で
は
な
く
、
学
問
「
政
策
」
上
の
学
識
だ
か
ら
、
と
言
う
の

で
あ
る
。

以
上
、
�
�
�
は
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
大
学
法
を
合
憲
と
す
る
立
場
か
ら
の
見
解
で
あ
る
。
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
若
干
の
違
い
あ
る
も
の

の
、
ど
の
立
場
で
も
大
学
「
経
営
」
の
視
点
、
国
と
大
学
、
大
学
全
体
と
各
部
門
と
の
関
係
を
「
協
働
」
関
係
と
見
る
視
点
が
強
調
さ

れ
て
い
る
の
が
耳
目
を
引
く
で
あ
ろ
う
。
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�

こ
れ
に
対
し
、
本
件
異
議
申
し
立
て
人
の
主
張
を
支
持
す
る
意
見
が
、
と
り
わ
け
ド
イ
ツ
大
学
連
盟
に
よ
り
表
明
さ
れ
て
い
る

（
尚
、
�
大
学
教
員
連
盟
か
ら
は
実
質
的
に
、
異
議
申
し
立
て
人
に
与
す
る
と
い
う
短
い
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。）

ド
イ
ツ
大
学
連
盟
の
意
見
で
は
、
本
件
法
律
で
の
資
金
・
ポ
ス
ト
配
分
規
定
に
つ
い
て
は
、
組
織
の
定
め
方
と
の
関
係
か
ら
し
て
既

に
、
基
本
権
へ
の
危
険
性
が
認
識
さ
れ
る
。
こ
の
法
律
に
よ
っ
て
大
学
自
治
は
外
見
的
に
の
み
強
化
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
実
は
、
大
学

は
被
後
見
人
に
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

上
記
�
�
�
に
対
し
、
当
連
盟
に
よ
れ
ば
、
大
学
は
一
般
企
業
と
同
視
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
教
授
資
格
の
付
与
・
資
金
配
分
な
ど
、

直
接
に
研
究
・
教
授
に
関
わ
る
事
柄
に
つ
い
て
、
大
学
指
導
部
は
「
学
問
」
に
対
し
て
こ
そ
責
任
を
負
う
べ
き
で
、「
経
営
」
に
対
し

て
責
任
を
負
う
べ
き
で
は
な
い
。

当
連
盟
の
見
解
で
は
、
大
学
評
議
会
の
関
与
か
ら
学
長
を
（
従
来
よ
り
も
）
大
幅
に
解
放
す
る
こ
と
は
憲
法
違
反
で
あ
り
、
ま
た
、

こ
の
法
律
の
下
で
は
、
評
議
会
に
は
十
分
な
決
定
権
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
と
り
わ
け
問
題
な
の
は
、
研
究
・
教
授
の
評
価
に
関
す

る
学
長
の
権
限
で
あ
る
。
評
価
の
基
準
が
、
法
律
に
は
欠
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

当
連
盟
は
ま
た
、
全
て
の
専
門
領
域
か
ら
評
議
会
に
代
表
が
出
さ
れ
て
い
る
の
で
な
く
、
全
体
で
た
っ
た
６
人
の
教
授
が
評
議
員
と

な
る
に
過
ぎ
な
い
こ
と
の
不
十
分
さ
を
批
難
し
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
前
記
�
の
主
張
と
好
対
照
を
成
し
て
い
る
。

以
上
、
�
の
見
解
は
―
―
恐
ら
く
�
も
―
―
、
大
学
自
治
は
教
授
団
を
中
心
と
す
る
合
議
的
仕
組
み
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
べ
き
で
あ

り
、
か
か
る
組
織
の
裏
打
ち
に
よ
っ
て
研
究
・
教
授
の
自
由
が
確
保
さ
れ
る
べ
き
だ
、
と
言
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
言
わ
ば
、

「
ド
イ
ツ
の
大
学
」に
と
っ
て
通
奏
低
音
と
し
て
響
く
伝
統
的
な
見
解
で
あ
ろ
う
。
こ
の
考
え
方
は
既
に
、
一
九
七
〇
年
代
の「
グ
ル
ー

プ
大
学
」
の
定
着
に
よ
っ
て
相
当
に
動
揺
し
た
が
、
今
日
の
大
学
を
巻
き
込
む
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
、
ド
イ
ツ
社
会

の
変
容
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
一
層
、
試
さ
れ
続
け
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

（
一
四
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�

ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
の
結
論
と
し
て
は
、
申
し
立
て
の
一
部
に
つ
き
適
法
だ
が
理
由
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
一
部
に
つ

い
て
は
不
適
法
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
本
決
定
の
理
由
づ
け
を
次
に
見
て
、
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
加
え
た
い
。

�

ま
ず
、
大
学
評
議
会
の
構
成
に
つ
い
て
の
異
議
申
し
立
て
は
不
適
法
と
し
て
斥
け
ら
れ
て
い
る
。
基
本
法
５
条
３
項
の
基
本
権

の
実
効
的
保
障
の
た
め
に
は
、
確
か
に
、
適
切
な
組
織
的
対
処
が
必
要
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
憲
法
裁
に
よ
れ
ば
、
特
定
の
組
織
形
態

の
採
用
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
（E

35,
79

（116

）.

）
全
て
の
専
門
領
域
が
評
議
会
に
代
表
さ
れ
て
い
な
く
と
も
、
そ
の

こ
と
で
学
問
の
自
由
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
つ
ま
り
、
基
本
法
５
条
３
項
は
、
各
専
門
領
域
が
評
議
会
に
代
表

を
出
す
こ
と
を
「
保
障
し
な
い
。」

�

今
回
の
法
改
正
で
導
入
さ
れ
た
「
研
究
、
教
授
」
の
評
価
及
び
資
金
配
分
も
ま
た
、「
学
問
に
と
っ
て
重
要
な
」
事
柄
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
こ
の
点
に
関
す
る
憲
法
異
議
は
許
容
さ
れ
る
。
し
か
し
、
以
下
の
通
り
、
そ
れ
に
は
理
由
が
な
い
。
問
題
の
諸
規
定
は
、
基

本
法
５
条
３
項
の
保
障
す
る
「
学
問
の
自
由
」
と
両
立
し
う
る
。

本
件
で
も
、
既
に
引
用
さ
れ
た
大
学
（
３
）

判
決
（E

35,79
）
以
来
の
判
例
法
理
が
定
石
と
し
て
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
―
―
。
ま
ず
、
基

本
法
５
条
３
項
に
は
、
個
人
の
自
由
権
と
と
も
に
「
学
問
、
研
究
、
教
授
と
国
」
の
関
係
を
規
律
す
る
客
観
的
原
理
規
範
が
含
ま
れ
、

さ
ら
に
、
文
化
国
家
と
し
て
の
国
の
側
か
ら
の
請
け
合
い
（E

35,79

（114

））
が
含
ま
れ
て
い
る
。

さ
て
、
国
に
は
そ
の
た
め
の
組
織
法
上
の
対
処
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
基
本
権
担
い
手
の
個
人
の
側
か
ら
言
う
と
、
右
の
価
値
決
定

＝

原
理
規
範
か
ら
、
自
由
領
域
を
守
る
た
め
の
組
織
法
的
対
処
を
国
に
求
め
る
権
利
が
生
ず
る
。（E

35,79

（116

）.

）
但
し
、「
こ
の

自
由
領
域
は
単
に
学
者
個
人
の
発
展
の
た
め
で
な
く
、
個
人
及
び
社
会
の
福
祉
に
仕
え
る
学
問
の
た
め
」
の
も
の
で
も
あ
る
。（E

47,

327

（370

）.

）「
学
問
と
は
、
自
立
的
責
任
に
お
い
て
営
ま
れ
る
、
原
則
と
し
て
他
律
か
ら
自
由
な
領
域
」
で
あ
る
。「
社
会
的
有
用
性

と
か
政
治
的
合
目
的
性
か
ら
自
由
な
学
問
こ
そ
が
、
結
局
は
、
国
と
社
会
に
奉
仕
す
る
。」（E

47,
327

（370

）.

）
こ
う
し
た
判
例
法
理
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を
踏
ま
え
て
、
本
件
で
の
連
邦
憲
法
裁
は
、
ボ
ン
基
本
法
５
条
３
項
に
よ
っ
て
、
単
に
国
の
命
令
・
禁
止
か
ら
の
自
由
だ
け
で
な
く
、

学
問
に
た
ず
さ
わ
る
者
に
公
け
の
資
源
・
学
問
的
営
み
の
組
織
に
参
加
す
る
こ
と
も
保
障
さ
れ
て
い
る
、
と
す
る
。

し
か
し
、
学
問
的
営
み
へ
の
参
加
は
自
己
目
的
で
は
な
い
。
そ
れ
は
「
学
問
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
決
定
か
ら
の
保
護
に
仕
え
る
も
の

で
あ
り
、
よ
っ
て
、
そ
れ
に
必
要
な
範
囲
で
の
み
保
障
さ
れ
て
い
る
。」
だ
か
ら
、
こ
の
参
加
の
保
障
は
「
研
究
し
、
教
授
す
る
自
ら

の
自
由
を
危
険
に
さ
ら
し
う
る
大
学
組
織
上
の
決
定
」
に
限
定
さ
れ
る
。（E

35,
79

（116f.,
127f.

））
こ
う
し
て
、
連
邦
憲
法
裁
に
よ

れ
ば
、
教
授
・
研
究
の
自
由
を
十
全
に
保
障
す
る
と
い
う
条
件
の
下
に
、
立
法
者
は
、
学
問
に
従
事
す
る
者
が
大
学
組
織
の
決
定
に
参

加
す
る
態
様
を
自
由
に
形
成
し
う
る
。
そ
の
態
様
は
多
様
に
あ
り
え
て
、「
自
治
」
の
伝
統
的
な
形
態
に
拘
束
さ
れ
な
い
。
大
学
外
部

の
人
々
の
関
与
も
、
当
然
に
許
容
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
、
申
し
立
て
ら
れ
た
諸
規
定
は
尚
も
、
合
憲
で
あ
る
、
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

�

大
学
及
び
専
門
領
域
両
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
独
任
制
原
理
へ
の
重
点
移
動
は
、
学
問
の
自
由
を
「
構
造
的
に
」
危
険
に
さ
ら
し
て
は

い
な
い
。
大
学
自
治
の
た
め
に
は
独
任
制
よ
り
も
合
議
制
が
優
先
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
考
え
方
は
、
基
本
法
５
条
３
項
か
ら
観
取
さ

れ
え
な
い
。
た
と
え
、
そ
れ
が
学
問
的
に
重
要
な
事
項
で
あ
っ
て
も
、
内
容
的
に
限
定
さ
れ
、
学
問
の
自
由
へ
の
「
構
造
的
」
危
険
が

生
じ
な
い
よ
う
に
組
織
的
な
安
全
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
限
り
、
独
任
的
指
導
機
関
が
決
定
す
る
こ
と
も
許
さ
れ
る
。
本
件
で
は
そ
う

で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
以
下
、
�
〜
�
３
点
に
わ
た
り
説
示
さ
れ
て
い
る
。

�

本
件
で
は
、
独
任
制
原
理
へ
の
重
心
移
動
だ
と
言
っ
て
も
、
様
々
の
レ
ヴ
ェ
ル
の
同
意
・
了
解
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

た
め
「
教
授
、
研
究
の
自
由
」
は
侵
害
さ
れ
な
い
様
に
な
っ
て
い
る
。

�

専
門
領
域
の
執
行
部
の
補
充
的
権
限
（
ラ
ン
ト
大
学
法
７３
条
２
項
）
も
構
造
的
な
危
険
と
は
な
ら
な
い
。
専
門
領
域
委
員
会
の

権
限
に
よ
り
制
約
さ
れ
て
い
る
し
（
同
７４
条
１
項
）、
内
容
的
に
も
制
約
さ
れ
て
い
る
（
同
４
条
１
項
、
２
項
。）

�

大
学
指
導
部
に
よ
る
教
授
資
格
の
付
与
、
専
門
領
域
指
導
部
に
よ
る
教
授
任
務
の
付
与
は
、
学�

部�

の�

学
問
の
自
由
に
適
合
す
る
。

（
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学
部
の
合
議
制
機
関
に
は
、
情
報
・
監
督
・
解
任
の
権
限
を
通
じ
て
、
学
問
活
動
を
阻
害
す
る
決
定
を
阻
止
す
る
に
十
分
な
力
が
与
え

ら
れ
て
い
る
。

�

「
評
価
」
を
考
慮
し
て
資
金
配
分
す
る
指
導
機
関
の
権
限
（
ラ
ン
ト
大
学
法
６５
条
１
項
�
Nr.
４
、
５
、
７３
条
３
項
�
）
も
、
憲�

法�

適�

合�

解�

釈�

に
よ
り
基
本
法
５
条
３
項
に
適
合
す
る
。
上
記
�
の
�
が
、
こ
の
権
限
に
関
し
て
同
様
に
「
憲
法
適
合
解
釈
」
の
手
法
を

提
示
し
て
い
た
が
、
以
下
、
こ
の
文
脈
で
連
邦
憲
法
裁
の
言
う
、
そ
の
手
法
に
少
々
、
踏
み
込
ん
で
み
た
い
。

�

ま
ず
、
評
価
の
基
準
は
、
学
問
本
来
の
あ
り
方
を
―
―
つ
ま
り
、
単
な
る
社
会
的
有
用
性
や
政
治
的
合
目
性
の
観
点
で
は
な
く

―
―
十
分
に
顧
慮
し
た
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
勿
論
、
こ
の
基
準
が
大
学
内
在
的
に
設
定
さ
れ
る
場
合
に
も
、
こ
の
要
請
が
な

い
が
し
ろ
に
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
こ
の
基
準
が
大
学
外
在
的
に
設
定
さ
れ
る
場
合
に
は
、
学
問
本
来
の
目
的
が
無
視

さ
れ
る
恐
れ
が
一
段
と
高
ま
る
。
と
く
に
、
こ
の
評
価
結
果
に
よ
り
公
的
資
金
の
配
分
が
左
右
さ
れ
る
時
に
は
、
こ
の
基
準
が
と
て
も

重
大
な
意
味
を
も
つ
。

し
か
し
、
憲
法
裁
の
見
解
で
は
、
学
問
的
優
劣
の
評
価
、
そ
し
て
そ
の
評
価
に
則
る
資
金
配
分
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
と
は
、
基
本
法

５
条
３
項
か
ら
は
読
み
取
れ
な
い
。
業
績
が
学
問
的
に
適
切
に
評
価
さ
れ
、
資
金
配
分
が
合
理
的
・
実
効
的
に
な
さ
れ
る
限
り
、
憲
法

上
の
問
題
は
な
い
。

�

か
く
し
て
、
憲
法
裁
の
見
解
で
は
、
学
問
的
に
適
切
な
基
準
が
設
定
さ
れ
る
に
は
、
学
問
す
る
者
の
代
表
者
が
参
加
し
う
る
こ

と
、
そ
の
際
、
該
基
準
が
学
問
分
野
毎
に
異
な
り
う
る
こ
と
―
―
む
し
ろ
、
異
な
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
―
―
が
重
要
で
あ

る
（
例
え
ば
基
礎
研
究
な
の
か
、
そ
れ
と
も
成
果
が
割
合
に
早
期
に
見
込
め
る
分
野
な
の
か
、
な
ど
。）

ま
た
、
第
三
者
資
金D

rittm
ittel

―
―
つ
ま
り
、
国
以
外
か
ら
の
外
部
資
金
の
取
得
額
を
該
評
価
の
唯
一
の
基
準
と
し
て
採
用
す
る

こ
と
は
、
適
切
で
な
い
。
仮
に
、
そ
れ
が
基
準
の
一
つ
と
な
り
う
る
と
し
て
も
、
そ
れ
が
「
委
託
」
（
４
）

研
究
、
結
果
志
向
的
な
研
究
へ
と
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刺
激
す
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

�

問
題
の
法
律
に
は
、「
教
授
」
に
つ
い
て
も
「
研
究
」
に
つ
い
て
も
、
具
体
的
な
評
価
基
準
が
明
定
さ
れ
て
は
い
な
い
。「
教
授
」

に
つ
い
て
は
評
価
の
目
的
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
（
ラ
ン
ト
大
学
法
７
条
１
項
�
�
）、「
研
究
」
に
関
し
て
は
、
そ
の
自
由
が
侵

害
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
（
同
４
条
２
項
�
。）
こ
う
し
て
見
る
と
、
立
法
者
は
、
そ
の

裁
量
の
枠
内
で
一
つ
の
モ
デ
ル
を
提
示
し
て
、
そ
の
様
な
基
準
が
大
学
内
部
の
プ
ロ
セ
ス
で
形
成
さ
れ
る
べ
く
促
す
こ
と
が
で
き
る
。

件
の
法
律
は
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
に
つ
き
規
定
し
て
い
る
。
も
し
、
こ
の
こ
と
で
学
問
の
自
由
へ
の
危
険
が
生
じ
る
場
合
に
は
、
立
法
者

に
は
こ
の
法
律
に
つ
い
て
「
観
察
―
改
良
」
の
義
務
が
あ
る
、
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。

	

次
に
、
評
価
結
果
に
資
金
配
分
が
依
存
す
る
仕
組
み
（
権
限
配
分
）
が
大
き
な
争
点
と
な
る
。

�aa
指
導
機
関
の
権
限
行
使
に
は
、
幾
重
に
も
制
約
が
か
か
っ
て
い
る
。
構
造
発
展
計
画
に
つ
い
て
は
専
門
領
域
委
員
会
が
議
決
し

（
ラ
ン
ト
大
学
法
７４
条
１
項
Nr.
２
）、
大
学
発
展
計
画
に
つ
い
て
は
評
議
会
が
議
決
す
る
（
同
６７
条
１
項
Nr.
３
）。
さ
ら
に
、
評
議
会
に

は
予
算
計
画
案
に
対
し
意
見
を
述
べ
る
権
限
が
あ
り（
同
６７
条
２
項
�
Nr.
２
）、
こ
れ
ら
合
議
制
機
関
に
は
こ
う
し
た
関
連
で
の
情
報
・

監
視
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
権
限
も
あ
る
。

�bb

さ
ら
に
「
研
究
の
自
由
」
保
障
か
ら
の
制
約
（
ラ
ン
ト
大
学
法
４
条
２
項
）
が
あ
る
。
と
り
わ
け
基
礎
研
究
に
対
し
「
基
礎
資

金
」
が
留
保
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
資
金
配
分
に
つ
い
て
は
学�

問�

的�

な�

研�

究�

・
教�

授�

を
可
能
と
す
る
だ
け
の
人
的
・
物
的
資
源
が

与
え
ら
れ
る
べ
く
仕
組
ま
れ
て
お
り
、
憲
法
上
の
疑
義
は
な
い
。

�

大
学
指
導
機
関
の
組
織
も
、
ボ
ン
基
本
法
５
条
３
項
に
適
合
す
る
。
そ
れ
は
、
自
治
任
務
だ
け
で
な
く
、
ラ
ン
ト＝

国
の
任
務

を
も
担
う
の
で
、
そ
の
組
織
の
あ
り
方
も
大
学
と
国
と
の
共
同
事
項
で
あ
る
。
評
議
会
の
選
ん
だ
候
補
者
に
つ
い
て
、
ラ
ン
ト
の
担
当

大
臣
が
選
任
す
る
（
ラ
ン
ト
大
学
法
６５
条
２
項
�
。）
大
学
指
導
部
の
下
す
諸
決
定
の
重
さ
を
考
え
る
と
、
こ
の
選
考
過
程
は
学
問
に

（
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と
っ
て
重
大
な
意
味
を
も
つ
。
そ
こ
で
、
こ
の
過
程
に
お
い
て
、
学
問
の
自
由
の
担
い
手
に
十
分
な
影
響
力
が
与
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な

い
。�

大
学
指
導
機
関
の
選
任
に
つ
い
て
の
ラ
ン
ト
大
学
委
員
会
の
提
案
権
（
同
６３
条
２
項
Nr.
４
）
は
、
基
本
法
５
条
３
項
を
侵
犯
し

な
い
。

ま
ず
、
ラ
ン
ト
大
学
委
員
会
の
委
員
は
、
担
当
大
臣
の
提
案
に
基
づ
き
、
大
学
か
ら
の
聴
取
の
後
、
首
相
が
ラ
ン
ト
議
会
の
担
当
委

員
会
と
協
力
し
て
、
決
定
す
る
（
同
６３
条
５
項
�
。）
ラ
ン
ト
大
学
委
員
会
の
任
務
は
（
同
６３
条
２
項
）
圧
倒
的
に
助
言
的
・
勧
告
的

な
も
の
で
あ
る
。
但
し
、
大
学
指
導
部
の
選
任
に
関
す
る
提
案
権
は
、
こ
の
水
準
を
超
え
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
手
続

的
に
も
内
容
的
に
も
、
ラ
ン
ト
と
大
学
と
の
共
同
で
の
選
任
行
為
の
な
か
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
。
と
言
う
の
も
、
手
続
的
に
は
、
提

案
に
際
し
評
議
会
の
了
承
を
要
し
（
同
６３
条
２
項
Nr.
４
）、
内
容
的
に
は
基
本
法
３３
条
２
項
（
適
性
・
能
力
・
専
門
に
応
じ
て
、
公
職

へ
の
平
等
）
及
び
ラ
ン
ト
大
学
法
６５
条
３
項
�
（
学
長
の
資
格
）
に
拘
束
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

�

大
学
指
導
部
の
選
任
に
つ
き
ラ
ン
ト
大
学
委
員
会
と
大
学
評
議
会
と
の
間
に
摩
擦
が
発
生
し
う
る
こ
と
は
、
学
問
の
自
由
に
対

す
る
「
構
造
的
」
な
危
機
を
意
味
し
な
い
。
学
問
の
自
由
は
確
か
に
、
大
学
が
円
滑
に
運
営
さ
れ
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
だ
が
、
単
に
、

か
よ
う
な
摩
擦
と
膠
着
状
態
が
抽
象
的
に
発
生
し
う
る
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
大
学
の
良
好
な
運
営
に
と
っ
て
の
危
険
を
意
味
し

な
い
。

�

最
後
に
、
専
門
領
域
指
導
部
の
選
任
に
つ
い
て
の
大
学
指
導
部
の
提
案
権
（
ラ
ン
ト
大
学
法
７３
条
１
項
�
）
は
、
学
問
の
自
由

と
両
立
す
る
。
学
問
の
自
由
か
ら
は
、
自
ら
の
指
導
機
関
を
決
定
す
る
専
門
領
域
の
権
利
は
導
か
れ
な
い
。
専
門
領
域
は
た
だ
に
「
教

授
と
研
究
と
の
基
本
単
位
」
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
大
学
の
一
部
で
も
あ
り
、
か
く
し
て
、
専
門
領
域
指
導
部
は
大
学
に
対
し
て
も

責
任
を
負
う
。

３４０ 駿河台法学 第２６巻第１号（２０１２）
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�

本
決
定
に
つ
い
て
は
様
々
の
論
評
が
な
さ
れ
て
い
る
。
何
よ
り
も
、
大
学
組
織
に
つ
い
て
の
立
法
裁
量
論
の
件
り
が
焦
点
と

な
っ
て
い
る
感
が
あ
る
。

ま
ず
、「
学
問
に
ふ
さ
わ
し
い
」
大
学
組
織
と
い
う
問
題
（
上
述
１
�
�
）
に
つ
き
、
憲
法
裁
の
説
示
に
対
し
て
、
む
し
ろ
基
本
的

自
由
を
尊
重
・
保
護
す
る
こ
と
こ
そ
が
そ
れ
な
の
だ
、
と
い
う
批
判
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
Ｍ
・
ル
フ
ェ
ル
ト
に
よ
れ
ば
、
本
決
定
は

基
本
権
の
客
観
的
次
元
を
優
位
さ
せ
る
こ
と
で
学
問
自
由
の
主
観
的
側
面
を
お
ざ
な
り
に
し
て
し
ま
っ
た
。
ル
フ
ェ
ル
ト
の
こ
の
批
判

は
、
主
観
的
自
由
の
側
面
を
正
当
に
顧
慮
す
る
こ
と
で
こ
そ
、
立
法
者
は
、
学
問
の
自
由
、
つ
ま
り
自
由
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
る
学
問
と
い
う
営
み
を
可
能
な
ら
し
め
る
べ
き
な
の
だ
、
と
言
う
の
で
あ
（
５
）

ろ
う
。
基
本
権
の
客
観
的
次
元
と
主
観
的
次
元
と
の
関
係

如
何
と
い
う
戦
後
ド
イ
ツ
憲
法
学
の
主
題
に
触
れ
る
も
の
で
あ
る
。

憲
法
裁
の
本
決
定
の
場
合
、
大
学
組
織
の
あ
り
方
は
立
法
裁
量
で
あ
る
か
ら
、「
学
問
に
ふ
さ
わ
し
く
な�

い�

」（
１
�
�
）
と
判
断
さ

れ
な
い
限
り
違
憲
と
は
断
言
で
き
な
い
わ
け
で
、
ル
フ
ェ
ル
ト
の
見
解
と
は
径
庭
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、「
学
問
の
自
由
に
と
っ
て
の
構
造
的
な
危
険
」（
１
�
�
）
と
い
う
基
準
に
つ
い
て
、
憲
法
裁
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
密
度
を
切
り

下
げ
た
。
か
か
る
、
漠
然
た
る
定
式
を
採
用
し
た
点
に
、
憲
法
裁
の
自
己
抑
制
的
態
度
を
指
摘
す
る
見
解
も
提
示
さ
れ
て
（
６
）

い
る
。

概
し
て
、
本
決
定
に
は
、
批
判
的
言
辞
が
後
を
断
た
な
い
。
し
か
し
、
部
分
的
・
限
定
的
に
せ
よ
、
肯
定
的
な
評
価
も
見
ら
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
例
え
ば
、
大
学
・
学
部
等
の
自
治
に
は
個
人
の
主
観
的
権
利
に
は
解
消
し
切
れ
な
い
独�

自�

の�

次�

元�

―
―
そ
れ
故
、
前
者

は
後
者
を
た
だ
補
完
す
る
だ
け
で
は
な
い
―
―
が
あ
る
と
い
う
見
地
か
ら
、
こ
の
決
定
は
、「
新
・
公
共
経
営
論
」
へ
の
距
離
を
保
っ

た
と
い
う
評
価
も
見
ら
れ
る
。
Ｍ.

―

Ｅ.

ガ
イ
ス
は
、
こ
の
決
定
で
は
、
大
学
「
指
導
」
の
権
限
行
使
に
よ
っ
て
学
問
自
由
へ
の
「
構

造
的
危
険
」
が
生
ず
る
よ
う
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
釘
が
刺
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
重
視
（
７
）

す
る
。

さ
ら
に
、
ガ
イ
ス
に
よ
れ
ば
、
本
決
定
の
第
三
者
資
金
に
つ
い
て
の
件
り
（
１
�
�
�
）
は
、
近
年
ド
イ
ツ
の
大
学
政
策
が
そ
の
取

（
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得
高
を
も
っ
て
研
究
の
卓
越
さ
の
指
標
と
し
て
い
る
こ
と
に
照
ら
す
と
、
と
て
も
画
期
的
な
説
示
で
（
８
）

あ
る
、
と
さ
れ
る
。
本
決
定
で
は
、

こ
の
指
標
を
圧
倒
的
な
基
準
と
す
る
こ
と
に
歯
止
め
が
か
け
ら
れ
た
、
と
受
け
と
め
る
わ
け
で
あ
る
。
総
じ
て
、
業
績
評
価
が
十
分
に

「
学
問
に
ふ
さ
わ
し
く
」
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
故
に
、
そ
の
基
準
設
定
に
は
専
門
の
学
者
（
教
員
）
の
適
切
な
参
加
が
必
要
で
あ

る
こ
と
の
指
摘
は
重
要
で
あ
る
、
と
い
う
受
け
と
り
方
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
以
上
、
簡
単
に
両
論
併
記
的
に
、
代
表
的
な
評
価
を
挙
げ
る
に
と
ど
め
る
。

注（
１
）

W
.K
ahl,A

öR
2005,S.255.

（
２
）

本
稿
で
は
、「
大
学
」
に
お
け
る
民
主
的
正
当
化
と
い
う
論
点
に
は
深
入
り
し
な
い
。
尚
、
国
権
行
使
一
般
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
民
主
的
正
当

化
論
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
自
由
国
家
の
法
理
と
、
Ｅ.

―

Ｗ.

ベ
ッ
ケ
ン
フ
ェ
ル
デ
の
憲
法
学
」（
高
岡
法
学
１２
巻
１
号
）
１７
頁
以
下
（
６５
頁

以
下
。）

（
３
）

こ
の
判
決
に
つ
い
て
は
、
参
照
、
阿
部
照
哉
「
学
問
の
自
由
と
大
学
の
自
治
」、
ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
会
編
・
ド
イ
ツ
の
憲
法
判
例
、

所
収
。

（
４
）
「
委
託
」
研
究
が
、
ボ
ン
基
本
法
５
条
３
項
の
下
に
「
保
障
さ
れ
る
」
と
言
い
切
れ
る
か
は
、
学
説
で
は
分
か
れ
よ
う
が
、
原
則
的
な
肯

定
例
と
し
て
、C

h.Starck,a.a.O
.,R
n.355,R

.Scholz,a.a.O
.,R
n.98,M

.F
ehling,a.a.O

.,R
n.81.

（
５
）

M
.R
uffert,V

V
D
St R
L
,B
d.65,2006,S.178,173.

（
６
）

W
.K
ahl,a.a.O

.,S.252,260.

（
７
）

M
.

―E
.G
eis,D

ie
V
erw
altung

2008,S.77ff.

（92f.

）

（
８
）

こ
の
件
り
に
注
意
を
喚
起
す
る
点
で
は
、
Ｆ
・
フ
ー
フ
ェ
ン
も
同
旨
で
あ
る
。
但
し
、
フ
ー
フ
ェ
ン
の
見
地
は
、
連
邦
憲
法
裁
の
当
決

３３８ 駿河台法学 第２６巻第１号（２０１２）
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定
が
右
の
説
示
を
し
な
が
ら
、
侵
害
を
認
め
な
か
っ
た
の
は
、
実
際
上
は
無
制
限
の
立
法
裁
量
を
認
め
た
か
ら
な
の
だ
、
と
い
う
批
判
的
な

視
点
か
ら
の
も
の
で
あ
る
。F

.H
ufen,JuS

2005,S.642ff.

（646.

）

２

ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
法
決
定
（E

127,87

）＝

’１０
・
７
・
２０
連
邦
憲
法
裁
第
一
法
廷
決
定

�

右
１
で
と
り
あ
げ
た
裁
判
例
と
同
様
、
こ
の
決
定
も
、
近
年
の
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
プ
ロ
セ
ス
へ
の
ド
イ
ツ
的
対
応
の
憲
法
的
是
非

が
問
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
件
で
も
、
法
改
正
に
よ
る
大
学
組
織
の
新
し
い
あ
り
方
が
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
さ
れ
、
そ
の
こ
と
が
教

授
の
自
由
、
研
究
の
自
由
に
及
ぼ
す
影
響
如
何
が
問
い
質
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

本
件
憲
法
異
議
事
件
の
事
案
は
次
の
如
く
で
あ
る
―
―
異
議
申
し
立
て
ら
れ
た
の
は
、
ハ
ル
ブ
ル
ク
大
学
法
の
、
と
り
わ
け
９０
条
、

９１
条
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
学
部
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
諸
機
関
の
内
部
関
係
に
つ
い
て
の
規
定
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
前
示
１
の
ブ
ラ
ン
デ
ン

ブ
ル
ク
大
学
法
事
件
と
は
問
題
位
相
の
異
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
法
９０
条
は
、
学
（
１
）

部
長
の
法
的
地
位
と
任
務
に
つ
い

て
の
、
同
９１
条
は
、
学
部
委
員
会
の
法
的
地
位
と
任
務
に
つ
い
て
の
規
定
で
あ
る
。

既
に
こ
れ
ま
で
数
次
に
わ
た
る
改
正
で
、
学
部
委
員
会
の
地
位
は
弱
め
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
２
０
０
３
年
の
改
正
で
、
学
部
長

を
大
学
の
構
成
員
の
な
か
か
ら
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
（
ラ
ン
ト
大
学
法
９１
条
２
項
�
。）
さ
ら
に
、
学
部
長
を
選
任
す

る
の
は
学
長
と
さ
れ
、
学
部
委
員
会
は
た
だ
そ
れ
を
承
認
す
る
だ
け
と
な
っ
た
。
も
し
、
学
長
と
学
部
委
員
会
と
の
間
で
、
こ
の
点
の

折
り
合
い
が
つ
か
な
い
場
合
に
は
、
大
学
理
事
会
が
決
定
す
る
。
こ
の
機
関
も
、
こ
の
時
の
改
正
で
新
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
学
長
は
、
学
部
委
員
会
か
ら
の
聴
取
に
よ
り
学
部
長
部
局
の
構
成
員
を
解
任
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

教
員
の
任
用
手
続
も
改
正
さ
れ
た
。
以
前
は
、
学
部
委
員
会
が
任
用
提
案
を
す
る
の
だ
っ
た
が
、
今
や
、
大
学
に
設
置
さ
れ
た
「
任

（
二
二
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用
委
員
会
」F

indungskom
m
ission

（
同
１４
条
２
項
）
が
そ
の
任
を
負
う
。
学
部
委
員
会
は
、
た
だ
任
用
提
案
へ
の
意
見
を
述
べ
る

だ
け
で
あ
る
。
任
用
委
員
会
に
は
教
授
団
の
代
表
が
含
ま
れ
（
同
１０
条
１
項
Nr.
１
）、
教
授
団
が
少
な
く
と
も
絶
対
多
数
を
握
っ
て
は

い
る
。
け
れ
ど
も
、
教
授
代
表
の
う
ち
、
少
な
く
と
も
二
人
は
該
大
学
の
構
成
員
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
か
よ
う
な
仕
組
み
の
下
に
、

大
学
教
員
は
原
則
と
し
て
学
長
が
任
用
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
同
１３
条
１
項
�
。）

さ
ら
に
、
２
０
０
５
年
５
月
の
「
学
部
形
成
法
」
で
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
法
の
９０
条
、
９１
条
は
ほ
ぼ
今
日
の
文
言
と
な
り
―
―
そ
の
後
、

若
干
の
変
更
あ
っ
て
も
基
本
的
に
は
同
じ
―
―
、
こ
れ
に
対
し
て
憲
法
異
議
が
申
し
立
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
あ
ら
た
め
て
問
題
の
大
学
法
９０
条
及
び
９１
条
の
お
お
よ
そ
の
規
定
内
容
は
、
左
の
通
り
で
あ
る
（
正
確
な
逐
語
訳
で
は
な
く
、

適
宜
短
縮
し
て
い
る
）
―
―
。

９０
条

�

学
部
長
部
局
は
学
部
を
指
導
す
る
。
当
部
局
は
学
部
長
、
副
学
部
長
、
事
務
管
理
者
か
ら
成
る
。
学
部
長
は
学
長
に
よ
り
選
任
さ
れ
、
学

部
が
そ
れ
を
承
認
す
る
（
任
期
５
年
。）

�

学
部
長
は
指
導
任
務
に
つ
き
指
針
権
限
を
も
つ
。

�

略

�

学
長
は
学
部
長
を
大
学
理
事
会
の
同
意
の
下
に
選
任
し
う
る
。
学
部
委
員
会
は
３
／
４
の
多
数
決
で
、
学
長
に
、
学
部
長
の
解
任
を
提
案

し
う
る
。

�

学
部
長
部
局
は
次
の
任
務
を
担
当
す
る
。

�

学
長
に
よ
り
学
部
に
割
り
当
て
ら
れ
た
予
算
の
管
理
及
び
学
部
内
の
ポ
ス
ト
の
調
整
の
決
定
。

�

１４
条
１
項
に
よ
り
、
大
学
の
組
織
・
発
展
計
画
に
基
づ
き
教
授
・
助
教
授
の
欠
員
の
際
の
ポ
ス
ト
活
用
の
吟
味
、
及
び
任
用
提
案
の
決
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定
。

�

俸
給
法
に
則
り
、
教
授
に
対
す
る
俸
給
提
案
の
作
成
。

�

講
義
義
務
に
つ
い
て
の
決
定
。

�

略

�

９２
条
１
項
に
よ
り
、
学
部
組
織
及
び
学
部
規
程
の
提
案
の
作
成
。

�

学
部
委
員
会
に
帰
属
し
な
い
、
そ
の
他
の
全
ゆ
る
学
部
事
項
。

９１
条

�

各
々
の
学
部
に
は
学
部
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
教
員
集
団
が
絶
対
多
数
を
占
め
る
。
１０
条
１
項
Nr.
２
〜
４
に
挙
げ
ら
れ
た
集
団
が
適
正
に

代
表
さ
れ
る
。

�

学
部
委
員
会
は
、
学
部
長
を
承
認
す
る
他
に
、
次
の
任
務
を
も
つ
。

�

大
学
の
試
験
規
則
・
修
学
規
則
と
規
程
の
制
定
・
改
廃
。

�

入
学
関
連
の
規
程
の
制
定
、
改
廃
。

�

大
学
の
組
織
・
発
展
計
画
の
枠
内
で
、
修
学
課
程
の
設
置
、
改
廃
に
関
す
る
決
定
。

�

９２
条
１
項
に
よ
り
、
学
部
組
織
に
つ
い
て
の
決
定
（
学
部
規
程
の
制
定
を
含
む
。）

�

「
教
授
、
研
究
」
に
お
け
る
個
々
の
自
治
的
単
位
の
設
置
、
改
廃
に
つ
い
て
の
決
定
。

�

８５
条
１
項
Nr.
７
の
「
別
段
の
こ
と
」
と
し
て
任
用
提
案
に
対
す
る
意
見
表
明
他
。

�

男
女
共
同
受
託
者
の
選
任
。

�

学
部
長
の
会
計
報
告
へ
の
承
認
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
。
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学
部
に
関
す
る
全
ゆ
る
事
項
へ
の
意
見
表
明
。

�

１４
条
２
項
�
に
も
拘
ら
ず
、
学
部
規
程
で
、
学
部
委
員
会
は
任
用
委
員
会
を
設
置
し
う
る
。

ち
な
み
に
、
本
件
に
関
し
重
要
な
条
項
で
あ
る
１４
条
２
項
も
、
前
記
の
学
部
形
成
法
に
よ
っ
て
改
正
さ
れ
た
。
と
く
に
、
ラ
ン
ト
大

学
法
１４
条
２
項
Nr.
４
に
よ
る
と
、
学
部
を
も
つ
大
学
で
は
、
任
用
委
員
会
が
学
部
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
る
、
と
い
う
規
定
が
重
要
で
あ

ろ
う
。
そ
の
際
、
任
用
委
員
会
か
ら
の
任
用
案
に
つ
い
て
学
部
長
部
局
が
決
定
し
、
そ
れ
を
学
長
に
回
送
す
る
。
改
め
て
、
同
１４
条
２

項
は
次
の
如
く
規
定
し
て
い
る
―
―
。

１４
条

�

大
学
に
は
、
任
用
提
案
す
る
た
め
に
任
用
委
員
会
が
設
置
さ
れ
る
。
こ
の
委
員
会
に
は
、
１０
条
１
項
Nr.
１
〜
３
に
挙
げ
ら
れ
た
集
団
が
入

る
。「
教
授
」
は
少
な
く
と
も
絶
対
多
数
を
占
め
、
１０
条
１
項
Nr.
２
〜
３
に
挙
げ
ら
れ
た
集
団
は
各
々
代
表
１
人
と
す
る
。
学
部
を
有
す
る

大
学
で
は
、
任
用
委
員
会
は
学
部
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
る
。
学
部
長
は
任
用
委
員
会
の
提
示
し
た
任
用
案
に
つ
き
決
定
し
、
そ
れ
を
学
長
に

回
送
す
る
。
任
用
委
員
会
の
、
少
な
く
と
も
二
人
の
教
授
は
、
８
条
１
項
に
よ
り
大
学
の
構
成
員
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
学
長
が
指
名
す
る
。

�

本
件
憲
法
異
議
の
申
し
立
て
人
は
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
法
学
部
の
刑
法
・
法
哲
学
の
教
授
で
あ
る
。
該
法
律
の
９０
条
、
９１
条
が
、

基
本
法
５
条
３
項
で
保
障
さ
れ
た
基
本
権
を
侵
害
す
る
、
と
言
う
の
で
あ
る
。

�

申
し
立
て
人
は
、
判
例
法
理
を
踏
ま
え
て
、
学
問
に
従
事
す
る
者
に
は
、
学
問
の
営
み
の
組
織
へ
の
参
加
権
が
導
れ
、
立
法
者

に
は
、
学
問
に
ふ
さ
わ
し
い
組
織
の
あ
り
方
を
配
慮
す
る
義
務
が
あ
る
と
し
て
、
さ
ら
に
次
の
如
く
主
張
す
る
。
個
々
の
大
学
教
員
に
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は
、
そ
の
研
究
・
教
授
の
本
質
に
関
わ
る
重
要
事
項
の
決
定
に
対
す
る
「
主
導
的
な
」m
a�
geblich

影
響
力
が
与
え
ら
れ
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
勿
論
、
立
法
裁
量
の
枠
内
で
、
と
り
わ
け
「
大
学
と
い
う
制
度
」
の
機
能
の
確
保
・
改
良
の
た
め
に
新
し
い
組
織
形
態
を

選
ぶ
こ
と
も
で
き
よ
う
。
と
は
言
え
、
そ
の
際
、「
学
問
の
自
由
」
の
核
心
は
残
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
大
学
を
組
織
す
る
規
範
の
合

憲
性
に
つ
い
て
は
、
憲
法
判
例
―
―
前
述
１
で
と
り
あ
げ
たE

111,
333

（353ff.

）
―
―
に
よ
れ
ば
、
あ
る
組
織
規
定
が
学
問
の
自
由

を
危
険
に
さ
ら
す
効
果
を
も
つ
か
否
か
が
決
定
的
で
あ
る
。
か
か
る
場
合
に
該
当
す
る
か
否
か
は
、
大
学
組
織
の
全�

体�

的�

な�

あ�

り�

方�

、

つ
ま
り
、
そ
の
重
大
な
諸
権
限
、
及
び
そ
の
下
で
折
々
に
下
さ
れ
る
決
定
が
、
全�

体�

と�

し�

て�

、
自
由
な
学
問
活
動
に
対
し
て
及
ぼ
す
重

み
を
考
慮
し
て
の
み
判
断
し
う
る
。

�

本
件
で
争
わ
れ
て
い
る
諸
規
定
は
、
右
の
諸
条
件
を
満
た
し
て
い
な
い
。
ラ
ン
ト
大
学
法
の
９０
条
で
は
、
学
問
的
に
重
要
な
、

ほ
と
ん
ど
全
て
の
権
限
が
「
純
然
と
独
任
的
に
」
学
部
長
部
局
に
集
中
さ
れ
て
い
る
。
対
照
的
に
学
部
委
員
会
に
与
え
ら
れ
て
い
る
の

は
限
定
的
で
あ
り
、
規
則
制
定
権
、
反
対
権
、
見
解
表
明
権
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
限
り
で
「
と
り
わ
け
学
問
的
に

重
要
な
核
心
事
項
に
お
け
る
学
者
の
代
表
的
、
自
己
規
定
的
組
織
プ
ロ
セ
ス
」
に
よ
る
歯
止
め
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
文
脈
で
申

し
立
て
人
が
強
調
す
る
の
が
、
か
の
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
大
学
法
（
前
述
１
）
と
の
相
違
で
あ
る
。
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
の
場
合
に
は
、

学
部
長
部
局
の
調
整
権
限
は
顕
著
に
強
化
さ
れ
て
は
い
る
が
、
専
門
領
域
委
員
会
の
明
示
的
な
決
定
権
限
に
よ
り
制
約
さ
れ
て
い
た
の

だ
っ
た
。

�

と
り
わ
け
任
用
手
続
の
諸
規
定
は
、
学
部
委
員
会
に
と
っ
て
不
利
で
「
構
造
的
に
不
均
衡
な
」
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
違
憲
性

が
示
さ
れ
て
い
る
。
判
例
法
理
で
は
、
学
部
の
教
授
資
格
を
認
め
ら
れ
た
教
員
は
、
任
用
手
続
に
「
決
定
的
な
」ausschlaggebend

影
響
力
を
も
た
ね
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
（E

35,79

な
ど
。）
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
本
件
法
律
で
は
、
学
部
長
部
局
に
任
用
提
案
の

決
定
権
が
付
与
さ
れ
て
い
る
。
学
部
委
員
会
に
は
た
だ
、
見
解
表
明
の
権
限
が
認
め
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
（
ラ
ン
ト
大
学
法
１４
条

（
二
六
）

３３３近年ドイツにおける、「大学自治」の判例法理



２
項
、
９０
条
５
項
Nr.
２
、
９１
条
２
項
Nr.
６
。）
こ
の
点
だ
け
で
既
に
、
学
問
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
「
他
律
」
性
と
、
極
め
て
不
透
明
で

事
柄
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
決
定
が
な
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
恐
れ
が
構�

造�

的�

に�

観
取
さ
れ
る
。
こ
の
危
険
性
は
、
次
の
事
情
の

た
め
に
増
幅
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
重
大
な
権
限
を
与
え
ら
れ
て
い
る
指
導
部
が
学
者
で
占
め
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
事
情
で

あ
る
。

�

さ
ら
に
右
の
「
構
造
的
不
均
衡
」
は
学
部
長
の
地
位
、
及
び
そ
の
選
任
・
罷
免
に
関
す
る
規
定
に
も
表
現
さ
れ
て
い
る
。
本
件

法
律
で
は
、
学
部
長
―
―
前
述
の
如
く
、
大
学
、
従
っ
て
学
部
の
構
成
員
で
あ
っ
て
な
ら
な
い
―
―
の
選
任
は
、
５
年
の
任
期
で
（
９０

条
１
項
Nr.
５
）
学
長
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
学
部
委
員
会
は
、
こ
れ
を
承
認
す
る
だ
け
で
あ
る
（
９０
条
１
項
Nr.
３
。）
学
部
長
の
罷
免

に
つ
い
て
は
、
学
部
委
員
会
は
３
／
４
の
多
数
決
で
学
長
に
提
案
し
う
る
だ
け
で
あ
る
（
９０
条
４
項
Nr.
３
。）
学
長
は
、
大
学
理
事
会

の
同
意
の
下
に
学
部
長
を
罷
免
し
う
る
（
９０
条
４
項
Nr.
２
。）
か
よ
う
に
、
こ
の
法
律
で
は
、
学
部
長
は
学
長
と
大
学
理
事
会
に
依
存

し
、
学
部
に
は
依
存
し
な
い
存
在
で
あ
る
。

�

最
後
に
、
申
し
立
て
人
の
主
張
で
は
、
か
か
る
「
顕
著
な
構
造
的
な
不
十
分
さ
」
は
、
法
律
１１
条
が
ボ
ン
基
本
法
５
条
３
項
に

言
及
し
て
、
自
由
な
研
究
・
教
授
を
保
障
す
る
と
明
言
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
埋
め
合
わ
さ
れ
な
い
。
法
律
１１
条
は
、
何
ら
、
基
本
法

５
条
３
項
の
要
請
す
る
組�

織�

法�

的�

保�

障�

を
提
供
す
る
も
の
で
は
な�

い�

か
ら
で
（
２
）

あ
る
。

�

本
件
に
関
し
、
ラ
ン
ト
政
府
、
大
学
関
連
諸
団
体
よ
り
各
々
、
所
見
が
述
べ
ら
れ
た
。
前
節
１＝

ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
の
場
合

と
の
比
較
を
容
易
に
す
る
べ
く
、
平
仄
を
合
わ
せ
て
、
以
下
�
ラ
ン
ト
（
司
法
長
官
）、
�
大
学
学
長
会
議
、
�
教
育
・
学
問
組
合
、

�
ド
イ
ツ
大
学
連
盟
、
�
大
学
教
員
連
盟
、


大
学
・
学
問
同
盟
、
�
連
邦
行
政
裁
判
所
長
官
、
の
順
で
、
諸
見
解
の
分
布
を
見
た
い
。

�

ラ
ン
ト
司
法
長
官
に
よ
れ
ば
、
こ
の
法
律
の
９０
条
、
９１
条
で
申
し
立
て
人
は
学
問
の
自
由
を
侵
害
さ
れ
て
は
い
な
い
。
国
の
側

も
、
原
則
と
し
て
基
本
権
保
護
義
務
の
存
在
を
認
め
た
上
で
、
し
か
し
、
本
件
法
律
で
は
、
あ
り
う
る
基
本
権
侵
害
に
対
処
す
べ
く
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諸
々
の
予
防
策
が
講
じ
ら
れ
て
お
り
、
保
護
義
務
は
十
分
に
果
た
さ
れ
て
い
る
。
前
述
�
�
で
の
申
し
立
て
人
の
主
張
と
は
対
照
的
に
、

ラ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
法
律
１１
条
で
、
大
学
機
関
は
そ
の
権
限
を
学
問
の
自
由
に
適
合
的
に
行
使
す
べ
く
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
よ
っ

て
、
法
律
９０
条
、
９１
条
と
の
関
係
で
学
問
の
自
由
へ
の
侵
犯
が
あ
り
う
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
法
令
違
憲
で
は
な
く
、
適
用
違
憲
の
問

題
で
あ
る
。
そ
う
な
ら
ば
、
専
門
裁
判
所
に
よ
っ
て
権
利
保
護
が
な
さ
れ
う
る
は
ず
だ
、
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、「
構
造
的
な
危
険
」
に
効
果
的
に
対
処
す
べ
く
参
加
権
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
、
情
報
権
が
十
分
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
学

部
長
選
任
に
つ
い
て
は
、
法
律
の
９０
条
１
項
Nr.
３
に
よ
り
、
多
数
が
教
授
で
占
め
ら
れ
る
学
部
委
員
会
で
の
承
認
が
不
可
欠
と
さ
れ
て

い
る
。
か
よ
う
に
、
学
部
委
員
会
の
信
任
を
得
な
い
人
物
が
学
部
長
に
な
る
危
険
が
阻
止
さ
れ
よ
う
。
さ
ら
に
、
学
部
委
員
会
の
３
／

４
の
多
数
決
で
、
学
部
長
の
解
任
を
提
案
し
う
る
。
さ
ら
に
…
…
と
理
由
づ
け
が
続
く
。「
さ
ら
に
…
…
さ
ら
に
…
…
」
と
理
由
づ
け

を
畳
み
掛
け
る
論
法
が
と
て
も
特
徴
的
で
あ
ろ
う
。

ラ
ン
ト
側
の
所
見
か
ら
、
も
う
一
つ
だ
け
触
れ
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
、
講
義
の
義
務
づ
け
（
ラ
ン
ト
大
学
法
９０
条
５
項
Nr.
４
）、

講
義
の
調
整
（
同
Nr.
７
）
に
つ
い
て
の
学
部
長
部
局
の
権
限
に
関
し
て
、
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
教
授
の
自
由
」
の
一
側
面
に
関
わ
る
。

ラ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、「
学
問
的
教
授
」
の
核
心
が
守
ら
れ
て
い
る
限
り
、
大
学
教
員
は
、
大
学
に
よ
る
組
織
上
の
指
示
や
、
大
学
と
し

て
の
学
問
上
の
優
先
順
位
設
定
に
は
従
う
べ
き
で
あ
る
。
教
員
間
に
自
発
的
な
了
解
―
―
我
ら
の
、
ご
く
身
近
な
経
験
か
ら
も
、
時
間

割
や
教
室
の
調
整
に
さ
え
、
了
解
が
必
要
で
あ
ろ
う
―
―
が
、
い
つ
で
も
成
立
し
う
る
と
は
限
ら
な
い
。
そ
れ
な
ら
ば
、
然
る
べ
く
指

示
を
教
員
に
与
え
る
権
限
が
、
大
学
に
留
保
さ
れ
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
う
し
て
こ
そ
、
学
生
に
対
す
る
講
義
科
目
が
十
全
に
、

バ
チ
ュ
ラ
ー

マ
ス
タ
ー

大
学
及
び
教
員
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
学
生
へ
の
配
慮
で
あ
り
、
近
年
の
ア
メ
リ
カ
型
の
「
学
士
―
修
士
」

課
程
制
へ
の
移
行
―
―
か
の
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
プ
ロ
セ
ス
の
眼
目
の
一
つ
で
も
あ
る
―
―
に
よ
っ
て
一
段
と
、
そ
の
必
要
度
が
高
ま
っ

て
（
＊
）

い
る
。
こ
の
様
な
指
示
は
、
教
授
内
容
を
わ
ず
か
に
制
約
す
る
こ
と
に
な
る
が
、「
学
習
の
自
由
」
に
よ
り
正
当
化
さ
れ
る
、
と
言
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う
の
が
ラ
ン
ト
の
所
見
で
あ
る
。

＊

こ
こ
で
、
連
邦
憲
法
裁
の
’０７
・
８
・
７
決
定
（1

B
vR
2667/05

）
―
―
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
入
手
―
―
に
少
し
く
言
及
し
て
お
こ
う
。

本
件
も
ま
た
、
統
一
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
学
圏
へ
の
歩
み
の
な
か
で
生
じ
た
憲
法
異
議
事
件
に
対
す
る
決
定
で
あ
る
。
か
の
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
プ
ロ

セ
ス
は
、
ド
イ
ツ
で
は
’０２
年
の
第
６
次
連
邦
大
学
大
綱
法H

R
G

改
定
に
よ
り
本
格
的
適
用
の
段
階
に
入
っ
た
。
こ
の
法
改
正
で
、
ド
イ
ツ
国

バ
チ
ュ
ラ
ー

マ
ス
タ
ー

内
で
は
、’０９
年
ま
で
は
経
過
対
処
的
に
大
学
で
の
二
段
階
履
習
制
―
―
学
士
―
修
士
の
二
段
階
―
と
在
来
の
制
度
―
―
デ
ィ
プ
ロ
ム
、
マ
ギ

ス
タ
ー
―
―
と
の
い
ず
れ
か
を
選
択
で
き
る
。
し
か
し
、’１０
年
か
ら
は
前
者
の
制
度
に
転
換
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
ノ
ル

ト
ラ
イ
ン
・
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
大
学
法
で
は
、’０７
／
’０８
冬
学
期
よ
り
デ
ィ
プ
ロ
ム
・
マ
ギ
ス
タ
ー
学
位
を
与
え
る
課
程
を
打
ち
切
っ
て
、

バ
チ
ュ
ラ
ー
・
マ
ス
タ
ー
課
程
だ
け
に
し
た
。
こ
の
こ
と
が
、
大
学
学
部
の
履
習
（
修
学
）
制
度
を
決
定
す
る
権
利
―
―
申
立
人
は
こ
れ
を
「
学

問
の
自
由
」（
ボ
ン
基
本
法G

G

５
条
３
項
）
に
根
拠
づ
け
た
―
―
を
侵
害
す
る
と
し
て
訴
え
ら
れ
、
本
件
憲
法
異
議
事
件
に
至
っ
た
と
い
う
次

第
で
あ
る
。

異
議
申
立
に
よ
れ
ば
、
連
邦
法
た
る
大
学
大
綱
法
は
、
か
の
修
学
課
程
の
転
換
に
つ
い
て
は
選
択
的
な
形
で
規
定
し
て
い
る
だ
け
な
の
に
、

問
題
の
ラ
ン
ト
大
学
法
の
諸
規
定
で
は
上
述
の
様
に
、
バ
チ
ュ
ラ
ー
・
マ
ス
タ
ー
課
程
へ
の
切
り
換
え
を
強
制
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
連

邦
法
へ
の
違
反
（
ボ
ン
基
本
法
３１
条
）
で
あ
り
、
さ
ら
に
、「
学
問
の
自
由
」（
同
５
条
３
項
）
へ
の
違
反
で
あ
り
、
無
効
で
あ
る
。
確
か
に
、

該
ラ
ン
ト
大
学
法
は
、
学
生
の
教
育
を
受
け
る
権
利
、
学
習
権
を
正
当
に
も
考
慮
し
て
い
る
が
、
し
か
し
、
比
例
原
則
に
反
す
る
。
新
し
い
修

学
課
程
で
は
、
学
習
時
間
が
短
か
く
て
、
十
分
な
教
育
を
提
供
し
え
な
い
、
と
。

こ
れ
に
対
し
、
ラ
ン
ト
政
府
の
本
件
へ
の
見
解
表
明
で
は
、
申
立
に
は
理
由
が
な
い
。
本
件
で
の
「
侵
害
」
は
「
正
当
化
」
さ
れ
る
。

ラ
ン
ト
政
府
に
よ
る
と
、
新
し
い
修
学
制
度
を
選
択
的
に
す
る
か
、
専
一
排
他
的
な
も
の
と
す
る
か
は
ラ
ン
ト
立
法
者
の
裁
量
事
項
で
あ
る
。

ラ
ン
ト
立
法
者
は
、
連
邦
大
学
大
綱
法
の
意
図
に
照
ら
し
て
、
こ
の
任
務
を
行
使
し
た
。
ま
た
、
本
件
で
の
学
問
の
自
由
へ
の
侵
害
（
制
約
、
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干
渉
）
は
比
例
的
な
も
の
で
正
当
化
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
修
了
（
卒
業
）
に
つ
い
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
歩
調
、
学
生
・
修
了
者

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
移
動
拡
張
、
修
学
期
間
の
短
縮
、
中
退
者
の
歯
止
め
、
ド
イ
ツ
の
大
学
及
び
そ
の
卒
業
生
の
競
争
力
向
上
と

い
う
正
当
な
目
的
に
仕
え
る
も
の
で
あ
る
。
本
件
ラ
ン
ト
法
で
の
修
学
課
程
切
り
換
え
の
義
務
づ
け
は
、
こ
の
目
的
達
成
の
た
め
に
「
適
切
、

必
要
、
妥
当
」geeignet,

erforderlich,
angem

essen

で
あ
る
。
ま
ず
、
法
律
で
修
学
課
程
を
換
え
る
の
は
、
さ
も
な
く
ば
長
期
に
及
ぶ
改

革
が
不
可
能
と
な
る
の
で
「
適
切
」
だ
。
次
に
、
経
過
期
間
が
あ
ま
り
に
長
い
と
、
新
し
い
修
了
者
を
受
け
入
れ
る
チ
ャ
ン
ス
が
減
少
す
る
危

険
が
あ
る
の
で
、
本
件
切
り
換
え
は
「
必
要
」
だ
。

ラ
ン
ト
政
府
の
見
解
で
は
、
学
部
に
は
、
ま
だ
十
分
に
形
成
余
地
が
留
保
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
、
教
育
・
養
成
の
学
問
的
水
準
の
確
保
に

つ
い
て
は
、
ひ
き
続
き
大
学
・
学
部
に
本
来
の
権
限
が
残
さ
れ
て
い
る
。
修
学
課
程
及
び
修
了
の
形
態
に
つ
い
て
の
選
択
制
が
廃
止
さ
れ
た
の

は
、
比
例
原
則
に
反
し
な
い
。
そ
も
そ
も
、
そ
れ
は
連
邦
大
学
大
綱
法
の
第
四
次
改
正
（
一
九
九
八
年
）
で
創
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
だ
か

ら
、
元
の
状
態
に
戻
っ
た
ま
で
の
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、「
狭
い
意
味
で
の
」
比
例
性
、
つ
ま
り
「
妥
当
性
」
も
、
十
分
な
経
過
期
間
の
設

定
に
よ
り
確
保
さ
れ
て
い
る
―
―
。

以
上
を
受
け
て
、
連
邦
憲
法
裁
は
、
本
件
は
原
理
的
憲
法
的
重
要
性
が
な
い
と
し
て
（
連
邦
憲
法
裁
判
所
法
９３
ａ
条
２
項
）、
ま
た
本
件
で

憲
法
異
議
は
件
の
基
本
権
貫
徹
の
た
め
に
適
し
て
い
な
い
と
し
て
、
成
功
の
見
込
み
な
し
、
と
し
て
い
る
。
本
件
ラ
ン
ト
法
の
規
定
に
よ
っ
て
、

申
立
人
の
基
本
権
は
侵
犯
さ
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
の
が
結
論
で
あ
る
。

�

学
問
の
自
由
か
ら
、
大
学
・
学
部
が
学
問
的
な
養
成
（
教
育
）
の
領
域
を
自
律
的
に
形
成
す
る
権
利
を
導
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
学
問

へ
の
奉
仕
だ
け
で
な
く
、
職
業
養
成
に
仕
え
る
こ
と
も
大
学
の
任
務
で
あ
る
（
判
例
。）
後
者
の
側
面
、
つ
ま
り
「
職
業
資
格
と
な
る
修
了
を

目
指
す
教
授
」
は
単
純
法
律
で
大
学
・
学
部
に
委
ね
ら
れ
た
国
の
任
務
で
あ
る
。
こ
の
領
域
に
つ
い
て
は
、
学
生
の
職
業
養
成
の
自
由
（
基
本

法
１２
条
１
項
）
に
照
ら
し
て
、
立
法
者
は
共
同
責
任
を
も
つ
。
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「
職
業
に
向
け
ら
れ
た
教
授
」
に
つ
き
大
綱
的
規
律
を
設
け
る
の
は
立
法
者
の
任
務
で
あ
る
。
勿
論
、
そ
れ
は
、
学
問
の
自
由
と
の
関
係
か

ら
全
く
の
自
由
で
は
な
い
。
と
り
わ
け
「
学
問
的
に
重
要
な
」
事
柄
、
つ
ま
り
「
研
究
」「
教
授
」
に
直
接
関
係
す
る
事
項
に
つ
い
て
の
立
法

形
成
は
、
ボ
ン
基
本
法
５
条
３
項
に
含
ま
れ
る
「
学
問
、
研
究
と
教
授
と
国
と
の
関
係
を
規
律
す
る
」
客
観
的
な
価
値
決
定
原
理
規
範
に
よ
っ

て
制
約
さ
れ
る
。
こ
れ
を
大
学
・
学
部
の
側
か
ら
見
れ
ば
、
基
本
法
５
条
３
項
か
ら
権
限
上
も
組
織
上
も
、
自
由
な
研
究
教
授
が
可
能
と
な
る

べ
く
、
そ
し
て
そ
れ
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
な
く
遂
行
し
う
る
こ
と
を
求
め
る
権
利
が
生
ず
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

右
の
限
界
に
と
ど
ま
る
限
り
、
学
問
に
関
わ
る
者
達
の
様
々
の
任
務
と
利
益
と
を
適
切
に
調
整
す
る
こ
と
が
立
法
者
に
許
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
際
、
立
法
者
は
、
大
学
・
学
部
の
既
存
の
あ
り
方
に
拘
束
さ
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
立
法
者
に
は
、
学
問
・
職
業
養
成
の
営
み
を
批
判
的
に
検

討
し
て
時
代
に
適
合
し
た
も
の
に
改
良
す
る
義
務
が
あ
る
（
判
例
。）
学
問
の
自
由
か
ら
は
、
既
存
の
権
限
に
関
し
て
学
部
の
「
現
状
保
障
」

B
estandsschutz

は
導
か
れ
な
い
。

�

デ
ィ
プ
ロ
ー
ム
課
程
を
打
ち
切
る
義
務
に
よ
っ
て
、
学
部
は
、
自
由
な
教
授
を
す
る
こ
と
が
不
可
能
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
。
旧
法
と

フ
ォ
ア
ガ
ー
ベ

同
様
に
新
法
の
下
で
も
、
内
容
形
成
が
学
部
に
留
保
さ
れ
て
お
り
、
法
律
と
し
て
は
構
造
的
な
指
示
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
試
験
規
則
の
制
定

に
つ
い
て
も
、
大
学
指
導
部
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
下
に
学
部
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
新
し
い
制
度
の
下
で
、
バ
チ
ュ
ラ
ー
（
学
士
）
課
程
で
は
マ
ス
タ
ー
（
修
士
）
課
程
と
比
べ
て
、
よ
り
「
職
業
に
向
け
ら
れ
た
養
成
（
教

育
）」
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、
憲
法
裁
が
次
の
如
く
説
示
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
―
―
。
曰
く
、「
職
業
に
向
け

ら
れ
た
養
成
」
と
言
っ
て
も
、
や
は
り
「
学
問
的
」
な
知
識
と
方
法
の
伝
達
が
そ
の
「
内
容
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
自
由
な
教
授
」
と
対
立
す

る
も
の
で
な
い
。
両
者
は
相
互
補
完
し
合
う
も
の
で
あ
り
、
故
に
、
こ
の
改
正
に
よ
り
教
授
の
自
由
へ
の
危
険
は
生
じ
な
い
、
と
。

本
件
立
法
者
は
、
学�

生�

の�

利�

益�

に�

お�

い�

て�

、
正
当
な
大
学
政
策
上
の
目
的
を
追
求
し
て
い
る
。
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
プ
ロ
セ
ス
に
則
り
「
統
一

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
学
圏
」
の
発
展
へ
の
重
要
な
一
歩
と
し
て
、
履
習
課
程
の
完
全
な
転
換
が
企
図
さ
れ
た
。
ま
た
、
国
の
境
界
を
越
え
て
、
修
了
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者
（
卒
業
者
）
が
往
き
交
う
こ
と
を
容
易
に
す
る
こ
と
も
立
法
目
的
で
あ
る
。
こ
の
目
的
は
、
恣
意
的
で
も
、
事
柄
に
反
す
る
も
の
で
も
な
い
。

こ
の
立
法
目
的
に
照
ら
し
て
、
デ
ィ
プ
ロ
ー
ム
課
程
を
打
ち
切
り
に
す
る
こ
と
は
、「
そ
も
そ
も
不
適
切
」von

vornherein
ungeeignet

で

は
な
い
。
そ
こ
で
憲
法
裁
は
、
デ
ィ
プ
ロ
ー
ム
課
程
を
残
す
か
、
あ
る
い
は
デ
ィ
プ
ロ
ー
ム
を
残
し
つ
つ
全
く
異
な
る
仕
組
み
に
す
る
こ
と
が

「
合
目
的
的
」
で
あ
っ
た
の
で
な
い
か
は
、
憲
法
裁
と
し
て
検
討
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
、
と
言
い
切
っ
た
の
で
あ
る
。

�

本
件
法
律
が
自
由
な
学
問
活
動
へ
の
構
造
的
危
険
と
は
な
ら
な
い
、
と
言
う
の
が
大
学
学
長
会
議
の
見
解
で
あ
る
。
と
り
わ
け

学
部
長
選
考
に
関
す
る
諸
規
定
は
合
憲
で
あ
る
。
学
部
委
員
会
に
は
、
学
部
長
選
任
（
こ
れ
は
学
長
の
権
限
）
へ
の
同
意
権
が
留
保
さ

れ
て
い
る
。
学
部
委
員
会
に
は
、
不
適
格
者
を
排
除
す
る
た
め
に
有
効
な
手
段
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
学
部
委
員
会
は
３
／
４

の
特
別
多
数
決
で
、
学
部
長
解
任
を
学
長
に
提
案
し
う
る
。
こ
れ
は
文
字
通
り
の
「
解
任
権
」
と
は
言
え
な
い
ま
で
も
、
そ
の
事
実
上

の
重
み
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
解
任
を
提
案
さ
れ
た
者
は
学
部
の
信
頼
を
失
っ
て
お
り
、
も
は
や
学
部
長
と
し
て
の
職
務
を

全
う
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
る
。
学
長
と
し
て
も
、
学
部
委
員
会
の
提
案
を
黙
殺
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

�＝

教
育
・
学
問
組
合
、
�＝

ド
イ
ツ
大
学
連
盟
、
�＝

大
学
教
員
連
盟
、

＝

大
学
・
学
問
同
盟
（
こ
の
団
体
は
、
前
節
１
の
ブ

ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
の
事
案
で
は
見
解
を
述
べ
る
機
会
が
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
）
の
四
団
体
は
、
本
件
憲
法
異
議
に
は
理
由
が
あ
る
と

い
う
立
場
で
あ
る
。

な
る
ほ
ど
、
合
議
制
機
関
の
不
利
な
方
向
に
独
任
制
機
関
の
決
定
権
限
を
強
化
し
て
も
、
た
だ
ち
に
基
本
法
５
条
３
項
に
反
す
る
と

は
言
え
な
い
。
だ
が
、
こ
の
様
な
場
合
に
は
、
後
者
の
権
限
が
事
項
的
に
限
定
さ
れ
て
、
学
問
の
自
由
へ
の
構
造
的
危
機
を
招
か
な
い

様
に
組
織
的
な
予
防
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
点
で
、
本
件
法
律
は
不
十
分
で
あ
る
。
学
問
に
と
っ
て
重
要
な

事
柄
に
つ
い
て
、
教
員
も
し
く
は
そ
の
合
議
制
機
関
に
十
分
な
参
加
が
保
障
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
学
部
長
部
局
に
は
、
教
員

（
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と
学
部
の
学
問
活
動
の
核
心
に
関
わ
る
広
範
な
権
限
を
与
え
る
一
方
で
、
教
員
が
多
数
を
占
め
る
学
部
委
員
会
に
は
周
辺
的
な
共
同
決

定
権
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
が
与
え
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

�

連
邦
行
政
裁
長
官
は
、
大
学
法
を
所
管
す
る
同
裁
判
所
第
六
部
の
所
見
を
提
出
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
本
件
大
学
法
は
、
学

部
長
選
考
に
関
し
て
立
法
の
形
成
自
由
を
逸
脱
し
て
は
い
な
い
。
学
部
委
員
会
に
同
意
権
（
９０
条
１
項
�
Nr.
３
）
を
与
え
る
こ
と
で
、

自
由
な
学
問
の
府
に
と
っ
て
不
適
格
者
と
見
な
さ
れ
る
者
は
学
部
長
に
選
任
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

け
れ
ど
も
、
連
邦
行
政
裁
の
見
解
で
も
、
学
部
委
員
会
に
学
部
長
解
任
権
が
な
い
こ
と
は
看
過
で
き
な
い
。
文
字
通
り
の
解
任
権
が

な
い
限
り
で
、
学
部
委
員
会
の
有
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
も
限
定
付
き
の
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
の
事
案
と
の

顕
著
な
違
い
が
あ
る
。
と
は
言
え
、
学
部
委
員
会
の
３
／
４
の
特
別
多
数
決
で
学
部
長
解
任
の
提
案
が
な
さ
れ
た
場
合
に
は
、
学
長
は

恐
ら
く
そ
れ
に
従
う
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
を
考
え
併
せ
る
と
、
辛
う
じ
て
憲
法
的
要
請
が
満
た
さ
れ
て
い
る
―
―
こ
の
点
、
�
と
同
旨

―
―
と
言
う
の
が
、
連
邦
行
政
裁
の
見
解
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
学
部
長
部
局
と
学
部
委
員
会
と
の
任
務
・
権
限
配
分
（
ラ
ン
ト
大
学
法
９０
条
５
項
、
９１
条
２
項
）
に
つ
い
て
は
、
基

本
法
５
条
３
項
と
の
関
係
で
「
憲
法
適
合
解
釈
」
が
必
要
で
あ
る
、
と
し
て
い
る
。
と
く
に
大
学
教
員
の
任
用
に
直
接
に
関
わ
る
決
定

（
同
９０
条
５
項
、
１４
条
２
項
Nr.
４
）
に
つ
い
て
は
、
連
邦
憲
法
裁
の
判
例
に
則
し
て
（E

35,
79

（131ff.

）,E
43,
242

（269

）
な
ど
）

教
員
に
「
決
定
的
な
」ausschlaggebend

影
響
力
が
付
与
さ
れ
て
い
る
か
否
か
が
肝
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
次
の
様
に
「
憲
法
適
合

的
に
」
解
釈
さ
れ
る
べ
き
だ
―
―
。
つ
ま
り
、
学
部
長
部
局
は
学
部
委
員
会
か
ら
の
任
用
提
案
に
実
質
的
に
拘
束
さ
れ
る
。
少
な
く
と

も
、
提
案
と
実
質
的
に
異
な
る
決
定
を
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
前
に
任
用
委
員
会
の
了
解
を
得
て
、
学
部
委
員
会
に
改
め
て
見
解
表
明

の
機
会
を
提
供
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
様
に
で
あ
る
。

連
邦
行
政
裁
の
所
見
は
さ
ら
に
、
学
問
に
関
す
る
事
柄
の
決
定
に
つ
き
、
教
員
で
組
織
さ
れ
る
、
も
し
く
は
教
員
が
多
数
を
占
め
る
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合
議
制
機
関
に
十
分
な
権
限
が
付
与
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
と
い
う
論
脈
で
次
の
様
に
述
べ
る
。
こ
の
論
脈
で
は
、
学
部
長
部
局
に
対

す
る
学
部
委
員
会
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
の
不
十
分
さ
が
再
検
討
さ
れ
る
べ
き
だ
。
本
件
法
律
で
は
、
専
ら
一
般
的
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権

（
９１
条
２
項
Nr.
８
）
が
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
特
定
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
、
な
い
し
実
効
的
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
た
め
の
情
報
権
が
規

定
さ
れ
て
い
な
い
。
但
し
、
全
体
と
し
て
は
大
学
組�

織�

に
つ
い
て
は
立
法
者
に
広
い
裁
量
が
あ
る
こ
と
も
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

本
件
で
は
、
学
部
長
部
局
の
権
限
が
、
学
問
の
自
由
を
侵
犯
す
る
程
度
に
ま
で
研
究
・
教
授
の
自
由
に
「
触
れ
る
」
と
は
断
定
し
え
な

い
、
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

�

連
邦
憲
法
裁
の
判
断
で
は
、
本
件
で
容
認
さ
れ
る
申
し
立
て
に
つ
き
「
現
在
、
直
接
の
」
法
益
侵
害
が
認
め
ら
れ
る
。
ラ
ン
ト

大
学
法
９０
条
、
９１
条
で
の
学
部
長
部
局
の
権
限
に
関
す
る
諸
規
定
は
、
ボ
ン
基
本
法
５
条
３
項
の
要
求
す
る
水
準
を
満
た
し
て
い
な
い
。

�

ま
ず
、
憲
法
裁
は
判
例
法
理
を
踏
ま
え
て
、
基
本
法
５
条
３
項
に
つ
い
て
の
一
般
的
説
示
―
―
か
の
大
学
判
決
（E

35,79

）

を
嚆
矢
と
す
る
周
知
の
価
値
決
定
的
原
理
規
範
と
い
う
理
解
、
さ
ら
に
文
化
国
家
論
な
ど
―
―
を
見
せ
る
が
、
こ
こ
で
は
と
く
に
前
節

１
の
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
大
学
法
判
決
（E
111,333

）
を
引
用
し
て
い
る
部
分
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

�あ

問
題
の
組
織
規
範
に
よ
っ
て
、
自
由
な
学
問
活
動
が「
構
造
的
に
」危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
か
否
か
が
肝
心
で
あ
る
。（E

111,

333

（355

）.

）
個
々
の
場
合
に
学
問
の
自
由
を
侵
犯
す
る
決
定
が
な
さ
れ
う
る
こ
と
は
、
無
論
、
完
全
に
は
除
去
し
え
な
い
。
但
し
、

あ
る
法
規
範
が
か
よ
う
な
も
の
で
あ
り
う
る
か
否
か
の
判
断
に
際
し
て
は
、
様
々
の
影
響
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
可
能
性
を
含
め
て
、
大
学

の
組
織
全�

体�

の�

あ�

り�

方�

を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。（E

111,333
（355

）.

）

�い

自
由
な
教
授
・
研
究
を
十
分
に
保
障
す
る
と
い
う
条
件
の
下
に
、
立
法
者
は
、
基
本
権
担
い
手
の
参
加
の
態
様
を
自
由
に
形
成

し
う
る
。（E
111,

333

（356

）.

）
必
ず
し
も
、
伝
来
的
な
自
治
の
形
に
縛
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
、
そ
の
担
い
手
が
大
学

機
関
に
代
表
を
出
す
こ
と
で
、
学
問
の
自
由
へ
の
危
険
を
防
止
し
う
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
大
学
で
学
問
の
自
由
が
実
現

（
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さ
れ
る
た
め
に
は
、
学
問
の
担
い
手
が
専
門
的
権
限
を
行
使
で
き
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
故
に
、
立
法
者
は
、
基
本
権
担
い
手
に

十
分
な
参
加
を
保
障
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

�う

大
学
組
織
の
全
体
的
な
あ
り
方
と
し
て
、
学
問
の
本
質
、
そ
れ
は
自
由
な
相
互
批
判
の
可
能
性
、
に
適
合
す
る
か
否
か
。
そ
れ

は
全
体
的
（
総
合
的
）
評
価
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
る
。
た
と
え
指
導
部
の
個
々
の
権
限
が
そ
れ
自
体
と
し
て
は
尚
も
合
憲
と
判
断
さ
れ
、

そ
こ
に
大
学
教
員
の
影
響
力
が
確
保
さ
れ
て
い
て
も
、
全
体
的
な
あ
り
方
と
し
て
違
憲
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。
と
り
わ
け
、

学
問
に
と
っ
て
重
要
な
事
項
に
関
し
て
教
員
で
組
織
さ
れ
る
各
種
合
議
体
に
何
ら
の
権
限
も
、
何
ら
の
「
主
導
的
な
」
参
加
・
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
権
が
付
与
さ
れ
て
い
な
い
場
合
が
そ
う
で
あ
る
。
無
論
、
立
法
者
は
、
学
問
に
か
か
わ
る
領
域
に
つ
い
て
も
指
導
部
に
広
範
囲

の
権
限
を
与
え
る
こ
と
も
で
き
る
。（E

111,
333

（356f.

））
だ
が
、
そ
の
こ
と
と
の
均
衡
を
考
え
て
、
研
究
・
教
授
の
自
由
の
た
め

に
、
合
議
制
機
関
に
直
接
・
間
接
の
参
加
・
影
響
・
情
報
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
諸
権
限
が
与
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

�

判
例
法
理
、
と
り
わ
け
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
大
学
法
決
定
に
沿
っ
て
、
右
の
様
な
一
般
的
説
示
を
与
え
た
上
で
、
憲
法
裁
は
本

件
に
つ
い
て
の
判
断
を
提
示
す
る
。
結
論
と
し
て
は
、
問
題
の
諸
規
定
は
憲
法
的
基
準
を
十
全
に
は
満
た
し
て
い
な
い
。

�あ

ま
ず
、
本
件
法
律
で
は
、
学
部
長
部
局
に
研
究
・
教
授
に
関
わ
る
広
範
囲
な
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
に
、
こ
れ
に
対
し
て

教
員
側
に
は
参
加
権
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
が
十
分
に
与
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
、
そ
れ
自
体
と
し
て
は
問
題
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
。

�い

と
は
言
え
、
右
の
問
題
性
に
限
っ
て
言
え
ば
、
憲
法
裁
は
、
以
下
、
三
点
に
わ
た
り
詳
し
く
論
じ
て
、
憲
法
違
反
と
ま
で
は
論

定
し
え
な
い
、
と
し
て
い
る
。

イ）．

ま
ず
、
教
授
へ
の
「
業
績
給
」
―
―
本
給
と
は
別
に
支
給
さ
れ
る
―
―
付
与
の
提
案
を
作
成
す
る
学
部
長
部
局
の
権
限
（
ラ
ン

ト
大
学
法
９０
条
５
項
Nr.
３
）
に
は
何
ら
問
題
は
な
い
。
こ
の
提
案
権
は
学
長
の
査
定
を
拘
束
し
な
い
し
、
そ
の
基
準
も
俸
給
法
で
詳
し
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く
規
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

ロ）．

教
員
の
講
義
負
担
の
決
定
に
つ
い
て
の
学
部
長
部
局
の
権
限
（
同
９０
条
５
項
Nr.
４
）
は
、
大
学
法
の
別
の
規
定
〔
恐
ら
く
、
１１

条
か
。
尚
、
参
照
、
前
掲
の
申
し
立
て
人
の
主
張＝

�
�
〕
に
よ
り
補
完
さ
れ
て
お
り
、「
憲
法
適
合
解
釈
」
す
れ
ば
、
学
問
の
自
由

を
確
保
し
て
お
り
、
問
題
は
な
い
。

無
論
、
講
義
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
講
義
提
供
の
策
定
・
調
整
・
計
画
、
及
び
講
義
の
組
織
的
確
保
は
、
学
問
に
と
っ
て
重
大
な
意
味
を
も

つ
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
規
定
は
、
学
問
上
の
意
見
表
明
権
、
講
義
の
内
容
・
方
法
に
つ
い
て
の
決
定
権
を
侵
害
す
る
権
限
を
与
え
る

も
の
と
は
解
さ
れ
な
い
。

さ
ら
に
、
講
義
担
当
に
つ
い
て
の
学
部
長
部
局
の
決
定
は
、
講
義
提
供
の
確
保
に
仕
え
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
講
義
を
独

立
し
て
行
う
こ
と
が
教
員
の
任
務
で
あ
り
、
そ
の
点
で
は
教
授
の
自
由
が
、
法
律
上
も
明
示
的
に
保
障
さ
れ
て
い
る
（
同
１１
条
１
項
。）

さ
ら
に
、「
教
授
」
に
関
す
る
大
学
の
決
定
は
、
次
の
場
合
に
限
っ
て
許
容
さ
れ
る
（
同
１１
条
１
項
�
。）
そ
れ
は
、
教
授
（
講
義
）
運

営
の
組
織
、
修
学
・
試
験
規
則
の
策
定
と
維
持
、
及
び
教
授
評
価
に
関
わ
る
限
り
で
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
決
定
権
限
は

「
ボ
ン
基
本
法
１２
条
１
項
で
保
障
さ
れ
る
学
習
の
自
由
」
の
た
め
に
必
要
で
あ
り
、
と
く
に
教
員
間
に
自
発
的
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
欠

如
す
る
場
合
に
は
そ
う
な
の
で
あ
る
。

右
の
「
学
習
の
（
３
）

自
由
」
に
つ
い
て
言
え
ば
、
上
述
�
�
の
ラ
ン
ト
の
所
見
と
同
旨
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
連
邦
憲
法
裁
が
何�

ら�

先�

例�

へ�

の�

言�

及�

な�

し�

に�

、「
学
習
の
自
由
」
が
「
ボ
ン
基
本
法
１２
条
１
項
で
保
障
さ
れ
る
」
と
明
言
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
よ
う
。

ハ）．

大
学
教
員
の
任
用
手
続
は
、
学
問
の
自
由
の
保
障
と
特
別
に
深
く
関
連
し
て
い
る
。
学
問
そ
の
も
の
と
は
関
係
し
な
い
事
情
に

よ
っ
て
任
用
如
何
が
影
響
を
受
け
る
こ
と
は
、
教
授
・
研
究
の
自
由
な
行
使
に
直
接
的
な
危
険
を
も
た
ら
し
う
る
。（E

35,79

（113

）.

）
し
か
し
、
立
法
者
に
は
形
成
自
由
が
あ
り
、
本
件
で
は
「
憲
法
適
合
解
釈
」
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
の
要
請
は
尚
も
満
た
さ
れ

（
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て
い
る
。

前
述
の
通
り
、
学
部
長
部
局
が
任
用
委
員
会
か
ら
の
提
案
に
つ
き
決
定
す
る
（
ラ
ン
ト
大
学
法
９０
条
５
項
Nr.
２
。）
そ
れ
に
対
し
、

学
部
委
員
会
に
は
任
用
提
案
へ
の
見
解
表
明
権
が
与
え
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
（
同
９１
条
２
項
Nr.
６
。）
け
れ
ど
も
、
ハ
ン
ブ
ル
ク

大
学
の
場
合
、
任
用
委
員
会
は
学
部
に
設
置
さ
れ
て
い
る
が
（
同
１４
条
２
項
Nr.
４
）、
そ
こ
で
は
教
授
が
少
な
く
と
も
絶
対
多
数
を
占

め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
同
１４
条
２
項
Nr.
３
。）
か
よ
う
に
学
部
委
員
会
で
も
任
用
委
員
会
で
も
、
教
授
の
絶
対
多
数
が
確
保
さ
れ

て
お
り
（
同
１４
条
２
項
Nr.
３
）、
大
学
教
員
団
の
「
決
定
的
」
な
影
響
力
が
保
障
さ
れ
て
い
る
。
任
用
委
員
会
に
は
少
な
く
と
も
二
人

の
学
外
の
教
授
が
学
長
に
よ
り
指
名
さ
れ
る
こ
と
も
、
こ
の
点
を
動
揺
さ
せ
な
い
。
学
外
か
ら
の
視
点
に
よ
っ
て
、
む
し
ろ
学
問
的
多

元
性
と
選
考
の
質
が
向
上
す
る
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
を
立
法
者
は
正
当
に
考
慮
し
う
る
（
こ
こ
で
、
後
述
３
�
で
と
り
あ
げ
ら
れ
る

２
０
０
８
年
５
月
７
日
の
バ
イ
エ
ル
ン
・
ラ
ン
ト
憲
法
裁
判
所
判
決
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。）

勿
論
、
形
式
的
に
は
学
部
長
部
局
は
任
用
委
員
会
の
提
案
に
拘
束
さ
れ
ず
に
決
定
で
き
る
。
そ
の
上
、
学
部
長
部
局
の
う
ち
学
部
長

及
び
学
部
事
務
長
は
、
任
用
時
に
、
該
大
学
の
、
従
っ
て
該
学
部
の
構
成
員
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
学
部
長
部
局
が
任
用
委
員
会
の

提
案
と
意
見
を
異
に
す
る
場
合
に
は
、
学
部
構
成
員
の
専
門
的
評
価
特
権
を
破
壊
し
か
ね
な
い
（
同
上
、
バ
イ
エ
ル
ン
・
ラ
ン
ト
憲
法

裁
。）
し
か
し
、
大
学
実
務
に
も
対
応
す
る
「
憲
法
適
合
解
釈
」
に
よ
れ
ば
、
学
部
長
部
局
が
任
用
委
員
会
の
提
案
と
異
な
る
決
定
を

な
し
う
る
の
は
、
特
別
に
理
由
づ
け
ら
れ
た
例
外
的
場
合
だ
け
で
あ
る
。
か
よ
う
な
場
合
に
は
、
そ
し
て
、
こ
の
場
合
に
の
み
任
用
委

員
会
案
、
及
び
そ
れ
と
異
な
る
学
部
長
部
局
の
案
―
―
形
式
的
に
は
前
者
に
つ
い
て
の
決
定
で
あ
る
―
―
が
、
最
終
的
に
決
定
す
る
学

長
に
対
し
て
、
対
等
な
提
案
と
し
て
提
示
さ
れ
る
。
こ
う
し
て
、
憲
法
裁
は
、
任
用
委
員
会
の
、
従
っ
て
学
部
構
成
員
の
実
質
的
な
影

響
力
が
確
保
さ
れ
て
い
る
、
と
判
断
す
る
。
こ
の
論
脈
で
は
、
前
記
�
�
の
連
邦
行
政
裁
と
同
方
向
の
論
旨
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

�う

以
上
に
対
し
、
憲
法
裁
に
よ
る
と
、
本
件
法
律
の
違�

憲�

性�

は�

次�

の�

点�

に�

こ�

そ�

あ�

る�

。
そ
れ
は
、
次
に
述
べ
る
様
に
学
部
長
部
局
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の
諸
権
限
の
内
容
が
十
分
に
限
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
組
織
的
に
も
十
全
の
予
防
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
学
問
の
自
由

と
両
立
し
な
い
、
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
以
下
に
述
べ
ら
れ
る
が
、
言
わ
ば
、
こ
こ
か
ら
が
本
決
定
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

で
あ
ろ
う
。

イ）．

予
算
の
管
理
、
ポ
ス
ト
の
あ
り
方
、
ポ
ス
ト
補
充
は
学
問
の
場
に
と
っ
て
重
要
な
関
心
事
で
あ
る
。
勿
論
、
こ
れ
ら
の
権
限
が

学
部
長
部
局
に
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
自
体
に
は
、
何
ら
問
題
は
な
い
。
逆
に
、
教
員
が
多
数
を
占
め
る
合
議
機
関
に
よ
っ
て
こ
れ
ら

の
事
柄
が
決
定
さ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
責
任
の
所
在
が
不
明
確
で
、
決
定
事
項
と
の
適
正
な
距
離
（
つ
ま
り
客
観
性
）
が
欠
け
る

場
合
に
は
、
学
問
の
自
由
へ
の
危
険
と
な
り
う
る
。（E
111,

333

（359

）.

）
い
ず
れ
に
せ
よ
、
か
か
る
包
括
的
権
限
に
つ
い
て
は
、
誰

に
よ
っ
て
、
ど
の
機
関
に
よ
っ
て
担
当
さ
れ
よ
う
と
も
、
学
問
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
基
準
の
下
に
行
使
さ
れ
る
な
ら
ば
、
学
問
・
研

究
・
教
授
の
自
由
に
と
っ
て
の
悪
影
響
は
甚
大
な
の
で
あ
る
。（E

111,333

（358

）.

）

ロ）．

予
算
管
理
・
学
部
ポ
ス
ト
の
調
整
に
つ
い
て
の
学
部
長
部
局
の
権
限
は
、
予
算
法
上
の
一
般
的
拘
束
を
受
け
る
。
さ
ら
に
、
ラ

ン
ト
大
学
法
も
明
言
す
る
研
究
・
教
授
の
自
由
（
１１
条
）
に
よ
っ
て
限
定
さ
れ
る
。
こ
の
自
由
に
よ
っ
て
、
教
員
に
は
、
教
授
・
研
究

の
任
務
を
履
行
す
る
の
に
必
要
な
基
本
的
・
最
低
限
の
設
備
（
の
た
め
の
予
算
）
の
請
求
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
ず
、
学
長
か
ら
学
部
へ

予
算
が
配
分
さ
れ
る
（
同
９０
条
５
項
Nr.
１
）
に
際
し
、
と
も
か
く
も
教
員
に
よ
る
学
問
的
研
究
・
教
授
を
可
能
な
ら
し
め
る
に
足
る
人

的
・
物
的
手
段
が
与
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
任
用
交
渉
・
留
任
交
渉
の
際
の
設
備
・
予
算
に
関
す
る
約
束
に
よ
っ
て
学
部

長
部
局
は
拘
束
さ
れ
る
。

ラ

ー

ト

ハ）．

予
算
配
分
の
基
礎
と
な
る
の
が
、
大
学
の
構
造
・
発
展
計
画
で
あ
る
。
こ
れ
を
決
定
す
る
の
は
大
学
理
事
会
で
あ
る
が
（
同
８４

ゼ
ナ
ー
ト

条
１
項
Nr.
４
）、
そ
の
多
数
が
教
員
で
占
め
ら
れ
る
大
学
評
議
会
（
８５
条
３
項
Nr.
２
）
は
た
だ
、
こ
の
計
画
に
つ
い
て
見
解
を
表
明
し

う
る
だ
け
で
あ
る
（
８５
条
１
項
Nr.
５
。）

（
三
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ニ）．

上
述
の
様
に
、
一
定
の
制
約
は
あ
る
も
の
の
、
教
授
・
研
究
に
対
す
る
顕
著
な
影
響
力
が
学
部
長
部
局
に
は
残
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
こ
の
大
学
法
の
規
定
で
は
、
学
部
に
は
実
質
的
な
権
限
が
全
く
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
規
則
制
定
権
の
範
囲
は
、
試

験
・
修
学
規
則
、
入
学
選
抜
手
続
の
狭
い
領
域
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
、
修
学
課
程
の
設
置
、
変
更
、
廃
止
の
決
定
は
、
教
員

の
影
響
を
全
く
受
け
な
い
構
造
・
発
展
計
画
の
枠
内
で
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
学
部
委
員
会
に
は
任
用
提
案
に
関
し
て
、

見
解
を
述
べ
る
こ
と
だ
け
が
許
さ
れ
て
い
る
。

�え

右
の
如
き
権
限
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
は
、
学
部
委
員
会
の
直
接
・
間
接
の
参
加
、
影
響
力
、
情
報
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
に
よ
っ
て

も
十
分
に
は
埋
め
合
わ
さ
れ
な
い
。

イ）．

と
く
に
憲
法
裁
が
重
視
し
た
の
が
、
学
部
委
員
会
に
構
造
・
発
展
計
画
へ
の
参
加
権
が
な
い
点
で
あ
っ
た
。
今
回
の
大
学
法
で

は
、
こ
の
計
画
が
専
門
領
域
か
ら
ボ
ト
ム
・
ア
ッ
プ
し
て
策
定
さ
れ
る
様
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
そ
の
上
、
大
学
全
体
の
レ
ヴ
ェ
ル
で

ラ

ー

ト

も
、
教
員
の
参
加
が
同
様
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
前
示
の
通
り
、
こ
の
計
画
は
、
大
学
理
事
会
に
よ
り
議
決
さ
れ
、
教
員
が
多
数
を
占

め
る
大
学
評
議
会
に
は
見
解
表
明
権
が
与
え
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
そ
も
そ
も
、
大
学
理
事
会
に
お
け
る
教
員
の
影
響
力
も
極
め

て
限
定
的
な
も
の
で
あ
る
。
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
の
大
学
理
事
会
の
計
９
名
の
理
事
の
う
ち
４
人
だ
け
が
評
議
会
で
決
定
さ
れ
る
が
、
そ

の
他
５
名
に
つ
い
て
は
ラ
ン
ト
政
府
が
決
定
す
る
（
ラ
ン
ト
大
学
法
８４
条
３
項
。）
さ
ら
に
、
全
学
部
の
教
員
が
必
ず
し
も
、
評
議
会

に
代
表
さ
れ
る
と
は
限
ら
な
い
（
同
８５
条
３
項
Nr.
１
。）
結
局
、
個
々
の
教
員
・
学
部
が
法
的
に
は
、
構
造
・
発
展
計
画
の
策
定
に
影

響
力
を
も
つ
よ
う
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
以
上
、
言
わ
ば
一
種
の
「
民
主
的
正
当
化
」
を
め
ぐ
る
説
示
で
あ
る
。

ロ）．

学
部
委
員
会
の
も
つ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
可
能
性
と
し
て
は
、
学
部
長
部
局
へ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
及
び
学
部
に
関
す
る
全
ゆ
る
事
柄

に
つ
い
て
の
見
解
表
明
権
（
ラ
ン
ト
大
学
法
９１
条
２
項
Nr.
８
、
Nr.
９
）
だ
け
で
あ
り
、
そ
れ
ら
も
詳
細
に
具
体
化
さ
れ
た
も
の
と
は
言

え
な
い
。
ま
た
、
学
部
委
員
会
の
任
務
カ
タ
ロ
グ
に
は
、
学
部
長
部
局
に
対
す
る
実
効
的
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
な
り
う
る
包
括
的
情
報

３２０ 駿河台法学 第２６巻第１号（２０１２）
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権
が
規
定
さ
れ
て
い
な
い
（
同
９１
条
２
項
。）
憲
法
裁
の
こ
の
説
示
に
よ
っ
て
、
上
記
�
�
の
ラ
ン
ト
政
府
の
所
見
は
否
定
さ
れ
よ
う
。

ハ）．

か
よ
う
な
権
限
の
不
均
衡
は
、
次
の
２
点
に
も
見
ら
れ
る
。

aa）．

ラ
ン
ト
大
学
法
の
規
定
で
は
、
学
部
委
員
会
に
は
学
部
長
選
考
に
つ
き
限
定
的
な
参
加
権
し
か
与
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
学
長
の

選
ん
だ
者
を
た
だ
承
認
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
こ
の
法
律
で
は
、
学
部
長
と
し
て
選
任
さ
れ
う
る
者
は
、
そ
の
時
に
大
学

の
、
従
っ
て
学
部
の
構
成
員
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、
と
な
っ
て
い
る
。
学
部
長
に
な
り
う
る
者
が
専
門
領
域
に
属
す
る
教
員
に
限
定

さ
れ
て
い
る
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
法
（E

111,333

）
と
は
、
こ
の
点
で
対
照
的
で
あ
り
、
同
列
に
は
論
じ
ら
れ
な
い
。

確
か
に
、
学
問
の
自
由
に
は
、
学
部
指
導
部
を
選
任
す
る
学
部
の
権
利
な
る
も
の
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。（E

111,
333

（365

）.

）
だ

か
ら
、
本
件
大
学
法
の
右
の
定
め
も
そ
れ
自
体
と
し
て
は
、
学
問
の
自
由
に
反
し
な
い
。
だ
が
、
学
部
委
員
会
か
ら
ほ
と
ん
ど
全
て
の

重
要
な
権
限
が
奪
わ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
別
様
の
判
断
が
あ
り
う
る
。
憲
法
裁
は
こ
の
点
に
踏
み
込
ん
で
い
く
―
―
。

も
と
よ
り
、
学
部
委
員
会
に
は
承
認
権
（
ラ
ン
ト
大
学
法
９０
条
１
項
Nr.
３
）
が
あ
る
の
で
、
そ
の
意
見
に
抗
し
て
学
部
長
が
任
用
さ

れ
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、
ラ
ン
ト
大
学
法
は
、
学
部
長
及
び
学
部
長
部
局
の
他
の
構
成
員
（
副
学
部
長
、
事
務
長
）
の
選
任
に
つ
き
、

大
学
の
基
本
規
則
で
学
部
委
員
会
に
委
譲
し
う
る
と
し
て
い
る
限
り
で
、
大
学
に
裁
量
余
地
を
与
え
て
い
る
（
同
９０
条
１
項
Nr.
６
。）

ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
の
基
本
規
則
も
、
こ
れ
を
活
用
し
て
い
る
（
同
基
本
規
則
６
条
１
項
。）
但
し
、
こ
の
場
合
に
は
、
学
部
長
選
任
に

は
学
長
の
同
意
が
必
要
と
さ
れ
る
（
ラ
ン
ト
大
学
法
９０
条
１
項
Nr.
６
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
基
本
規
則
６
条
６
項
Nr.
１
。）

こ
う
し
て
本
件
大
学
法
を
前
提
と
す
る
と
、
学
部
長
選
考
を
め
ぐ
っ
て
、
学
長
と
学
部
委
員
会
と
の
間
に
衝
突
状
況
が
生
じ
う
る
。

そ
し
て
、
学
問
の
自
由
に
は
、
大
学
が
順
滑
に
運
営
さ
れ
う
る
と
い
う
こ
と
も
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。（E

35,
79

（124

）.

）
し
か

し
、
憲
法
裁
に
よ
れ
ば
、
衝
突
可
能
性
が
抽
象
的
に
あ
り
う
る
と
い
う
だ
け
で
は
違
憲
性
を
認
定
す
る
に
は
十
分
で
は
な
い
。（E

111,

333

（364

）.

）
立
法
者
は
原
則
と
し
て
、
相
互
「
協
働
」kooperation

に
立
脚
す
る
組
織
編
成
を
選
ぶ
こ
と
も
で
き
る
の
だ
か
ら
で
あ

（
四
〇
）
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る
。（E

111,333

（365

）.

）
尚
、
こ
の
点
に
つ
き
参
照
、
前
記
１
�
�
。

bb）．

こ
れ
に
対
し
、
連
邦
憲
法
裁
が
本
件
大
学
法
の
違�

憲�

性�

に�

つ�

き�

致�

命�

的�

だ
と
考
え
た
の
が
、
学
部
長
「
解
任
」
に
ま
つ
わ
る
学

部
委
員
会
の
権
限
の
脆
弱
さ
で
あ
る
。

ラ
ン
ト
大
学
法
の
規
定
で
は
結
局
、
学
部
委
員
会
は
、
教
員
の
信
頼
を
失
っ
た
学
部
長
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
解
任
を
決�

定�

す
る
こ
と

は
で
き
な�

い�

。
こ
れ
に
よ
り
、
学
部
委
員
会
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
限
が
顕
著
に
制
約
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、
か
よ
う
な
程
度

の
解
任
提
案
権
さ
え
も
が
、
加
重
さ
れ
た
多
数
決
に
よ
ら
な
け
れ
ば
行
使
し
え
な
い
、
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
こ
の
特
別
多
数
決

は
、
学
部
委
員
会
に
出
さ
れ
る
教
員
グ
ル
ー
プ
だ
け
で
は
得
ら
れ
ず
、「
他
の
グ
ル
ー
プ
」
と
の
了
解
を
強
制
さ
れ
る
も
の
な
の
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
法
律
の
文
言
（「
…
…
提
案
で
き
る
」（
ラ
ン
ト
大
学
法
９０
条
４
項
））
か
ら
し
て
、
学
部
委
員
会
の
提
案
は
、
学
長
に

対
し
て
拘
束
力
が
な
い
。
よ
っ
て
、
学
部
委
員
会
に
は
、
学
部
の
指
導
機
関
と
し
て
受
容
で
き
な
い
学
部
長
か
ら
離
れ
る
と
い
う
自
己

決
定
の
可
能
性
が
な
い
。
か
よ
う
に
、
学
部
長
解
任
の
権
限
の
欠
如
に
よ
り
、
学
部
委
員
会
が
学
部
長
（
部
局
）
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
こ
と
が
事
実
上
、
不
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

�お

以
上
、
結
論
と
し
て
こ
う
締
め
く
く
ら
れ
る
―
―
。
本
件
の
大
学
組
織
の
全
体
的
な
、
つ
ま
り
構
造
的
な
あ
り
方
は
、
立
法
裁

量
を
考
慮
し
て
も
尚
、
ボ
ン
基
本
法
５
条
３
項
に
反
し
て
い
る
。
本
件
法
律
の
９０
条
１
項
Nr.
３
（
学
部
長
選
任
に
つ
い
て
の
規
定
）、

９０
条
４
項
Nr.
２
、
Nr.
３
（
学
部
長
罷
免
に
つ
い
て
の
定
め
）、
９０
条
５
項
Nr.
１
、
Nr.
２
、
Nr.
７
（
学
部
長
部
局
の
権
限
に
つ
い
て
の
規

定
）、
９１
条
２
項
（
学
部
委
員
会
の
任
務
）
は
憲
法
違
反
で
あ
る
。
要
は
、
基
本
権
担
い
手
の
参
加
が
十
分
に
保
障
さ
れ
て
お
ら
ず
、

教
授
・
研
究
に
お
け
る
自
由
な
学
問
活
動
が
構�

造�

的�

に�

危�

険�

に�

さ�

ら�

さ�

れ�

て�

い�

る�

、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
但
し
、
違
憲
判
断
の
手
法

と
し
て
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
法
９５
条
３
項
Nr.
１
に
よ
り
、
違
憲
「
宣
言
」
に
と
ど
め
ら
れ
た
。

�

こ
こ
で
若
干
の
考
察
を
加
え
て
、
次
節
へ
繋
げ
る
た
め
の
仕
切
り
直
し
と
し
た
い
。
ま
ず
、
か
の
大
学
判
決
（E

35,79

）
か
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ら
上
記
１
、
２
の
両
決
定
を
貫
く
判
例
法
理
と
し
て
、「
大
学
の
自
治
」
と
言
っ
て
も
大
学
の
組
織
の
あ
り
方
に
つ
い
て
何
か
特
定
の

形
態
が
ボ
ン
基
本
法
か
ら
導
か
れ
る
わ
け
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
原
則
と
し
て
、
法
律
に
よ
っ
て
、
具
体
的
な
あ

り
方
が
定
め
ら
れ
て
よ
い
。
こ
の
点
で
、
連
邦
憲
法
裁
は
立
法
裁
量
の
余
地
を
広
く
認
め
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
学
は
そ
れ
が

国
立
大
学
で
あ
っ
て
も
「
自
治
団
体
」「
社
団
」
の
性
格
を
併
せ
持
つ
故
に
、「
企
業
」
形
態
へ
の
接
近
、
つ
ま
り
「
経
営
型
大
学
」
へ

の
変
貌
に
も
憲
法
上
の
一
線
が
画
さ
れ
る
の
で
な
い
か
。
そ
れ
が
、
大
学
と
い
う
組
織
に
お
い
て
学
問
に
従
事
す
る
者
に
は
、
と
り
わ

け
「
研
究
・
教
授
」
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
十
分
な
参
加
権
な
い
し
そ
れ
に
対
応
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
が
付
与
さ
れ
ね
ば
な
ら

な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
（
４
）

ろ
う
。
つ
ま
り
、「
学
問
の
自�

由�

の
組�

織�

法
的
次
元
」（
Ｋ
・
Ｆ
・
ゲ
ル
デ
ィ
（
５
）

ッ
ツ
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
参
加
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
十
分
に
実
効
的
に
、
研
究
・
教
授
の
「
現
場
」
で
の
基
本
権
担
い
手
に
確
保
さ
れ
て
い
る
か
否
か
が
、

１＝

ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
大
学
法
と
２＝

ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
法
と
を
分
か
つ
分
岐
点
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
両
事
件
に
お
け
る
各
所

見
の
分
布
の
差
異
が
、
そ
の
こ
と
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

２＝

ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
法
を
め
ぐ
っ
て
は
、
�
�
�
が
合
憲
論
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
�
は
専
門
裁
判
所
の
最
上
級
機
関
と
し
て

「
憲
法
適
合
解
釈
」
や
立
法
裁
量
論
を
展
開
し
な
が
ら
も
、
学
問
的
事
項
に
関
す
る
限
り
学
部
委
員
会
に
「
決
定
的
」
な
権
限
が
確
保

さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
促
し
、
結
果
と
し
て
辛
う
じ
て
合
憲
の
見
解
を
述
べ
た
の
で
あ
る
。

合
憲
論
を
採
っ
た
�
以
外
の
大
学
関
係
諸
団
体
と
し
て
は
、
�
�
�


が
い
ず
れ
も
違
憲
論
を
展
開
し
た
。
と
り
わ
け
、
ブ
ラ
ン
デ

ン
ブ
ル
ク
法
を
め
ぐ
っ
て
は
「
経
営
」「
協
働
」
の
視
点
を
強
調
し
て
大
学
指
導
部
の
権
限
強
化
を
正
当
化
し
て
い
た
�＝

教
育
・
学

問
組
合
が
、
本
件
ハ
ン
ブ
ル
ク
法
事
件
で
は
�
�


と
同
様
に
違
憲
論
に
与
し
て
い
る
の
が
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。（
こ
の
う
ち
、

�
�
は
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
法
を
め
ぐ
っ
て
も
違
憲
論
に
立
っ
て
い
た
。）
そ
こ
に
、
両
事
案
の
重
要
な
違
い
が
顔
を
の
ぞ
か
せ
て
お

り
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
事
件
で
は
、
単
に
「
経
営
」「
協
働
」
の
視
点
で
は
割
り
切
れ
な
い
（
正
当
化
で
き
な
い
）「
憲
法
」「
基
本
権
」
に

（
四
二
）
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固
有
の
争
点
が
賭
け
ら
れ
て
い
た
の
で
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
、
こ
の
憲
法
異
議
事
件
で
直
接
争
点
と
な
っ
た
の
は
、
学
部
長
部
局
へ
の

権
限
集
中
、
そ
れ
に
対
し
て
学
部
委
員
会
か
ら
の
権
限
剥
奪
の
憲
法
的
是
非
だ
っ
た
が
、
上
述
�
�
�え
イ）．

に
見
ら
れ
た
様
に
、
大
学

全
体
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
構
造
・
発
展
計
画
へ
の
学
部
委
員
会
の
参
加
権
の
脆
弱
さ
も
―
―
本
件
の
限
り
で
は
「
傍
論
」
に
と
ど
ま
（
６
）

る
が
―

―
、
ま
さ
に
「
学
問
の
自�

由�

の
組�

織�

法
的
次
元
」
と
い
う
視
点
か
ら
は
重
大
な
争
点
で
あ
り
え
よ
う
。

次
に
、
本
件
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
法
違
憲
決
定
の
意
義
を
ど
う
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
分
野
で
の
広
瀚
な
モ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー

を
も
つ
Ｋ
・
Ｆ
・
ゲ
ル
デ
ィ
ッ
ツ
の
位
置
づ
け
で
は
、
大
学
組
織
法
の
「
脱
・
憲
法
化
」、
つ
ま
り
「
経
営
型
大
学
」
へ
の
疾
走
の
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
た
の
が
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
大
学
法
決
定
で
あ
る
。
ゲ
ル
デ
ィ
ッ
ツ
に
よ
る
と
、
こ
の
動
き
に
歯
止
め
を
か
け
た
の
が
、

本
件
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
法
決
定
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
従
来
の
判
例
で
は
定
式
化
さ
れ
つ
つ
も
正
面
か
ら
論
じ
ら
れ
る
こ
と

の
な
か
っ
た
「
学
問
の
自�

由�

の
組�

織�

法
的
次
元
」
―
―
つ
ま
り
、
自
由
の
組
織
化
！
―
―
を
、
こ
の
決
定
は
直
視
し
た
、
と
言
う
の
で

あ
る
。
こ
の
１０
年
以
上
に
わ
た
り
、
と
く
に
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
・
プ
ロ
セ
ス
の
実
施
過
程
で
、
ド
イ
ツ
の
大
学
は
全
体
と
し
て
「
経
営
型
大

学
」
へ
の
か
じ
切
り
を
見
せ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
連
邦
憲
法
裁
の
こ
の
決
定
が
ハ
ン
ブ
ル
ク
を
越
え
て
他
の
諸
ラ
ン
ト
の
立
法
に
も

反
省
を
促
す
だ
ろ
う
と
言
う
の
が
ゲ
ル
デ
ィ
ッ
ツ
の
見
立
て
な
の
で
あ
る
。

果
た
し
て
、
そ
の
見
立
て
通
り
に
、
か
よ
う
な
方
向
へ
の
巻
き
戻
し
が
今
後
さ
ら
に
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
否
か
は
、
今
後
の
諸

ラ
ン
ト
の
大
学
立
法
の
動
向
と
判
例
展
開
を
ま
っ
て
判
断
す
る
他
は
な
い
。
と
ま
れ
、
我
ら
と
し
て
は
、
さ
ら
に
ゲ
ル
デ
ィ
ッ
ツ
に
示

唆
さ
れ
て
、
両
決
定
の
中
間
期
に
下
さ
れ
た
２
つ
の
裁
判
例
に
一
べ
つ
を
加
え
て
、
改
め
て
本
件
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
法
決
定
の
意
義
に

つ
い
て
も
う
少
し
掘
り
下
げ
て
考
え
て
み
た
い
。
そ
の
こ
と
は
ま
た
、
遡
っ
て
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
大
学
法
決
定
の
意
義
を
照
ら
し
返

す
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

３１６ 駿河台法学 第２６巻第１号（２０１２）
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注（
１
）

学
部
長
の
地
位
強
化
、
逆
に
学
部
委
員
会
の
権
限
弱
化
に
つ
い
て
は
既
に
、
一
九
九
〇
年
代
の
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
・
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ

ン
大
学
法
事
件
で
、
連
邦
憲
法
裁
は
、
独
任
制
の
方
向
へ
の
強
化
は
そ
れ
自
体
と
し
て
は
ボ
ン
基
本
法
５
条
３
項
に
反
し
な
い
。
個
々
の
教

員
の
学
問
の
自
由
の
保
障
は
、
学
問
施
設
（
大
学
）「
指
導
」
へ
の
参
加
を
無
制
約
に
保
障
し
な
い
と
し
て
、
合
議
制
原
理
の
完
全
な
貫
徹

は
、
憲
法
的
要
請
で
は
な
い
、
と
し
て
い
た
。E

93,85

（96.

）

（
２
）

そ
の
１１
条
は
、
教
授
・
研
究
の
自
由
に
含
ま
れ
る
内
容
を
述
べ
た
上
で
、
こ
の
問
題
領
域
に
お
い
て
、
大
学
の
機
関
が
決
定
を
下
し
う

る
対
象
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

（
３
）

小
稿
の
い
く
つ
も
の
箇
所
で
顔
を
出
す
「
学
習
の
自
由
」（
な
い
し
「
学
習
権
」）
に
つ
い
て
は
、
ま
と
ま
っ
た
検
討
を
す
る
余
裕
が
な

い
。
通
説
的
理
解
に
対
し
て
、
大
学
任
務
の
現
代
的
変
化
に
照
ら
し
て
、
学
生
の
職
業
選
択
の
自
由
（
１２
―

１G
G

）、
し
か
も
そ
の
た
め
に

効
果
的
な
教
育
と
い
う
こ
と
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
だ
、
と
言
う
の
はM

.
F
ehling,

D
ie
V
erw
altung

2002,
S.
399ff.

（403

）
こ
こ
か
ら

フ
ェ
ー
リ
ン
ク
は
、
大
学
自
治
は
な
る
ほ
ど
基
本
権
に
基
礎
を
置
く
が
、
し
か
し
、
そ
れ
は
５
―

３G
G

を
超
え
た
、
よ
り
広
い
基
本
権
の
問

題
だ
、
と
い
う
視
角
を
提
示
す
る
。
こ
う
し
て
フ
ェ
ー
リ
ン
ク
に
よ
る
と
、
大
学
自
治
に
は
、
単
に
教
員
だ
け
で
な
く
大
学
の
関
係
者
全
体

に
及
ぶ
、
参
加
―
代
表
と
い
う
準
民
主
的
視
点
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
ま
た
、
大
学
に
つ
い
て
の
古
典
的
な
考
え
方
と
も
な
じ
む
も

の
で
あ
る
、
と
さ
れ
る
。
尚
、
拙
稿
（
高
岡
法
学
２８
号
）
２７
頁
以
下
。

わ
が
国
で
は
周
知
の
様
に
、
ポ
ポ
ロ
事
件
最
高
裁
判
決
で
、
教
授
団
の
自
治
の
効
果
と
し
て
間
接
的
に
学
生
に
も
学
問
の
自
由
と
大
学
施

設
利
用
が
認
め
ら
れ
る
、
と
判
示
さ
れ
た
（
最
大
判
昭
和
３８
年
５
月
２２
日
、
刑
集
１７
巻
４
号
３
７
０
頁
。）
こ
れ
と
対
照
的
に
、
東
北
大
学

事
件
控
訴
審
（
仙
台
高
判
昭
和
４６
年
５
月
２８
日
、
判
時
６
４
５
号
５５
頁
）
で
は
、
学
生
は
大
学
の
不
可
欠
の
構
成
員
で
あ
り
、
大
学
運
営
に

つ
き
「
要
望
し
、
批
判
し
、
あ
る
い
は
反
対
す
る
当
然
の
権
利
を
有
し
、
教
員
団
に
お
い
て
も
、
十
分
こ
れ
に
耳
を
傾
け
る
べ
き
責
務
を
負

う
」
と
さ
れ
て
い
る
。
尚
、
参
照
、
日
本
法
社
会
学
会
編
・
大
学
問
題
の
法
社
会
学
的
研
究
に
所
収
さ
れ
て
い
る
、
兼
子
仁
「
大
学
に
お
け

る
学
生
の
地
位
」、
高
田
敏
「
学
生
の
権
利
」。

（
四
四
）

３１５近年ドイツにおける、「大学自治」の判例法理



（
４
）

T
h.G
ro�
,a.a.O

.,M
.F
ehling,a.a.O

.,S.404.

（
５
）

F
.G
ärditz,JZ

2011,S.314ff.

（
６
）

W
.K
ahl,a.a.O

.,S.255.
３

補
助
線
と
し
て
の
二
つ
の
裁
判
例

い
ず
れ
に
せ
よ
、
近
年
ド
イ
ツ
の
大
学
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
社
会
変
動
及
び
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
に
巻
き
込
ま
れ
て
お
り
、
上
記
１
、
２

の
二
つ
の
連
邦
憲
法
裁
の
決
定
か
ら
は
、
か
か
る
状
況
へ
の
苦
心
に
満
ち
た
態
度
表
明
が
観
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
前
節
の
末
尾
で
言
及
し
た
Ｋ
・
Ｆ
・
ゲ
ル
デ
ィ
ッ
ツ
の
論
評
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
決
定
の
中
間
期
に
位
置
す
る
、
さ
ら
に
二

つ
の
別
の
裁
判
例
を
挙
げ
て
、
各
々
の
動
向
を
補
強
的
に
説
明
す
る
も
の
、
と
し
て
（
１
）

い
る
（
つ
ま
り
、
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
大
学
法
決

定
の
方
向
か
、
又
は
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
法
決
定
の
方
向
か
。）
一
つ
は
、
ラ
ン
ト
・
レ
ヴ
ェ
ル
の
憲
法
裁
判
決
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、

連
邦
行
政
裁
判
所
の
判
決
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
二
つ
の
裁
判
例
に
視
線
を
注
い
だ
後
に
、
再
び
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
法
決
定
の

意
義
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

�

バ
イ
エ
ル
ン
・
ラ
ン
ト
憲
法
裁
判
所
’０８
・
５
・
７
判
決
（V

erfG
H
61,
103.

）
―
―
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
入
手
―
―
に
つ
い

て
―
―
。

こ
の
判
決
は
、
上
記
２
の
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
法
決
定
で
も
引
用
さ
れ
て
い
る
重
要
な
も
の
で
あ
る
。

ラ

ー

ト

多
く
の
例
に
も
れ
ず
、
バ
イ
エ
ル
ン
で
も
大
学
改
革
が
推
進
さ
れ
、
２
０
０
６
年
の
ラ
ン
ト
大
学
関
連
法
に
は
、
大
学
理
事
会
の
構

成
、
理
事
会
に
よ
る
学
長
選
出
、
教
員
任
用
案
に
つ
い
て
決
定
す
る
大
学
指
導
部
の
権
限
な
ど
に
関
す
る
新
し
い
規
定
が
含
ま
れ
て
い
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る
（
と
り
わ
け
ラ
ン
ト
大
学
法
２０
条
、
２１
条
、
２６
条
、
及
び
ラ
ン
ト
大
学
教
員
法
１８
条
。）
こ
れ
ら
の
諸
規
定
が
バ
イ
エ
ル
ン
・
ラ
ン

ト
憲
法
１
０
８
条
（
学
問
の
自
由
）
及
び
同
１
３
８
条
２
項
Nr.
１
（
大
学
自
治
の
保
障
）
に
反
し
て
い
る
、
と
し
て
ア
ウ
グ
ス
ブ
ル
ク

大
学
法
学
部
の
複
数
の
女
性
教
員
に
よ
り
「
民
衆
訴
訟
」P

opularklage

が
提
起
さ
れ
た
も
の
で
（
２
）

あ
る
。

�

ま
ず
、
申
し
立
て
に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
憲
法
の
通
説
・
判
例
に
よ
る
限
り
で
は
学
問
の
自
由
か
ら
大
学
組
織
の
特
定
形
態
が
命

じ
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
に
し
て
も
、
少
な
く
と
も
バ
イ
エ
ル
ン
憲
法
で
は
、
学
問
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
組
織
形
態
に
よ
っ
て
基
本
権

が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、「
教
授
」
に
直
接
関
わ
る
大
学
機
関
の
決
定
に
あ
た
り
教
員
団
に
「
主

導
的
な
」m

a�
gebend

影
響
力
が
、「
研
究
」
に
直
接
関
係
す
る
場
合
に
は
「
決
定
的
な
」ausschlaggebend

影
響
力
が
与
え
ら
れ

ね
ば
な
ら
（
３
）

な
い
。

�

申
し
立
て
人
は
さ
ら
に
、
バ
イ
エ
ル
ン
憲
法
で
は
、
学
問
の
自
由
が
大
学
自
治
に
よ
っ
て
「
補
完
」
さ
れ
て
い
る
。
学
問
の
自

由
に
比
し
て
、
大
学
自
治
に
は
独
自
の
「
制
度
的
保
障
」
が
含
ま
れ
て
お
り
、
ラ
ン
ト
憲
法
上
は
独
自
の
も
の
と
し
て
解
さ
れ
る
べ
き

だ
、
と
主
張
し
た
。
そ
れ
故
、
こ
の
「
制
度
的
保
障
」
は
―
―
ボ
ン
基
本
法
５
条
３
項
か
ら
導
れ
る
場
合
と
違
っ
て
―
―
、
学
問
に
ふ

さ
わ
し
い
大
学
組
織
と
言
え
る
た
め
の
最
低
限
度
の
水
準
を
超
え
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
、
と
言
う
の
で
（
４
）

あ
る
。
こ
う
し
て
、

大
学
自
治
と
は
、
民
主
的
な
内
部
組
織
と
実
効
的
な
正
当
化
水
準
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
実
効
的
な
正
当
化
水
準
と
言
え
る
た

め
に
は
、「
研
究
・
教
授
」
の
当
事
者＝

「
現
場
」
に
よ
る
「
構
成
的
な
」
―
―
つ
ま
り
、
単
な
る
同
意
、
承
認
で
は
な
く
て
―
―
選

出
行
為
に
基
づ
く
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

ま
た
、
拘
束
的
な
決
定
権
限
を
も
つ
機
関
の
組
織
に
つ
い
て
は
、「
大
学
に
特
有
の
」諸
要
請
が
妥
当
す
る
。
学
問
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
開
放
性
、
当
事
者
参
加
、
さ
ら
に
、
本
質
的
な
決
定
が
合
議
制
機
関
に
よ
っ
て
下
さ
れ
る
べ
き
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。
学
問

的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
ま
た
、
学
問
専
門
職
的
に
営
ま
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
専
門
的
な
決
定
を
担
当
す
る
大
学
機
関
に
は
、
か
よ

（
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う
な
専
門
的
判
断
能
力
が
あ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
決
定
権
は
、
と
り
わ
け
専
門
性
原
理
に
則
り
配
分
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

�

右
の
諸
要
請
に
照
ら
す
と
、
大
学
理
事
会
の
構
成
に
つ
い
て
の
バ
イ
エ
ル
ン
大
学
法
の
規
定
（
２６
条
１
項
Nr.
１
）
は
、
学
問
の

自
由
及�

び�

大
学
自
治
の
保
障
に
反
す
る
。
こ
の
法
律
で
は
、
大
学
理
事
会
は
単
な
る
諮
問
機
関
で
は
な
く
、
直
接
に
学
問
に
関
わ
る
決

定
権
を
も
っ
て
い
る
―
―
と
く
に
、
学
長
の
選
任
（
同
２６
条
５
項
�
Nr.
２
、
２１
条
１
項
�
）
及
び
大
学
基
本
規
則
の
議
決
（
同
２６
条
５

項
�
Nr.
１
）、
ま
た
修
学
課
程
の
設
置
・
改
廃
（
同
２６
条
５
項
�
Nr.
７
）
等
々
。
か
よ
う
に
、
大
学
理
事
会
は
学
問
事
項
に
つ
い
て
の

中
枢
的
決
定
機
関
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
こ
れ
に
対
す
る
教
員
の
「
決
定
的
」
影
響
が
及
ん
で
お
ら
ず
、
要
求
さ
れ
る
正
当
化
水
準
に

達
し
て
い
な
い
。
と
言
う
の
も
、
大
学
理
事
会
に
は
教
員
の
半
分
し
か
代
表
さ
れ
て
お
ら
ず
、
し
か
も
「
主
導
的
」
で
あ
る
べ
き
教
員

グ
ル
ー
プ
は
理
事
会
１６
名
の
な
か
の
、
た
っ
た
５
名
で
あ
る
。
さ
ら
に
理
事
長
は
、
学
外
者
が
な
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
、

学
長
を
選
出
す
る
と
い
う
伝
統
的
権
利
―
―
申
し
立
て
人
の
主
張
で
は
、
ラ
ン
ト
憲
法
１
３
８
条
２
項
�
の
保
障
の
下
に
あ
る
―
―
が
、

大
学
所
属
の
教
員
の
手
か
ら
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

�

大
学
指
導
部
が
教
員
任
用
を
決
定
す
る
規
定
（
ラ
ン
ト
大
学
法
２０
条
２
項
�
Nr.
１１
、
ラ
ン
ト
大
学
人
員
法
１８
条
５
項
�
〜
�
）

が
合
議
制
原
理
及
び
専
門
性
原
理
に
反
す
る
、
と
い
う
主
張
も
申
し
立
て
人
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。
教
員
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
る

ゼ
ナ
ー
ト

合
議
制
機
関
た
る
大
学
評
議
会
と
、
と
り
わ
け
学
部
委
員
会
が
任
用
提
案
に
つ
き
決
定
的
な
影
響
力
を
も
つ
べ
き
な
の
で
あ
る
、
と
。

学
部
の
構
成
員
か
ら
成
る
学
部
委
員
会
―
―
と
は
言
え
、
全
員
が
教
員
と
は
限
ら
な
い
―
―
は
、
単
に
そ
の
準
備
を
す
る
だ
け
で
あ
る
。

大
学
評
議
会
に
は
わ
ず
か
に
諮
問
的
役
割
が
与
え
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
申
し
立
て
人
の
主
張
で
は
、
そ
も
そ
も
大
学
指
導
部
に

は
そ
の
組
織
的
理
由
か
ら
し
て
、
学
問
の
専
門
的
基
準
に
従
っ
て
教
授
職
の
適
任
者
を
決
定
す
る
能
力
が
な
い
（
専
門
性
の
欠
如
。）

�

大
要
、
以
上
の
異
議
申
し
立
て
を
受
け
て
、
バ
イ
エ
ル
ン
憲
法
裁
が
出
し
た
結
論
は
、
申
し
立
て
が
理
由
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
、

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
判
旨
は
、
大
要
、
３
点
で
あ
る
。
�
―
―
憲
法
審
査
に
際
し
て
、
大
学
組
織
の
「
全
体
的
な
あ
り
方
」
を
考

３１２ 駿河台法学 第２６巻第１号（２０１２）
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慮
し
て
、「
構
造
的
な
危
険
」
が
認
定
さ
れ
る
か
否
か
、
が
判
断
さ
れ
る
。「
ア
カ
ー
デ
ミ
ッ
シ
ュ
」
な
事
項
の
核
心
に
触
れ
る
決
定
を

下
す
べ
き
大
学
機
関
は
原
則
と
し
て
、
大
学
教
員
が
多
数
を
占
め
る
よ
う
に
組
織
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
学
外
理
事
が
半
分

を
占
め
る
大
学
理
事
会
の
構
成
か
ら
は
、
何
ら
学
問
の
自
由
へ
の
「
構
造
的
な
危
険
」
は
生
じ
な
い
。
�
―
―
本
件
の
場
合
、
大
学
自

治
の
保
障
に
も
反
し
な
い
。
�
―
―
任
用
手
続
に
関
し
て
も
、
本
件
立
法
者
が
形
成
余
地
の
限
界
を
越
え
た
と
は
認
定
で
き
な
い
。
本

件
で
は
関
係
学
部
の
教
員
に
、
評
価
特
権
が
保
障
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
と
り
わ
け
�
�
の
判
旨
に
焦
点
を
当
て
て
見
て
行
き
た
い
。

（
以
下
、
�あ
�い
と
し
て
。）

�あ

申
し
立
て
人
の
主
張
を
受
け
て
、
バ
イ
エ
ル
ン
憲
法
裁
が
大
学
自
治
の
「
制
度
的
保
障
」
に
つ
い
て
展
開
し
て
い
る
件
り
に
着

目
し
た
い
―
―
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
本
件
で
は
、
大
学
自
治
の
「
権
利
」（
バ
イ
エ
ル
ン
憲
法
１
３
８
条
１
項
�
）
も
侵
犯
さ
れ
て
は

い
な
い
。
同
条
項
に
よ
る
と
、
大
学
の
設
置
・
管
理
は
国
の
担
当
事
項
で
あ
る
。「
学
問
的
」
大
学
は
法
律
に
よ
り
、
も
し
く
は
法
律

に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
、
バ
イ
エ
ル
ン
自
由
国
の
制
度
と
し
て
国
の
組
織
の
一
部
と
な
る
。
バ
イ
エ
ル
ン
の
学
問
的
大
学
は
自
治
権
の

担
い
手
と
し
て
、
そ
し
て
伝
統
的
に
「
公
法
上
の
社
団
」K

örperschaft
des
öffentlichen

R
echts

と
し
て
、
学
問
お
よ
び
そ�

の�

教

授
の
自
由
を
享
有
す
る
。
大
学
の
自
治
的
任
務
に
は
、
大
学
機
関
の
選
任
、
教
授
・
研
究
の
組
織
化
、
任
用
へ
の
関
与
、
大
学
財
産
の

管
理
、
入
学
者
登
録
、
プ
ロ
モ
ー
シ
（
＊
）

ョ
ン
（
博
士
号
）・
ハ
ビ
リ
タ
チ
オ
ー
ン
（
教
授
資
格
請
求
）
事
務
が
含
ま
れ
る
。
学
問
を
自
律

的
に
営
む
た
め
に
規
則
制
定
権
も
含
ま
れ
る
。

＊

こ
こ
で
、
大
学
自
治
の
「
核
心
領
域
」
の
一
つ
と
さ
れ
る
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
権
限
（
博
士
号
授
与
権
）
を
め
ぐ
る
、
ベ
ル
リ
ン
・

ラ
ン
ト
憲
法
裁
判
決
（
’０４
・
１１
・
１
）
―
―
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
入
手
―
―
に
少
し
く
触
れ
て
お
こ
う
。

ベ
ル
リ
ン
・
ラ
ン
ト
大
学
法
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
若
干
の
規
定
が
ベ
ル
リ
ン
・
ラ
ン
ト
憲
法
の
学
問
の
自
由
規
定
（
２１
条
１
項
）

に
反
す
る
と
し
て
、
ベ
ル
リ
ン
の
３
つ
の
大
学
に
よ
っ
て
憲
法
異
議
が
申
し
立
て
ら
れ
た
の
が
、
本
件
で
あ
る
。
申
立
の
主
要
部
分
に
つ
き
、

（
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憲
法
違
反
が
認
定
さ
れ
て
い
る
。
経
緯
と
し
て
は
、
本
件
直
近
の
ラ
ン
ト
大
学
法
改
正
で
、「
専
門
大
学
」F

achhochschule

卒
業
者
の
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
適
性
認
定
手
続
に
つ
き
専
門
大
学
の
同
意
を
条
件
と
す
る
こ
と
を
（
総
合
）
大
学
に
義
務
づ
け
る
点
が
、
と
り
わ
け
問
題
と
な
っ

た
。
さ
ら
に
、
口
頭
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
成
績
と
し
て
は
専
ら
博
士
論
文D

issertation

の
主
張
と
し
て
の
（
公
開
）
討
論
と
し
、
論
文
に

つ
い
て
は
該
大
学
に
所
属
し
な
い
少
く
と
も
一
人
の
審
査
員
を
加
え
て
評
価
す
る
こ
と
を
大
学
に
義
務
づ
け
た
。
こ
れ
ら
の
点
が
、
学
問
の
自

由
へ
の
侵
犯
で
あ
る
と
の
申
立
が
な
さ
れ
た
次
第
で
あ
っ
た
。
ラ
ン
ト
大
学
法
は
以
前
か
ら
既
に
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
手
続
に
つ
き
学
問
的
大

学
と
専
門
大
学
と
が
協
力
し
合
う
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う
態
度
に
出
て
い
た
。
該
手
続
の
専
門
横
断
性
、
さ
ら
な
る
現
代
化
・
透
明
化
の
視

点
か
ら
、
一
層
、
専
門
大
学
の
側
か
ら
の
関
与
が
強
め
ら
れ
た
と
い
う
背
影
が
あ
っ
た
。

こ
こ
で
は
、
主
要
部
分
に
関
す
る
判
旨
だ
け
を
挙
げ
て
お
こ
う
―
―
。

�

ベ
ル
リ
ン
憲
法
は
、「
学
問
、
研
究
、
教
授
」
に
「
直
接
」
関
わ
る
領
域
に
お
い
て
、（
学
問
的
）
大
学
の
自
治
「
権
」
を
「
保
障
し
て

い
る
。」
自
治
権
の
「
核
心
領
域
」
に
は
、
最
重
要
の
特
権
の
一
つ
と
し
て
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
権
利
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
の
条
件
・
手
続
と
を
自
律
的
に
、
自
己
の
責
任
に
お
い
て
規
定
す
る
権
利
が
あ
る
。
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
規
則
に
つ
き
ラ
ン
ト
が
認
可
す
る
の

も
、
専
ら
事
前
の
「
法
監
督
」
の
性
格
を
も
つ
に
過
ぎ
な
い
。

�

学
問
の
自
由
の
「
核
心
領
域
」
へ
の
法
律
で
の
制
約
は
、
対
抗
す
る
憲
法
的
法
益
の
保
護
の
た
め
に
の
み
許
さ
れ
る
。
そ
の
比
較
衡
量

に
あ
た
り
、
対
抗
し
合
う
基
本
権
の
意
味
（
重
要
度
）
と
比
例
原
則
と
が
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

�

本
件
直
近
の
法
改
正
で
、
専
門
大
学
卒
業
者
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
手
続
に
、
専
門
的
な
修
学
課
程
を
提
供
す
る
専
門
大
学
の
同
意
あ
る

こ
と
が
必
須
と
さ
れ
た
（
ラ
ン
ト
大
学
法
３５
条
３
項
�
。）
こ
の
こ
と
は
、
ベ
ル
リ
ン
憲
法
２１
条
１
項
に
適
合
し
な
い
。
こ
の
こ
と
で
、
大
学

は
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
手
続
に
誰
が
参
入
で
き
る
か
を
自
律
的
に
決
定
で
き
な
く
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
専
門
大
学
卒
業
者
の
職
業
の
自
由
、

学
問
の
自
由
に
よ
っ
て
も
、
さ
ら
に
は
専
門
大
学
の
自
治
に
よ
っ
て
も
正
当
化
さ
れ
え
な
い
。

３１０ 駿河台法学 第２６巻第１号（２０１２）
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�

ベ
ル
リ
ン
・
ラ
ン
ト
大
学
法
は
、
口
頭
で
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
試
験
と
し
て
、
専
ら
博
士
論
文
の
主
張
と
し
て
の
討
論
を
規
定
す
る

（
３５
条
４
項
�
、
３５
条
６
項
。）
こ
れ
は
、
大
学
の
学
問
活
動
の
「
核
心
領
域
」
に
介
入
す
る
も
の
だ
が
、
何
か
対
抗
す
る
憲
法
法
益
に
よ
っ

て
正
当
化
さ
れ
な
い
。

�

ラ
ン
ト
大
学
法
は
、
該
大
学
に
所
属
し
な
い
少
な
く
と
も
一
人
の
審
査
員
を
加
え
る
と
い
う
条
件
の
下
に
、
博
士
論
文
の
審
査
を
規
定

す
る
（
３５
条
５
項
�
。）
こ
れ
は
、
大
学
自
治
の
「
核
心
領
域
」
へ
の
違
憲
な
侵
害
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
大
学
の

権
限
を
部
分
的
に
制
約
す
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
比
例
原
則
に
照
ら
し
て
正
当
化
さ
れ
な
い
。
そ
れ
は
、
と
り
わ
け
職
業
の
自
由
と
の
関
係
で
も

―
―
こ
こ
で
関
係
す
る
人
的
集
団
の
範
囲
は
極
め
て
狭
い
―
―
「
必
要
で
な
い
。」nicht

erforderlich.

と
言
う
の
も
、
大
学
で
こ
れ
ま
で
営

ま
れ
て
き
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
手
続
が
、
客
観
性
・
公
正
さ
を
疑
わ
れ
る
い
わ
れ
が
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
外
部
審
査

員
の
参
加
が
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
手
続
の
客
観
性
向
上
に
、
よ
り
「
適
切
」geeigneter

で
あ
る
と
も
言
え
な
い
。

�

第
６
点
目
は
、
以
上
に
反
し
て
、
合
憲
判
断
さ
れ
た
事
項
で
あ
る
。
ベ
ル
リ
ン
・
ラ
ン
ト
大
学
法
に
よ
れ
ば
、
専
門
大
学
教
員
が
そ
の

卒
業
生
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
手
続
で
の
審
査
員
な
い
し
試
験
員
に
な
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
３５
条
３
項
�
。）
も
し
、
こ
の
こ
と
が
法
律

の
命
令
す
る
こ
と
だ
と
す
れ
ば
、
大
学
の
規
則
制
定
の
自
治
へ
の
介
入
で
あ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
件
で
は
、
こ
こ
に
大
学

自
治
の
「
核
心
領
域
」
へ
の
侵
害
は
な
い
。
大
学
は
依
然
と
し
て
、
個
々
の
場
合
に
、
専
門
大
学
教
授
を
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
手
続
に
関
与
さ
せ

な
い
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
該
条
項
の
文
言
で
は
、「
…
…
で
き
るkönnen

」
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
大
学
自
治
も
無
制
約
で
は
な
い
。
大
学
理
事
会
に
つ
い
て
の
件
の
諸
規
定
は
自
治
「
権
」
の
核
心
に
は
介
入
し
て
お
ら
ず
、

そ
の
こ
と
は
社
団＝

自
治
団
体
た
る
大
学
と
国
と
の
垂
直
関
係
に
お
い
て
も
（
以
下
、
イ）．

）、
大
学
の
水
平
的
内
部
関
係
（
ロ）．

）
に

お
い
て
も
そ
う
で
あ
る
。

（
五
〇
）

３０９近年ドイツにおける、「大学自治」の判例法理



イ）．

当
憲
法
裁
は
、
連
邦
憲
法
裁
の
判
例
に
従
っ
て
、
法
律
に
よ
っ
て
自
治
団
体
事
項
と
国
の
事
項
と
が
配
分
さ
れ
て
お
り
、
大
学

に
は
自
己
責
任
で
の
形
成
が
認
め
ら
れ
る
核
心
領
域
が
与
え
ら
れ
て
い
る
、
と
す
る
。
本
件
大
学
法
で
は
別
段
の
定
め
な
き
限
り
、
大

学
の
全
て
の
事
項
が
団
体
の
自
治
事
項
に
入
る
（
同
１２
条
２
項
。）
例
外
は
た
だ
、
国
の
事
項
と
し
て
限
定
列
挙
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

（
同
１２
条
３
項
。）
大
学
の
自
治
領
域
に
つ
い
て
は
、
国
に
は
「
法
監
督
」R

echtsaufsicht

の
行
使
だ
け
が
許
さ
れ
て
い
る
（
同
７４

条
１
項
。）

こ
の
大
学
法
に
よ
る
自
治
事
項
と
し
て
は
、
と
り
わ
け
修
学
・
試
験
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
ハ
ビ
リ
タ
チ
オ
ー
ン
に
関
す
る
規
則
制

定
（
５８
条
１
項
�
、
６１
条
２
項
�
な
ど
）
及
び
規
程
に
よ
り
学
費
を
徴
収
す
る
こ
と
（
７１
条
１
項
�
、
６
項
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
教
授

権
限
の
付
与
（
６５
条
１０
項
）、
研
究
・
教
授
の
計
画
、
組
織
、
実
施
に
関
す
る
重
要
な
事
柄
も
そ
う
で
あ
る
。
大
学
法
に
よ
り
、
大
学

は
国
の
事
務
を
も
担
当
し
て
お
り
、
教
員
の
任
用
手
続
は
国
と
の
「
共
同
事
項
」res

m
ixtae

で
あ
る
（
１２
条
３
項
。）

以
上
、
憲
法
裁
は
、
本
件
大
学
法
の
諸
規
定
が
憲
法
の
大
学
自
治
規
定
（
同
１
３
８
条
２
項
�
）
に
違
反
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
、

と
す
る
。

ロ）．

大
学
理
事
会
の
構
成
は
、
大
学
の
内
部
関
係
と
し
て
も
バ
イ
エ
ル
ン
憲
法
に
適
合
し
て
い
る
。

aa）．

「
自
治
の
制
度
的
保
障
」
は
、
大
学
内
部
の
各
種
会
議
体
が
学
問
に
ふ
さ
わ
し
く
構
成
さ
れ
る
こ
と
を
要
請
す
る
。
と
は
言
え
、

大
学
組
織
の
あ
り
方
を
判
断
す
る
際
、
研
究
・
教
授
が
た
だ
大
学
自
治
の
任
務
だ
け
に
と
ど
ま
る
も
の
で
な
い
こ
と
が
考
慮
さ
れ
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
国
際
的
な
研
究
を
組
織
・
促
進
す
る
た
め
に
、
そ
の
枠
組
条
件
の
整
備
が
必
要
と
な
る
。
例
え
ば
、
マ
ッ
ク

ス
・
プ
ラ
ン
ク
研
究
所
の
評
議
会
、
理
事
会
に
は
、
財
界
及
び
他
の
研
究
機
関
か
ら
の
者
が
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

研
究
「
政
策
」
の
決
定
が
、
社�

会�

的�

に�

受
容
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
視
点
か
ら
は
―
―
例
え
ば
核
物
理
学
、
遺
伝
子
研
究
な
ど
を

想
起
せ
よ
―
―
外
部
識
者
の
関
与
が
妥
当
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
尚
、
こ
の
件
り
は
、
前
出
２
の
�
�
の
見
解
と
一
脈
通
じ

３０８ 駿河台法学 第２６巻第１号（２０１２）

（
五
一
）



る
も
の
が
あ
る
。）

本
件
大
学
法
で
は
、
大
学
は
国
際
協
力
・
外
国
大
学
と
の
交
流
（
２
条
４
項
）、
及
び
知
識
・
技
術
の
移
譲
を
促
進
す
る
（
２
条
５

項
�
。）
さ
ら
に
大
学
は
、
研
究
企
画
及
び
「
重
点
」
を
調
整
し
、
そ
の
際
、
他
の
研
究
機
関
と
協
力
す
る
（
７
条
。）
研
究
企
画
は
ま

た
、
第
三
者
資
金D

rittm
itteln

で
助
成
さ
れ
る
（
８
条
。）
こ
の
よ
う
に
、
本
件
立
法
者
が
、
大
学
の
任
務
が
変
容
し
た
こ
と
を
受
け

て
、
組
織
を
新
し
く
形
成
し
た
こ
と
に
何
ら
問
題
は
な
い
。

ゼ
ナ
ー
ト

bb）．

具
体
的
・
個
別
的
に
見
る
と
、
本
件
で
は
学
部
と
大
学
評
議
会
に
自
治
保
障
の
核
心
事
項
が
委
ね
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
構

成
員
の
多
数
は
教
員
で
あ
る
。
評
議
会
に
は
、
修
学
・
試
験
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・
ハ
ビ
リ
タ
チ
オ
ー
ン
に
つ
い
て
の
規
則
制
定
権
及

び
学
費
徴
収
に
つ
い
て
の
規
則
制
定
権
が
与
え
ら
れ
て
い
る
（
大
学
法
２５
条
３
項
Nr.
１
。）
さ
ら
に
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
・
ハ
ビ
リ
タ

マ
ス
ゲ
ー
プ
リ
ッ
ヒ

チ
オ
ー
ン
に
つ
い
て
は
学
部
が
「
主
導
的
な
」
影
響
力
を
も
つ
（
同
６５
条
１
項
、
６５
条
８
項
。）
評
議
会
に
は
、
研
究
・
学
問
・
芸
術

の
後
進
育
成
及
び
「
共
同
参
画
」
に
と
っ
て
原
則
的
な
事
項
の
議
決
権
限
、
さ
ら
に
重
点
研
究
の
決
定
権
限
（
同
２５
条
３
項
）
な
ど
が

与
え
ら
れ
て
い
る
。

cc）．

そ
れ
に
対
し
、
そ
の
多
数
が
教
員
で
占
め
ら
れ
る
の
で
な
い
大
学
理
事
会
、
従
っ
て
「
当
事
者
参
加
」
が
妥
当
し
な
い
大
学
理

事
会
に
は
、
大
学
自
治
の
核
心
領
域
に
入
る
任
務
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
理
事
会
に
は
、
国
の
任
務
、
及
び
大
学
の
計
画
・
統
制
・

発
展
に
関
す
る
事
項
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
。

理
事
会
の
存
在
は
、
大
学
の
任
務
の
変
容
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
学
外
理
事
は
広
い
学
識
と
豊
富
な
経
験
と
を
有
し
て
お
り
、

大
学
の
将
来
へ
の
寄
与
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
尚
、
学
外
理
事
は
、
８
名
の
学
内
理
事
を
向
う
に
回
し
て
意
見
を
通
せ
な
い
仕
組
み
に

な
っ
て
い
る
（
２６
条
１
項
�
。）

�い

教
授
任
用
の
提
案
に
つ
い
て
の
大
学
指
導
部
の
議
決
権
限
（
２０
条
２
項
�
Nr.
１１
な
ど
）
も
、
ラ
ン
ト
憲
法
に
反
し
な
い
。

（
五
二
）
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イ）．

こ
の
権
限
は
、
学
問
・
教
授
の
自
由
（
バ
イ
エ
ル
ン
憲
法
１
０
８
条
）
を
侵
犯
し
な
い
。
無
論
、
教
員
は
、
大
学
で
の
学
問
の

営
み
に
つ
き
第
一
に
責
任
を
も
つ
担
い
手
で
あ
る
。
そ
の
選
考
に
つ
き
、
学
問
外
在
的
な
影
響
が
及
べ
ば
、
研
究
・
教
授
の
自
由
な
行

ア
ウ
ス
シ
ュ
ラ
ー
ク
ゲ
ー
ベ
ン
ト

使
に
直
接
的
な
危
険
が
生
ず
る
。
故
に
、
選
考
手
続
に
お
い
て
は
、
他
の
グ
ル
ー
プ
に
比
し
て
教
員
グ
ル
ー
プ
に
「

決

定

的

な
」

影
響
力
行
使
が
認
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。（E

35,
79

（134

）.

）
と
は
言
え
、
大
学
自
治
と
は
、
純
然
た
る
「
互
選
権
」
の
如
く
無
制

約
の
権
利
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
研
究
・
教
授
の
「
こ
の
」
側
面
は
、
国
の
大
学
行
政
と
の
協
力
に
よ
っ
て
刻
印
さ
れ
て
い
る
。
講
座

の
構
成
に
つ
い
て
は
、
学
部
の
提
案
権
と
国
の
任
用
権
と
が
結
合
し
て
い
る
。
学
部
は
、
そ
の
学
問
的
専
門
的
知
見
故
に
、
任
用
手
続

に
お
い
て
「
主
導
的
に
」
関
与
す
る
。
他
方
で
し
か
し
、
教
授
職
は
公�

務�

員�

と�

し�

て�

生
涯
に
わ
た
り
任
用
さ
れ
る
（
大
学
人
員
法
８
条

１
項
）
も
の
だ
か
ら
、
公�

職�

の
委
託
は
適
性
・
能
力
・
業
績
に
照
ら
し
て
な
さ
れ
る
（
同
９４
条
２
項
、
バ
イ
エ
ル
ン
憲
法
１
１
６
条
。）

言
う
ま
で
も
な
く
、
国
の
担
当
大
臣
に
教
授
任
用
の
決
定
権
が
あ
る
。（E

35,79

（133

）.

）
本
件
法
律
に
問
題
は
な
い
。

aa）．

本
件
で
は
、
学
部
教
員
に
、
任
用
手
続
に
お
け
る
十
分
な
参
加
と
専
門
的
評
価
特
権
が
保
障
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
き
、

バ
イ
エ
ル
ン
憲
法
裁
に
よ
っ
て
以
下
の
如
く
や
や
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
学
部
は
、
任
用
提
案
の
準
備
の
た
め
に
、
教
授
が
票
決
数
ベ
ー
ス
で
多
数
を
握
る
任
用
委
員
会
を
設
置
す
る
（
大
学
人
員
法

１８
条
４
項
�
、
�
。）
そ
れ
は
、
教
員
グ
ル
ー
プ
に
「
決
定
的
」
影
響
力
を
確
保
す
る
た
め
で
あ
る
。
確
か
に
、
教
員
選
考
の
質
向
上

の
た
め
に
、
任
用
委
員
会
に
は
少
な
く
と
も
一
人
は
学
部
外
部
の
者
が
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（
同
１８
条
４
項
�
。）
し
か
し
、

外
部
委
員
の
賛
成
が
な
く
と
も
、
委
員
会
の
多
数
決
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
当
委
員
会
の
委
員
、
そ
し
て
該
学
部

の
教
授
は
、
任
用
提
案
に
反
対
意
見
を
述
べ
、
こ
れ
を
任
用
提
案
に
添
付
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
１８
条
４
項


。）
こ
の
こ
と
も
、

専
門
性
原
理
に
仕
え
る
も
の
で
あ
る
。

bb）．

大
学
指
導
部
は
、
任
用
委
員
会
か
ら
の
提
案
に
つ
き
、
大
学
内
部
的
に
議
決
す
る
（
大
学
人
員
法
１８
条
５
項
�
他
。）
任
用
委

３０６ 駿河台法学 第２６巻第１号（２０１２）
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員
会
と
違
う
意
見
に
至
っ
た
場
合
に
は
、
学
部
委
員
会
の
意
見
を
聴
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

教
授
任
用
を
最
終
的
に
決
定
す
る
の
は
担
当
大
臣
で
あ
り
、
提
案
に
添
う
義
務
は
な
い
（
同
１８
条
６
項
�
。）
勿
論
、
大
学
か
ら
の

提
案
に
は
格
別
の
重
み
が
与
え
ら
れ
る
。
以
上
、
任
用
手
続
に
は
問
題
は
な
い
。

ロ）．

バ
イ
エ
ル
ン
憲
法
１
３
８
条
２
項
�＝

大
学
自
治
も
侵
犯
さ
れ
て
は
い
な
い
。
大
学
自
治
の
保
障
は
、
教
授
任
用
に
関
し
て
は

憲
法
１
０
８
条＝

学
問
の
自
由
か
ら
導
か
れ
る
。
そ
れ
は
、
教
員
の
参
加
権
（
上
記
�い
イ
））
以
上
に
は
及
ば
な
い
。
右
の
二
つ
の
憲

法
規
定
か
ら
、
大
学
指
導
部
及
び
国
の
関
与
を
排
除
す
る
が
如
き
、
任
用
に
つ
い
て
教
授
団
が
単
独
で
決
定
す
る
権
利
は
導
か
れ
え
な

い
。

注（
１
）

F
.G
ärditz,a.a.O

.,S.314.

（
２
）

こ
こ
で
「
民
衆
訴
訟
」
と
は
、「
憲
法
異
議
」
と
は
異
な
っ
て
、
バ
イ
エ
ル
ン
・
ラ
ン
ト
の
法
規
範
が
、
ラ
ン
ト
憲
法
の
基
本
権
を
違
憲

的
に
制
約
す
る
場
合
に
提
起
し
う
る
も
の
で
あ
る
。
憲
法
異
議
と
は
、
手
続
要
件
も
異
な
る
。

（
３
）
「
教
授
の
自
由
」
と
「
研
究
の
自
由
」
と
を
分
節
化
す
る
試
み
に
つ
き
、
拙
稿
・
高
岡
法
学
（
前
掲
）。

（
４
）

こ
の
様
に
、
本
件
訴
訟
提
起
者
は
、
ラ
ン
ト
憲
法
上
の
学
問
の
自
由
（
１
０
８
条
）
と
大
学
自
治
（
１
３
８
条
２
項
）
の
二
本
立
て
で

の
主
張
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
ラ
ン
ト
憲
法
裁
の
論
理
が
全
体
と
し
て
、
前
者
に
傾
斜
な
い
し
収
縮
し
て
い
る
と
い
う
読
み
方
を
示
す

の
は
、M

.B
urgi/I.

―D
.G
rä
f,D
V
B
L
2010,S.1125

ff.

（1130
）.

（
五
四
）
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�

連
邦
行
政
裁
判
所
’０９
・
１１
・
２６
判
決
（＝

B
V
erw
G
E
135,286

）
に
つ
い
て
―
―
。

�

本
件
上
告
人
は
、
１
９
７
５
年
に
終
身
で
ラ
ン
ト
か
ら
正
教
授
と
し
て
任
用
さ
れ
た
者
で
あ
る
。’０２
・
６
・
２４
の
ニ
ー
ダ
ー
ザ

ク
セ
ン
大
学
法
（
同
年
１０
月
１
日
発
効
）
に
よ
り
、
大
学
は
、
大
学
か
ら
の
申
し
出
に
よ
っ
て
「
公
法
上
の
財
団
」Stiftung

des
öffen-

ゼ
ナ
ー
ト

tlichen
R
echts

に
移
管
さ
れ
う
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
年
１０
月
１６
日
、
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
大
学
評
議
会
は
１３
対
１２
の
辛
う
じ
て
の
多
数

決
で
移
管
提
案
を
可
決
し
た
。
そ
れ
を
受
け
て
ラ
ン
ト
政
府
に
よ
っ
て
、
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
大
学
「
財
団
」
設
立
の
命
令
（
１２
月
１７
日
。

発
効
日
は
’０４
・
１
月
１
日
）
が
発
せ
ら
れ
た
。
続
い
て
、
財
団
の
長
（
同
時
に
、
学
長
で
も
あ
る
）
は
、
上
告
人
の
財
団
へ
の
受
け

入
れ
を
命
じ
て
い
る
。
そ
の
文
書
で
は
、
従
前
の
ラ
ン
ト
に
代
わ
り
財
団
が
雇
用
主
と
な
る
が
、
公
務
員
関
係
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り

は
な
い
。
上
告
人
は
、
俸
給
グ
ル
ー
プ
Ｃ
４
の
教
授
と
さ
れ
た
。
行
政
不
服
申
し
立
て
後
の
第
一
審
で
勝
訴
し
た
が
、
ラ
ン
ト
上
級
行

政
裁
で
の
逆
転
敗
訴
を
経
て
、
上
告
に
及
ん
だ
と
い
う
次
第
で
あ
っ
た
。

�

上
告
に
理
由
な
し
、
と
い
う
の
が
本
審
で
の
結
論
で
あ
る
。
第
一
、
上
告
人
に
関
し
財
団
へ
の
受
け
入
れ
の
法
的
条
件
は
満
た

さ
れ
て
お
り
（
↓
�あ
）、
第
二
に
、
当
財
団
も
「
公
法
上
の
財
団
」
と
し
て
適
法
に
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
�い
）、
と
し
た
の
だ
っ

た
。
第
三
、
財
団
移
管
後
の
大
学
に
、
自
由
な
教
授
・
研
究
活
動
が
十
分
に
保
障
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
か
否
か
が
、
問
わ
れ
よ
う

（
�う
。）

�あ

上
告
人
の
財
団
へ
の
受
け
入
れ
の
法
的
根
拠
は
、
連
邦
公
務
員
大
綱
法
Ｂ
Ｒ
Ｒ
Ｇ
で
あ
り
、
問
題
の
諸
規
定
は
、
本
件
に
と
っ

て
の
基
準
と
な
る
時
期
に
は
、
ラ
ン
ト
に
よ
っ
て
補
完
さ
れ
る
べ
き
大
綱
法
で
は
な
く
、
直
接
に
連
邦
法
と
し
て
妥
当
し
て
い
た
。

こ
の
法
律
で
は
、
公
務
員
の
同
意
な
し
に
雇
用
主
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
１
２
８
条
２
項
、
３
項
、
４
項
。）
こ
の
こ
と

は
、
ボ
ン
基
本
法
３３
条
５
項
に
反
し
な
い
。
終
身
で
の
公
務
員
に
つ
い
て
も
同
じ
で
あ
る
。

’０２
の
新
し
い
ラ
ン
ト
大
学
法
に
よ
る
と
、
大
学
の
運
営
主
体
に
は
、
大
学
を
維
持
・
発
展
さ
せ
る
任
務
が
あ
る
。
大
学
の
人
的
・

３０４ 駿河台法学 第２６巻第１号（２０１２）
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物
的
設
備
に
つ
き
責
任
を
も
ち
、「
研
究
・
教
授
」
に
お
け
る
自
由
な
学
問
的
活
動
を
保
障
す
る
の
も
、
大
学
の
運
営
主
体
で
あ
る
。

運
営
主
体
の
変
更
に
伴
な
っ
て
、
こ
う
し
た
責
任
も
財
団
に
移
っ
た
。
か
く
し
て
、
国
の
任
務
、
と
り
わ
け
人
事
行
政
も
財
団
が
担
当

す
る
。
大
学
に
必
要
な
人
的
資
源
で
あ
る
公
務
員
の
上
司
は
、
財
団
の
長
で
も
あ
る
と
こ
ろ
の
学
長
で
あ
る
。

�い

当
財
団
は
、
公
法
上
の
法
人
と
し
て
適
法
に
設
立
さ
れ
、
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
大
学
の
運
営
を
引
き
継
い
だ
。

大
学
か
ら
の
申
し
出
は
、
大
学
評
議
会
で
の
議
決
を
経
て
、
適
法
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
大
学
評
議
会
で
の
件
の
可
決
は
、
ボ

ン
基
本
法
５
条
３
項
に
反
し
な
い
。

さ
て
、
ボ
ン
基
本
法
５
条
３
項
に
よ
る
と
、
大
学
の
あ
り
方
（
組
織
、
構
造
）
に
関
す
る
法
律
規
定
は
、
大
学
教
員
に
対
し
て
自
由

な
学
問
活
動
を
保
障
す
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
学
問
の
自
由
を
「
実
効
的
」
に
保
障
す
る
に
は
、「
研
究
、
教
授
」

の
自
由
へ
の
「
構
造
的
な
危
険
」
を
排
除
す
る
た
め
の
組
織
的
対
処
が
必
要
で
あ
る
。

「
学
問
的
に
重
要
な
」「
つ
ま
り
研
究
、
教
授
に
関
わ
る
事
柄
」
に
お
け
る
大
学
の
合
議
制
機
関
の
権
限
に
つ
い
て
は
、
組
織
的
に
「
学

問
に
ふ
さ
わ
し
い
決
定
」
が
な
さ
れ
る
べ
く
保
障
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
教
員
グ
ル
ー
プ
が
「
直
接
、
研
究
に
関
わ

る
事
項
」
に
つ
き
「
決
定
的
な
」
影
響
力
を
も
つ
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
か
か
る
事
項
に
関
し
て
は
、
合
議
制
機
関
に
お
い
て
教
員
グ

ル
ー
プ
に
は
「
絶
対
多
数
」
が
確
保
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
教
員
の
任
用
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。（E

35,79

（129ff.

）,E
111,333

（355f.

）.

）

こ
の
新
し
い
ラ
ン
ト
大
学
法
が
発
効
し
た
日
（
’０２
・
１０
月
１
日
）
に
存
在
し
た
過
渡
期
の
大
学
評
議
会
―
―
法
律
で
は
、’０３
・
１

月
３１
日
ま
で
に
は
新
し
く
構
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
―
―
は
、
ボ
ン
基
本
法
５
条
３
項
か
ら
要
求
さ
れ
る
右
の
諸
条
件
を
満
た

し
て
い
た
。
評
議
員
１３
名
の
う
ち
７
名
が
教
員
で
あ
っ
た
の
で
、「
絶
対
多
数
」
を
確
保
し
て
い
た
。
ま
た
、
ボ
ン
基
本
法
５
条
３
項

か
ら
は
、
学
問
に
関
わ
る
事
項
に
つ
き
決
定
す
る
合
議
制
機
関
の
最
小
規
模
及
び
任
期
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
内
容
を
観
取
す
る
こ
と

（
五
六
）
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は
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、
合
議
制
機
関
が
選
出
後�

に�

委
ね
ら
れ
た
事
項
に
つ
い
て
―
―
本
件
で
は
、
財
団
へ
の
移
管
に
関
し
て
―
―
決

定
す
る
こ
と
が
、
基
本
法
５
条
３
項
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
と
も
言
え
な
い
。
極
め
て
重
大
な
事
項
に
つ
い
て
も
そ
う
で
あ
る
。

最
後
に
、
全
て
の
学
部
（
専
門
領
域
）
が
大
学
の
全
学
的
合
議
制
機
関＝

評
議
会
に
代
表
さ
れ
る
べ
き
こ
と
が
、
憲
法
上
、
命
じ
ら
れ

て
い
る
と
は
言
え
な
い
。（E

111,333

（351

）.

）

�う

当
大
学
法
５５
条
以
下
の
財
団
モ
デ
ル
に
は
、
憲
法
上
の
重
大
な
欠
陥
は
な
い
。
国＝

ラ
ン
ト
は
、
財
団
に
移
管
さ
れ
た
後
も
、

大
学
に
対
し
憲
法
上
命
じ
ら
れ
た
財
政
責
任
を
負
い
、
実
効
的
な
「
法
監
督
」
を
請
け
負
う
。

基
本
法
５
条
３
項
に
よ
れ
ば
、
大
学
制
度
に
つ
き
権
限
の
あ
る
各
ラ
ン
ト
は
、「
人
的
、
財
政
的
、
組
織
的
」
手
段
（
資
源
）
を
供

給
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
大
学
が
学
問
を
自
由
に
行
う
べ
く
、
そ
の
運
営
を
支
え
る
た
め
に
不
可
欠
な
こ
と
で
あ
る
。
国

の
か
か
る
積
極
的
関
与
な
し
に
は
、
独
立
の
研
究
と
学
問
教
授
は
営
ま
れ
え
な
い
。
そ
の
際
、
ラ
ン
ト
立
法
者
は
、
大
学
に
つ
き
特
定

の
組
織
形
態
、
特
定
の
財
政
助
成
モ
デ
ル
に
拘
束
さ
れ
な
い
。

大
学
へ
の
助
成
の
あ
り
方
と
し
て
は
、
直
接
的
な
も
の
も
、
間
接
的
な
も
の
も
許
容
さ
れ
る
。
但
し
、
大
学
で
の
自
由
な
学
問
活
動

が
、
法
律
に
よ
っ
て
「
構
造
的
な
危
険
」
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
自
由
な
教
授
・
研
究
は
、
最
低
限
度
の
助
成
に
よ
る

促
進
と
同
様
に
、
保
障
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。（E

111,333
（355
）.

）

イ）．

ラ
ン
ト
は
今
後
も
、
憲
法
上
の
財
政
責
任
を
負
う
。
そ
れ
は
、
財
団
に
対
し
毎
年
の
財
政
助
成
を
す
る
こ
と
で
あ
り
、
か
く
し

て
こ
そ
大
学
の
営
み
が
保
障
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
ラ
ン
ト
大
学
法
５６
条
３
項
�
Nr.
１
、
５７
条
。）
財
政
助
成
は
、
大
学
の
個
々
の
任
務

と
領
域
で
の
支
出
に
従
っ
て
、
例
え
ば
講
義
提
供
、
研
究
の
基
礎
設
備
、
さ
ら
に
専
門
の
重
点
の
た
め
、
支
出
に
応
じ
て
、
ま
た
後
進

育
成
に
応
じ
て
配
分
さ
れ
る
。
財
団
は
、
こ
れ
ら
の
目
的
規
定
に
拘
束
さ
れ
る
（
同
５６
条
３
項
�
。）
支
出
は
、
大
学
の
基
礎
的
な
発

展
・
業
績
目
標
に
照
ら
し
て
査
定
さ
れ
、
か
か
る
目
的
は
、
ラ
ン
ト
の
担
当
大
臣
・
大
学
・
財
団
と
の
間
で
数
年
間
の
期
間
で
結
ば
れ
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る
「
目
標
協
定
」
か
ら
導
か
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
目
標
協
定
」
に
は
、
例
え
ば
課
程
の
設
置
・
廃
止
、
後
進
育
成
、
教
授
・
研

究
の
質
の
保
証
、
研
究
「
重
点
」
課
題
の
設
定
に
つ
い
て
の
規
定
が
含
ま
れ
る
。
同
時
に
、
こ
の
「
目
標
協
定
」
に
は
、
国
の
財
政
助

成
に
つ
い
て
も
規
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
（
同
１
条
３
項
、
１
条
４
項
�
。）

ロ）．

財
団
は
、
大
学
に
対
し
て
「
法
監
督
」
を
行
使
す
る
（
ラ
ン
ト
大
学
法
５５
条
４
項
。）
学
長
は
同
時
に
財
団
の
機
関
で
も
あ
る

の
で
、
こ
の
任
務
は
「
財
団
理
事
会
」
に
よ
っ
て
果
た
さ
れ
る
（
同
５９
条
１
項
、
６０
条
２
項
�
Nr.
７
。）

財
団
理
事
会
の
構
成
及
び
そ
の
法
的
地
位
か
ら
、
そ
れ
が
大
学
、
と
り
わ
け
学
長
部
局
を
実
効
的
に
監
督
し
う
る
か
に
つ
い
て
重
大

な
疑
義
が
生
ず
る
。
財
団
理
事
会
の
多
数
は
名
誉
職
で
あ
る
（
同
６０
条
１
項
�
。）
そ
の
決
定
は
学
長
部
局
に
よ
り
準
備
さ
れ
、
執
行

さ
れ
る
（
同
６１
条
１
項
�
。）
よ
っ
て
、
財
団
理
事
会
の
任
務
履
行
は
、
学
長
部
局
か
ら
の
情
報
提
供
・
準
備
に
依
存
し
て
お
り
、
学

長
部
局
の
方
と
し
て
は
大
学
の
学
識
あ
る
人
々
に
依
拠
し
う
る
。
要
す
る
に
、
財
団
理
事
会
に
よ
る
大
学
及
び
学
長
部
局
へ
の
法
監
督

に
つ
い
て
は
、
そ
の
実
効
性
に
疑
問
が
残
る
の
で
あ
る
。
こ
の
法
律
で
は
、
財
団
理
事
会
が
、
い
か
に
し
て
法
監
督
に
あ
た
り
重
要
な

情
報
を
調
達
し
、
そ
の
正
し
さ
を
吟
味
す
べ
き
か
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
連
邦
行
政
裁
に
よ
れ
ば
、
こ
の
不

足
分
を
補
っ
て
該
法
監
督
を
効
果
的
た
ら
し
め
る
た
め
に
、
ラ
ン
ト
大
臣
に
必
要
な
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
を
敷
衍
す
る

と
次
の
通
り
で
あ
り
、
以
下
、
数
点
に
わ
た
り
本
判
決
に
特
徴
的
な
「
憲
法
適
合
解
釈
」
が
重
ね
ら
れ
て
い
く
。

財
団
と
し
て
は
、
ラ
ン
ト
の
担
当
大
臣
の
法
監
督
に
服
す
る
（
同
６２
条
１
項
。）
と
く
に
、
財
団
が
国
の
事
務
を
担
当
す
る
場
合
に

そ
う
で
あ
る
（
同
５５
条
３
項
、
４７
条
�
。）
大
学
に
対
し
て
財
団
が
法
監
督
を
行
使
す
る
場
合
に
は
、
ラ
ン
ト
の
担
当
大
臣
の
指
示
に

拘
束
さ
れ
る
（
同
６２
条
２
項
。）
こ
の
規
定
は
、
ボ
ン
基
本
法
５
条
３
項
に
照
ら
し
て
、
次
の
如
く
憲
法
適
合
的
に
解
釈
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
担
当
大
臣
に
は
、
財
団
理
事
会
に
よ
る
法
監
督
の
行
使
を
統
制
す
る
権
限
が
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
む
し
ろ
、
然
る

よ
う
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
担
当
大
臣
は
、
財
団
理
事
会
に
よ
る
法
監
督
に
と
っ
て
重
要
な
書
類
の
説
明
に

（
五
八
）

３０１近年ドイツにおける、「大学自治」の判例法理



あ
た
り
、
及
び
監
督
措
置
の
準
備
に
あ
た
り
、
財
団
理
事
会
を
支
援
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
か
か
る
指
示
権
は
、
ラ
ン
ト
自
身
が
運

営
主
体
で
あ
る
時
に
大
学
に
対
し
法
監
督
を
行
使
す
る
場
合
（
同
５１
条
１
項
）
よ
り
も
、
抑
制
的
に
行
使
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

ハ）．

財
団
理
事
会
の
人
的
構
成
に
つ
い
て
も
、
憲
法
適
合
解
釈
に
よ
り
、
学
問
の
自
由
へ
の
「
構
造
的
危
険
」
は
生
じ
な
い
。
こ
の

理
事
会
は
７
人
か
ら
成
る
（
ラ
ン
ト
大
学
法
６０
条
１
項
。）
そ
の
理
事
は
、
大
学
評
議
会
及
び
ラ
ン
ト
の
担
当
大
臣
部
局
か
ら
各
々
一

人
づ
つ
、
及
び
大
学
制
度
に
明
る
い
学
外
の
人
達
五
人
で
あ
る
。
理
事
は
、
大
学
評
議
会
の
了
解
の
下
に
担
当
大
臣
に
よ
り
任
用
さ
れ
、

重
大
な
理
由
あ
る
場
合
に
は
、
大
臣
に
よ
っ
て
解
任
さ
れ
う
る
。
財
団
理
事
は
名
誉
職
で
あ
り
、
命
令
と
指
示
に
し
ば
ら
れ
な
い
（
同

６０
条
１
項
�
�
�
。）

財
団
理
事
会
に
は
、
大
学
に
関
す
る
重
要
な
任
務
が
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
大
学
・
学
長
部
局
に
対
す
る
「
法
監
督
」
か
ら
、
学
長
部

局
の
構
成
員
―
―
こ
れ
は
同
時
に
財
団
の
機
関
で
も
あ
る
―
―
の
任
用
、
解
任
権
（
同
６０
条
２
項
�
Nr.
１
、
同
３８
条
２
項
�
）、
教
授

任
用
へ
の
関
与
（
同
５８
条
２
項
�
〜
�
）、
大
学
の
発
展
計
画
と
財
団
の
予
算
計
画
へ
の
同
意
権
（
同
６０
条
２
項
�
Nr.
３
、
５７
条
１
項
）

ま
で
。

さ
て
、
連
邦
行
政
裁
に
よ
れ
ば
、
立
法
府
は
民
主
的
に
正
当
化
さ
れ
た
存
在
で
あ
る
か
ら
、
原
則
と
し
て
、
学
問
に
と
っ
て
重
要
な
、

つ
ま
り
「
研
究
、
教
授
に
関
わ
る
」
事
項
へ
の
決
定
権
限
を
、
担
当
大
臣
か
ら
も
大
学
の
諸
機
関
か
ら
も
独
立
の
会
議
体
に
与
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
但
し
、
限
界
が
あ
り
、
自
由
な
学
問
活
動
を
「
構
造
的
な
危
険
」
に
さ
ら
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
立
法
者

は
、
学
問
的
に
重
要
な
事
項
が
「
学
問
に
ふ
さ
わ
し
く
」
決
定
さ
れ
る
こ
と
を
保
障
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
研
究
計
画
、

講
義
提
供
計
画
、
施
設
の
設
置
・
運
営
、
修
学
・
試
験
規
則
、
教
員
人
事
の
決
定
な
ど
に
関
し
て
は
、
教
員
グ
ル
ー
プ
に
少
な
く
と
も

「
主
導
的
」
な
、
と
り
わ
け
「
研
究
」
に
関
し
て
は
「
決
定
的
」
な
影
響
力
が
与
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
教
員
グ
ル
ー
プ
に
「
絶
対

多
数
」
の
票
決
権
が
付
与
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
こ
の
条
件
は
満
た
さ
れ
て
い
る
。（E

35,79

（119ff.

）,E
111,333

（363f.

））
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こ
の
点
、
本
件
法
律
は
ど
う
か
。
連
邦
行
政
裁
の
判
断
で
は
、
財
団
理
事
会
の
人
的
構
成
に
つ
い
て
は
、
大
学
評
議
会
に
永
続
的
で

「
決
定
的
」
な
影
響
力
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
上
記
の
如
く
、
財
団
理
事
会
に
広
範
囲
の
任
務
が
任
ね
ら
れ
て
い
て
も
、
許
容
さ
れ
る

範
囲
で
あ
る
。
大
学
評
議
会
で
は
、
教
員
グ
ル
ー
プ
に
「
絶
対
多
数
」
の
票
決
権
が
あ
る
（
同
４１
条
４
項
�
。）
ま
た
、
財
団
理
事
は
、

大
学
評
議
会
の
同
意
の
下
に
、
担
当
大
臣
に
よ
っ
て
任
用
さ
れ
る
（
同
６０
条
１
項
�
Nr.
１
。）
だ
か
ら
、
大
学
評
議
会
の
意
思
に
反
し

て
、
財
団
理
事
に
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
、
大
学
評
議
会
に
は
、
財
団
理
事
と
な
る
べ
き
者
が
大
学
制
度
に
精
通
し
て
い
る

か
否
か
を
審
査
す
る
責
務
が
あ
る
。

財
団
理
事
は
「
重
大
な
理
由
」
あ
る
場
合
、
担
当
大
臣
に
よ
っ
て
解
任
さ
れ
う
る
（
同
６０
条
１
項
�
Nr.
１
。）
こ
の
「
重
大
な
理
由
」

と
い
う
不
確
定
概
念
の
解
釈
に
あ
た
り
、
大
学
評
議
会
に
は
、
憲
法
的
に
要
請
さ
れ
る
程
度
の
影
響
力
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
大
学
評
議
会
は
、
財
団
理
事
の
解
任
の
諸
条
件
を
、
大
学
の
基
本
規
則
の
な
か
に
具
体
的
に
規
定
し
う
る
（
同
４１
条
１
項

�
、
�
。）
こ
の
解
任
決
定
に
あ
た
っ
て
は
、
大
学
評
議
会
の
票
決
に
「
主
導
的
」
な
重
み
が
与
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ニ）．

連
邦
行
政
裁
に
よ
る
と
、
学
長
部
局
選
任
の
法
規
定
に
つ
い
て
も
、
ボ
ン
基
本
法
５
条
３
項
に
照
ら
し
て
、
大
学
評
議
会
に
憲

法
上
要
求
さ
れ
る
重
み
が
確
保
さ
れ
て
い
る
、
と�

い�

う�

様�

に�

解�

釈�

可�

能�

で
あ
る
。
財
団
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
大
学
の
場
合
、
学
長
部

局
は
同
時
に
、
財
団
の
機
関
で
も
あ
る
（
ラ
ン
ト
大
学
法
５９
条
１
項
。）
本
件
大
学
法
に
よ
っ
て
、
学
長
部
局
の
権
限
が
大
幅
に
拡
大

さ
れ
た
（
同
３７
条
。）
対
照
的
に
、
大
学
評
議
会
の
地
位
は
弱
め
ら
れ
た
。
そ
う
す
る
と
、
そ
の
分
だ
け
、
学
長
部
局
の
人
事
が
大
学

評
議
会
の
「
決
定
的
」
な
影
響
の
下
に
置
か
れ
る
こ
と
が
絶
対
に
必
要
で
あ
る
。（E

35,79

（144

）.

）

こ
の
点
を
検
討
す
る
と
、
学
長
部
局
は
学
長
及
び
副
学
長
か
ら
成
る
が
、
後
者
の
人
数
に
つ
い
て
は
大
学
評
議
会
が
基
本
規
則
で
規

定
し
う
る
（
同
３７
条
４
項
�
�
、
４１
条
１
項
�
。）
学
長
及
び
副
学
長
は
、
大
学
評
議
会
の
提
案
に
基
づ
き
、
財
団
理
事
会
に
よ
り
指

名
な
い
し
任
命
さ
れ
る
（
同
６０
条
２
項
�
Nr.
１
、
３８
条
２
項
�
。）
連
邦
行
政
裁
は
こ
れ
ら
の
規
定
を
憲
法
適
合
的
に
解
釈
し
て
、
財

（
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団
理
事
会
は
大
学
評
議
会
の
提
案
に
拘
束
さ
れ
る
。
法
的
な
支
障
の
な
い
限
り
、
大
学
評
議
会
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
る
者
が
財
団
理
事

会
に
よ
っ
て
指
名
な
い
し
任
命
さ�

れ�

ね�

ば�

な�

ら�

な�

い�

。
さ
ら
に
、
大
学
評
議
会
に
然
る
べ
き
重
み
が
確
保
さ
れ
る
べ
く
、
大
学
評
議
会

は
人
事
委
員
会
の
提
案
に
拘
束
さ
れ
ず
、
合
理
的
理
由
あ
れ
ば
、
む
し
ろ
そ
れ
を
斥
け
る
こ
と
が
で
き
る
、
と�

い�

う�

様�

に�

解�

釈�

で�

き�

る�

、

と
（
同
３８
条
２
項
�
〜
�
、
３９
条
１
項
。
こ
れ
ら
は
、
学
長
部
局
の
人
事
に
つ
き
、
人
事
委
員
会
が
大
学
評
議
会
に
提
案
す
る
段
階
の

規
定
で
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
て
、
次
に
大
学
評
議
会
が
財
団
理
事
会
に
提
案
す
る
こ
と
に
な
る
。）

ま
た
、
大
学
評
議
会
は
学
長
部
局
の
構
成
員
に
つ
き
不
信
任
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
財
団
評
議
会
に
対
し
て
然
る
べ
く
提
案
す
る
こ

と
が
で
き
る
（
同
６０
条
２
項
�
Nr.
１
、
４０
条
�
。）
連
邦
行
政
裁
は
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
右
の
解
任
提
案
議
決
に
は
特
別
多
数
が
要

求
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
、
財
団
理
事
会
は
右
の
提
案
に
従�

わ�

ね�

ば�

な�

ら�

な�

い�

、
と
い
う
解
釈
を
提
示
し
て
い
る
。

＊

＊

＊

以
上
、
小
稿
で
は
、
近
年
の
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
裁
に
よ
る
上
記
二
つ
の
決
定
（
１
、
２
）
の
位
置
規
定
の
た
め
に
、
そ
の
中
間
期
に

他
の
裁
判
所
で
下
さ
れ
た
同
種
の
裁
判
例
を
少
し
詳
し
く
追
跡
し
て
み
た
の
で
あ
る
。
一
つ
は
、
ラ
ン
ト
・
レ
ヴ
ェ
ル
の
憲
法
裁
判
所

に
よ
る
判
決
（
３
�
）
で
あ
り
、
も
う
一
つ
が
、
連
邦
行
政
裁
判
所
に
よ
る
判
決
（
３
�
）
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
、
や
は
り
、
近
年

の
国＝

ラ
ン
ト
の
大
学
政
策
・
行
財
政
改
革
に
棹
差
す
事
案
で
あ
り
、
連
邦
憲
法
裁
の
上
記
二
決
定
を
意
義
づ
け
る
た
め
の
補�

助�

線�

と

し
て
引
か
れ
た
の
で
あ
る
。

さ
て
、
既
に
上
述
部
分
で
再
三
、
言
及
さ
れ
た
ゲ
ル
デ
ィ
ッ
ツ
は
、
ま
ず
、
バ
イ
エ
ル
ン
・
ラ
ン
ト
憲
法
裁
の
判
決
（
３
�
）
を
指

さ
し
て
、
大
学
組
織
法
の
「
脱
・
憲
法
化
」
が
も
は
や
抑
制
し
え
な
い
程
に
暴
走
し
始
め
て
い
た
、
と
い
う
評
価
を
与
え
て
い
た
。
こ

れ
と
対
照
的
に
、
こ
の
間
違
っ
た
方
向
―
―
「
経
営
型
」
大
学
へ
の
乗
り
換
え
に
よ
る
学
問
の
自
由
へ
の
侵
害
と
、
大
学
自
治
の
解

体
―
―
を
正
し
い
方
向
に
巻
き
戻
す
第
一
歩
が
、
上
記
３
�
の
連
邦
行
政
裁
判
所
判
決
な
の
だ
、
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
巻
き
直
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し
の
延
長
線
上
に
、
つ
ま
り
、
そ
の
第
二
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
前
示
２
で
取
材
さ
れ
た
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
法
事
件
に
つ
い
て
の
連
邦
憲

法
裁
決
定
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
、
と
い
う
の
が
ゲ
ル
デ
ィ
ッ
ツ
の
見
立
て
な
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
３
�
で
の
バ
イ
エ
ル
ン
で
の
事
案
で
あ
る
―
―
。
提
訴
者
は
、
学
問
、
つ
ま
り
研
究
・
教
授
に
関
わ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、

専
門
的
判
断
能
力
を
も
つ
大
学
教
員
が
実�

効�

的�

に�

―
―
「
主
導
的
に
」
も
し
く
は
「
決
定
的
に
」
―
―
関
与
し
う
る
程
度
の
正
当
化
水

準
が
不
可
欠
だ
、
と
訴
え
た
。
こ
の
事
案
で
は
、
問
題
の
法
律
が
定
め
る
大
学
理
事
会
（
学
外
理
事
が
半
数
）
及
び
大
学
指
導
部
の
権

限
が
強
力
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
学
問
事
項
に
ま
で
及
ぶ
。
そ
れ
な
の
に
、
学
問
事
項
へ
の
大
学
教
員
の
専
門
的
視
点
か
ら
の
関
与
が
、

ラ
ン
ト
憲
法
で
要
請
さ
れ
る
水
準
に
ま
で
確
保
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
そ
の
際
、
提
訴
者
に
よ
れ
ば
、
ボ
ン
基
本
法G

G

と

違
っ
て
バ
イ
エ
ル
ン
憲
法
の
場
合
、
学
問
自
由
を
補
完
す
る
た
め
に
「
大
学
自
治
の
制
度
的
保
障
」
が
別
箇
独
自
に
規
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
看
過
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
、
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
訴
え
に
対
し
、
ラ
ン
ト
憲
法
裁
は
、
大
学
組
織
の
「
全
体
的
な
あ
り
方
」
を
考
慮
し
て
「
構
造
的
な
危
険
」
が
存
す
る
か
ど
う

か
の
視
点
か
ら
審
査
を
行
っ
た
。
無
論
、
こ
れ
は
１
で
取
材
さ
れ
た
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
大
学
法
事
件
決
定
で
示
さ
れ
た
審
査
方
法
で

あ
る
。
ラ
ン
ト
憲
法
裁
の
答
え
は
、
学
外
理
事
の
任
用
に
は
、
学
内
選
挙
で
民
主
的
に
正
当
化
さ
れ
た
存
在
で
あ
る
大
学
評
議
会
の
同

意
が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
評
議
員
の
多
数
は
教
員
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
総
合
的
に
判
断
す
る
と
、
大
学
理
事
会
は
、
学
問
の

担
い
手
に
よ
っ
て
専
門
的
に
刻
印
さ
れ
た
民
主
的
正
当
性
を
も
つ
、
な
ど
と
言
う
の
で
あ
っ
た
。
提
訴
者
の
主
張
か
ら
す
れ
ば
、
学
外

理
事
の
任
用
に
大
学
評
議
会
の
同
意
が
要
求
さ
れ
る
程
度
で
は
、
と
て
も
、
後
者
に
実
効
的
な
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
る
と
は
言
え
な

い
こ
と
に
な
ろ
う
。

次
に
、
３
�
で
紹
介
さ
れ
た
連
邦
行
政
裁
判
決
に
つ
い
て
―
―
。
本
判
決
に
つ
い
て
は
、
と
り
わ
け
、
ゲ
ル
デ
ィ
ッ
ツ
が
、
然
る
べ

き
方
向
へ
の
是
正
の
第
一
歩
で
あ
る
と
見
立
て
た
点
に
着
目
し
た
い
。
そ
れ
は
、
国＝

ラ
ン
ト
は
財
団
移
管
後
の
大
学
に
対
し
て
も

（
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「
人
的
、
財
政
的
、
組
織
的
」
責
務
を
負
う
と
し
て
、
と
り
わ
け
３
�
�う
ロ）
ハ）
ニ）
の
行
論
に
お
い
て
「
憲
法
適
合
解
釈
」
―
―
基
本
的

に
は
「
合
憲
限
定
解
釈
」
―
―
を
重
畳
的
に
展
開
し
て
い
る
点
に
集
約
さ
れ
る
様
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
説
示
に
は
、
国
（
公
）
立
大
学

の
独
立
行
政
法
人
化
を
経
た
、
日
本
の
大
学
関
係
者
の
関
心
を
大
い
に
引
く
も
の
が
あ
る
様
に
思
わ
れ
る
。

�う
ロ）
で
は
、
学
長
部
局
に
対
し
て
財
団
理
事
会
の
「
法
監
督
」
が
「
実
効
的
に
」
行
使
さ
れ
う
る
か
に
関
し
て
、
該
法
律
に
は
疑
問

が
残
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
関
し
、
ラ
ン
ト
の
担
当
大
臣
に
は
財
団
理
事
会
に
よ
る
法
監
督
行
使
を
た
だ
統
制
す
る
だ
け
で
な
く
、

む
し
ろ
然
る
べ
く
、
ラ
ン
ト
大
臣
は
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
、
と
い
う
憲
法
適
合
解
釈
―
―
従
っ
て
、
結
論
と
し
て
は
違
憲
で
は
な
い

―
―
が
示
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
大
学
に
対
す
る
国
の
責
任
を
全
う
す
る
、
と
い
う
視
点
か
ら
の
解
釈
で
あ
ろ
う
。

ハ）
の
行
論
で
は
、
該
法
律
で
財
団
理
事
の
選
任
に
つ
き
大
学
評
議
会
の
「
同
意
」
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、
連
邦
行
政
裁
は

こ�

こ�

か�

ら�

進�

ん�

で�

、
大
学
評
議
会
に
は
、
そ
れ
に
先
立
ち
理
事
候
補
者
の
適
任
性
を
審
査
す
る
義
務
が
あ
る
こ
と
を
導
き
出
し
た
。
こ

の
点
は
、
３
�
で
の
バ
イ
エ
ル
ン
・
ラ
ン
ト
憲
法
裁
の
説
示
と
対
照
的
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
ラ
ン
ト
の
担
当
大
臣
が
財
団
理
事
を
罷
免

す
る
事
由
で
あ
る
「
重
大
な
理
由
」
と
い
う
不
確
定
概
念
を
め
ぐ
っ
て
、
そ
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
大
学
評
議
会
に
然
る
べ
き
影
響
力

が
与
え
ら
れ
る
べ
き
だ
、
と
い
う
件
り
も
同
様
で
あ
る
。
以
上
、
い
ず
れ
も
大
学
教
員＝

「
現
場
」
の
「
実
効
的
」
な
関
与
が
確
保
さ

れ
て
い
る
と
言
え
る
た
め
に
は
、
該
規
定
が
い�

か�

に�

解�

釈�

さ�

れ�

ね�

ば�

な�

ら�

な�

い�

か�

、
と
い
う
こ
と
の
説
示
な
の
で
あ
る
。

ニ）
の
行
論
で
は
、
学
長
部
局
の
選
任
に
つ
き
、
財
団
理
事
会
の
指
名
な
い
し
任
命
と
大
学
評
議
会
に
よ
る
提
案
と
の
関
係
の
あ
り
方

が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
連
邦
行
政
裁
は
、
法
的
な
支
障
な
い
限
り
、
大
学
評
議
会
の
提
案
に
拘
束
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
、
と
い
う
憲
法
適
合
解
釈
を
示
し
た
の
だ
っ
た
。
さ
ら
に
、
該
法
律
で
は
学
長
部
局
構
成
員
の
解
任
を
決
定
す
る
の
は
財
団
理
事
会

で
あ
る
が
、
こ
れ
に
先
行
し
て
、
大
学
評
議
会
が
特
別
多
数
で
も
っ
て
解
任
提
案
を
す
る
の
で
あ
る
。
こ�

こ�

か�

ら�

進�

ん�

で�

、
財
団
理
事

会
は
、
こ
の
提
案
に
従
わ
ね
ば
な
ら
な
い
―
―
何
故
な
ら
、
特
別
多
数
で
の
提
案
な
の
だ
か
ら
―
―
と
い
う
解
釈
が
、
連
邦
行
政
裁
に
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よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
件
り
に
も
、
学
問
的
に
重
要
な
大
学
と
し
て
の
決
定
に
は
、
大
学
組
織
法
に
よ
っ
て
、
教
員
の

影
響
力
が
持�

続�

的�

か�

つ�

実�

効�

的�

に�

及
ぼ
さ
れ
る
よ
う
担
保
さ
れ
る
べ
き
な
の
だ
と
い
う
、
本
件
連
邦
行
政
裁
の
確
固
た
る
視
線
が
感
じ

ら
れ
る
。

既
に
前
述
２
で
取
材
し
た
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
法
事
件
―
―
時
系
列
と
し
て
は
、
こ
の
事
件
の
方
が
後
で
あ
る
―
―
に
寄
せ
た
連
邦
行

政
裁
（
長
官
）
の
見
解
で
も
、
学
部
長
部
局
の
、
と
り
わ
け
教
員
人
事
に
関
す
る
権
限
に
つ
き
、「
憲
法
適
合
解
釈
」
論
が
展
開
さ
れ

て
い
た
（
２
�
�
。）
そ
し
て
、
大
学
組
織
に
つ
い
て
の
立
法
裁
量
論
と
の
組
み
合
わ
せ
で
、
辛
う
じ
て
違
憲
と
ま
で
は
断
定
で
き
な

い
、
と
し
た
の
だ
っ
た
。

一
応
、
右
の
如
く
二
つ
の
裁
判
例
を
補
助
線
と
し
て
、
連
邦
憲
法
裁
の
上
記
二
つ
の
重
要
な
決
定
（
１
、
２
）
の
位
置
を
測
定
す
る

な
ら
ば
、
直
近
の
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
法
事
件
（
２
）
決
定
は
、
大
学
組
織
に
つ
い
て
の
立
法
裁
量
に
、
結�

果�

的�

に�

は�

歯
止
め
を
か
け
た
。

そ
の
様
な
意
味
で
、
そ
れ
は
、「
学
問
の
自
由
の
組
織
法
的
側
面
」
を
真
剣
に
受
け
止
め
た
、
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
も
し
、
３

�
で
取
材
し
た
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
大
学
法
に
つ
い
て
の
連
邦
行
政
裁
の
判
決
が
、
既
に
そ
の
見
取
り
図
を
デ
ッ
サ
ン
し
た
も
の
で

あ
っ
て
、
連
邦
憲
法
裁
の
該
決
定
（
２
）
が
そ
れ
を
是
認
し
た
も
の
だ
っ
た
と
す
る
と
、
審
級
裁
判
所
に
よ
る
憲
法
判
断
の
価
値
が
連

邦
憲
法
裁
に
よ
っ
て
証
さ
れ
た
と
の
だ
と
言
え
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
は
、
ゲ
ル
デ
ィ
ッ
ツ
の
位
置
づ
け
で
も
あ
る
。

し
か
し
、
補
助
線
は
あ
く
ま
で
補
助
線
で
あ
り
、
点
線
で
あ
り
、
実
線
で
は
な
い
。
果
た
し
て
、
今
後
、
連
邦
憲
法
裁
に
同
種
の
問

題
が
持
ち
込
ま
れ
た
時
に
、
そ
の
結
論
が
い
ず
れ
の
方
向
に
―
―
つ
ま
り
、
上
記
１
な
い
し
３
�
の
方
向
へ
か
、
あ
る
い
は
２
な
い
し

３
�
の
方
向
へ
か
―
―
赴
く
か
は
予
断
を
許
さ
な
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
憲
法
の
意
味
が
何
た
る
か
に
つ
き
実

線
を
引
く
の
は
、
連
邦
憲
法
裁
で
あ
ろ
う
。

た
だ
、
一
つ
言
え
る
こ
と
は
、
小
稿
で
取
材
し
た
４
件
の
決
定
・
判
決
ど
れ
に
お
い
て
も
、「
学
問
自
由
に
対
す
る
構
造
的
危
険
」
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及
び
「
学
問
の
場
に
ふ
さ
わ
し
い
決
定
が
な
さ
れ
う
る
仕
組
み
」
と
い
う
基
準
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
自
体
は
、
そ
う
簡
単

に
は
―
―
良
か
れ
、
悪
し
か
れ
―
―
動
揺
し
な
い
だ
ろ
う
、
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
実
際
、
引
い
き
目
に
見
て
も
評
判
の
悪
い
こ
れ
ら

の
基
準
は
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
学
法
事
件
（
２
）
で
の
憲
法
異
議
申
立
人
の
側
か
ら
も
―
―
し
か
も
、
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
大
学
法
事
件

決
定
（
１
）
を
引
用
し
て
！
―
―
主
張
さ
れ
た
通
り
で
あ
る
（
２
�
�
〜
�
。）
そ
の
主
張
を
受
け
た
連
邦
憲
法
裁
の
結
論
も
、
右
（
１
）

決
定
を
引
用
し
て
、
該
基
準
に
照
ら
し
て
違
憲
と
い
う
の
だ
っ
た
（
２
�
�
�あ
�う
、
同
�
�お
。）
し
ば
し
ば
、
こ
れ
ら
の
基
準
に
は
「
空

虚
な
定
式
」
と
い
う
批
判
が
浴
び
せ
ら
れ
る
が
、
こ
う
し
た
批
判
に
は
、
何
ら
か
の
基
準
―
―
「
法
理
」「
原
理
」「
法
の
一
般
原
則
」

…
…
云
々
―
―
か
ら
何
か
具
体
的
な
結
論
が
論
者
の
希
望
通
り
に
導
か
れ
う
る
は
ず
だ
と
い
う
類
の
、
や
や
過
剰
な
期
待
が
込
め
ら
れ

て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
現
に
、
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
大
学
法
事
件
決
定
（
１
）
が
大
い
に
批
判
さ
れ
、
そ
れ
だ
け
に
バ
イ
エ
ル
ン
憲
法

裁
（
３
�
）
で
は
、
そ
こ
か
ら
の
転
向
が
期
待
さ
れ
た
の
に
、
前
者
の
基
準
を
引
用
し
て
該
規
定
を
合
憲
認
定
し
た
の
は
期
待
は
ず
れ

だ
っ
た
、
と
の
記
述
も
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。（M

.B
urgi/I.

―D
.G
räf,a.a.O

.,S.1130.

）

し
か
し
、「
基
準
」「
法
理
」「
原
理
」
―
―
「
ル
ー
ル
」
と
違
っ
て
―
―
に
、
そ
れ
程
の
期
待
を
か
け
る
わ
け
に
は
い
く
ま
い
。
所

詮
、
そ
れ
ら
が
果
た
し
う
る
の
は
、
当
事
者
と
裁
判
官
の
視
線
と
言
語
使
用
に
方
向
性
を
与
え
て
、
法
的
議
論
の
土
俵
を
設
定
し
、
法

的
推
論
を
規
制
す
る
こ
と
ま
で
で
あ
ろ
う
。
結
論
を
左
右
す
る
の
は
、
事
案
の
違
い
や
、
事
実
へ
の
評
価
の
違
い
、
基
準
の
適
用
の
仕

方
の
違
い
で
あ
ろ
う
。
私
見
で
は
、
該
基
準
が
具
体
的
事
案
と
の
関
係
で
、
い
か
に
肉
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
こ
そ
が
注
視
さ
れ
る
べ
き

な
の
で
あ
る
。

こ
の
小
稿
で
は
、
大
学
・
大
学
自
治
を
め
ぐ
る
「
制
度
的
保
障
」
と
い
う
理
解
の
是
非
、
さ
ら
に
は
「
民
主
的
正
当
化
」
を
め
ぐ
る

議
論
を
掘
り
下
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
の
課
題
と
す
る
こ
と
で
、
ペ
ン
を
置
く
こ
と
に
す
る
。

（
二
〇
一
二
年
六
月
二
〇
日
脱
稿
）
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